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    序章


    



    　青。どこまでも果てしなく伸びる青。それは海と空の色。


    　海の青は底知れぬ暗さを湛たたえ、澄み切った空の青はひたすらに高い。


    　潮風が吹き付ける甲板で、僕は二つの青が交わる水平線を見つめていた。


    　波を切り裂いて船は世界の果てへ向かうが、決してその距離は縮まらない。天地の狭はざ間まに引きずり込まれているみたいだと、愚かしい恐れを抱いて目を逸そらした。


    　だが横を向いたところで、すぐ傍そばに立っている女の子が視界に入り、ぎょっとする。


    　いつの間に……ちっとも気づかなかった。先ほどまでここには僕一人しかいなかったのに。


    　彼女は手すりに指をかけ、まるで睨にらみつけるかのように水平線を直視していた。僕が屈した恐れに立ち向かっているのだろうかと馬鹿な妄もう想そうを抱く。


    　風にたなびく髪は灰色で肌は白はく蝋ろうのよう。袖そで口ぐちから伸びる腕は血管が浮いて見えるほど痩やせていた。身長は自分より少し高いが、年齢はそう変わらないだろう。


    「えっと……こんにちは」


    　あまりに近くにいたので挨あい拶さつぐらいはするべきかなと、躊躇ためらいながらも声を掛ける。すると彼女はこちらを向いて、薄く微ほほ笑えんだ。


    「こんにちは。ごめんなさい、邪魔しちゃいましたか？」


    「いや、別に……」


    　面と向かって妹以外の女の子と話すのは慣れていないため、目線を逸らし無愛想な返答をしてしまう。


    「そうですか、よかった。あのですね、あなたがずっと海の向こうを見たまま動かないから、何が見えるのかなって思ったんです。でも、何も見えません。あなたには何かが見えているんですか？」


    　なるほど、それであんなに目を凝こらしていたのか。僕は納得しながらも申し訳ない気持ちになる。


    「その……特に何かを見てたわけじゃないんだ。ぼーっと水平線を眺めていただけでさ」


    「あら、そうなんですか。てっきり鯨くじらでも泳いでいるのかと」


    「鯨なんてそうそう出会わないと思うよ」


    　僕がそう答えると、その子は溜ため息いきをついた。


    「――船旅って退屈なんですね。船の周りをイルカが泳いでいたりもしないし、カモメも陸地が遠くなってからは寄ってこなくなりました」


    　その言葉に僕は苦笑する。


    「……どうして笑うんでしょうか？」


    「いや――きみがうちの妹と同じこと言うもんだからさ。僕はそう言って駄だ々だをこねる妹のお守りから逃げてきたところなんだよ」


    　僕がそう言うと彼女はきょとんとした顔をした後、意地悪げに微笑んだ。


    「あらら、ではその逃げてきた先でまた駄だ々だっ子に捕まってしまったわけですね。じゃあ観念しないと」


    「か、観念って？」


    「この旅の間、お友達になってくださいよ。私、退屈してるんです」


    　彼女は笑顔を浮かべ、手を差し出してくる。僕はしばらくその表情と手を交互に眺める。


    「いや……ですか？」


    　躊躇ためらっていると、笑顔を崩くずし不安そうな目を向けてくる。


    「あ、べ、別に……構わないけど……」


    　単に手を握るのが恥ずかしかっただけなので慌あわてて否定する。聞き飽あきた妹の我わが侭ままの相手をするよりは数段マシだ。


    「よかった――ありがとうございます」


    　そう言って彼女はふふっと笑みをこぼす。


    「どうしたんだ？」


    「いえ、案外上う手まくいくものだなって思いまして。私、知らない人とお話しするの、ずいぶん久しぶりなんですよ。それなのに最初でいきなりお友達を作れちゃいました。自分で自分を褒ほめてあげたいです。この分なら私の最初で最期の旅はきっと楽しくなります」


    　嬉うれしそうに話す彼女だったが、僕は後半の台詞せりふが引っかかった。


    「……最初ってのはまだ分かるけど、最期ってなんでだ？　もう旅行に行けなくなる理由があるのか？」


    　すると彼女は「はい」と頷うなずき、あっけらかんと笑ってこう告げた。


    



    「だって私、もうすぐ死んじゃいますから」


    



    
      ＊

    


    



    　目を見開くと、カーテン越しの朝日に照らされた天井が映った。


    　心臓の鼓動が早い。驚きの余よ韻いんが残っている。


    「今のは――」


    　僕は呆ぼう然ぜんと呟く。すると軽い足音がこちらに近づいてきた。


    「どうしたのよ、ケースケ。目覚ましより早く起きるなんて……悪い夢でも見た？」


    　ポスンとベッドに腰を下ろして僕の顔を覗き込む金髪少女――アリッサ=クラノ=ストーリング=ライトに僕は苦笑する。


    「夢……そっか夢、か。いや、大丈夫だよ」


    「本当？　汗かいてるわよ」


    　アリッサは眉まゆを寄せて僕の額を撫なで、汗で張り付いた前髪を払う。柔らかく、ひんやりとした感触が通り過ぎた。


    「ホントホント、珍しい夢だったけど、悪夢じゃないから。それよりまた一晩中パソコン使ってたのか？　目、悪くなるぞ」


    「何言ってるのよ。精神体のあたしに肉体の劣れつ化かなんてないわ。でも……疲れはしたわね。実体化してないとマウスが握れないもの。ということでそろそろ寝るわ。おやすみ、ケースケ」


    　アリッサは隣にパタンと倒れこみそう告げる。横に投げ出していた僕の腕を枕代わりにして――。


    「お、おい……」


    　ふわっと広がった甘い香りと、温かで弾力のある頬の感触に理性を乱されながらも咎とがめようとする。しかしアリッサはあっという間に寝息を立て、すぅーっと姿を消してしまった。


    　呼吸を感じるほどに近くにあった顔が完全に見えなくなったところで僕は起き上がる。硬直して動けなかったのだ。顔が熱く、心臓が早はや鐘がねを打っている。おかげで血の巡っていなかった頭が一気に覚かく醒せいしてしまった。


    「まったく……もう少し年頃の男の気持ちを考えろよな……」


    　ぶつぶつと愚ぐ痴ちりながら着替える。


    　それにしても珍しい夢だった。両親と妹を失ったあの船旅。事故時の記憶があまりに強烈で、それ以外のことは思い出すこともなかったのに――。


    　だけど確かにあんな出来事もあった。


    　彼女はあの後、両親らしき人達に呼ばれて行ってしまい、言葉の意味を問うことはできなかった。


    　そしてその日の夜、船は沈み、もう一度会う機会も失われた。


    『だって私、もうすぐ死んじゃいますから』


    　明るく、空っぽな響きの言葉が頭の中で繰り返し再生され、僕はそれを振り払おうと強く頭を振った。


    　今更考えても仕方ないこと……名前も聞き忘れた彼女の安あん否ぴを確かめる術すべはない。


    　忘れてしまおう。


    　ちょうど今日は、気を紛まぎらわせるには打って付けの行事があるのだから――。
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    第一章　過ぎる平穏、無音の来訪


    



    
      １

    


    



    「よしっ！　速攻！」


    　敵からボールを奪ったチームメイトが叫び、僕は駆け出す。茶色いバスケットボールが僕の頭上を飛び越え、味方である山やま崎ざきの手に渡った。


    　すかさず体を切り返して、ドリブルで相手の陣じん営えいに切り込む山崎。僕は山崎を追いかけながら外に回りこみ、相手の注意が山崎に引き付けられることによりできた空くう隙げきに滑り込む。


    　そして二人のディフェンダーに阻はばまれ、足が止まった山崎に声を掛けた。


    「こっちだ！」


    「遠とお見み、頼む！」


    　相手選手の足の間を通して山崎がパスをよこす。バウンドしてやや高く上がったボールを僕は掴つかむとそのままシュート体勢に入る。


    　傍には誰もいない。完全なフリーだ。意識を集中しゴールだけを見る。


    　周囲の音が遠退き、ゴールポストが感覚の内部に取り込まれるような錯さつ覚かく。


    　外さない。


    　確信した僕はシュートを放つ。ボールは想像した通りの軌き跡せきを描きゴールリングに吸い込まれた。


    　パサッとネットが揺れる音がした瞬間、世界にざわめきが戻る。


    「よっしゃあぁぁぁぁっ！」


    　後ろから山崎の歓声が聞こえ、直後に試合終了を告げるブザーが響いた。


    　反射的に得点を確認すると、それまで二点負けていた得点板を係の者が付け替えており……結果、相手を一点上回る。


    「お――勝った」


    　ぽつりと呟いた僕の首を後ろから誰かが締め上げる。


    「やったじゃねぇか遠見、おいしいとこ持っていきやがって！」


    「ちょっ、山崎か？　苦しいってやめろ！」


    　上機嫌の山崎を振りほどき、僕は体育館の隅にあるクラスの待機場所へ向かう。


    「おいおい、感動が薄いぞー。これで二連勝だぜ二連勝。俺たち優勝しちまうんじゃねぇか？」


    　調子に乗る山崎を眺めて溜ため息いきを吐く。


    　今は年二回行われる球技大会の真っ最中。二週間程前まで続いていた連続猟奇殺人事件の影響でずれ込んでいた行事だが、今日ようやく開催されることになった。体育委員であれこれと準備をしていた山崎は、やけに気合が入っている。


    「まだ四組と当たってないだろ。あそこはバスケ部が固まってるからさすがに――」


    「もう遠とお見みくん！　水を差すようなことを言っちゃダメよ。このままの勢いでガンガンいかなくちゃ！」


    　山やま崎ざきに現実を突きつけようとした台詞せりふを横から明るい声が遮さえぎる。


    「ふ、冬ふゆ上がみ」


    　振り向いた僕は顔を引きつらせる。そこにいたのは体操着を纏まとい、まぶしい笑顔を浮かべる美少女。運動の邪魔になるためか長い黒髪は後ろで一つに束ねられ、仔馬のしっぽのようにかわいく揺れている。


    「かっこよかったわよ、遠見くん。私、感動しちゃった！」


    　自然な動作で僕の手を握り、ぶんぶん上下に振る冬上。冷や汗が頬を伝う。


    「お、俺も頑張ったんだぜ。見ててくれたか、俺のナイスパス」


    　山崎が間に割り込んで自分の成果を主張する。天の助けだ。


    「見てた見てた。いいアシストだったわよ。あら、でもいいの？　次の試合、審判やらなきゃいけないんじゃない？」


    「あ、そっか、やべ」


    　この大会に限っては多忙な体育委員の山崎は、慌あわてて審判役を引き継ぎに行った。取り残された僕はがっくりと肩を落とし、冬上にジト目を向けた。


    「――もういいだろ、早く離してくれよ」


    「ん？　何のこと？」


    　きょとんと惚ほうけた振りをして小首を傾かしげる冬上。


    「手だよ、手。今、周りからすごい目で見られてるんだけど」


    　クラスの男子から向けられる視線は突き刺さるほど痛いが、それ以上のプレッシャーを発する眼光が一対ついあり、僕は自分から強引に手を振り解く。


    「つれないわねー。そう邪険にしなくてもいいじゃない」


    　さびしげに呟く冬上だが、ちらりと僕が意識している視線の主に目をやり、満足げな顔になる。


    「――ふふ、まあいいわ。面白い顔が見れたし。じゃあ遠見くん、次も頑張ってね。私、Ｂチームの応援に行ってくるから」


    　顔の前で手を小さく振り、冬上は数人の女子を引き連れ別コートに向かっていった。


    　どっと疲れが押し寄せて肩を落とす。


    　前の事件後、学校に復帰してから冬上はずっとあんな調子だ。何を考えているのか知らないが頻ひん繁ぱんに絡んでくる。おかげで気の休まるときがない。


    　僕は恐る恐る、未だ強い圧迫感を発する視線の主を見る。


    　待機するクラスメイトから少し離れたところでひざを抱えて座る女生徒――友とも月づき未み由ゆを。


    　僕が曖あい昧まいに笑って視線を合わせると肩までの黒髪を揺らしてプイと顔を背けてしまった。


    　やっぱりこうなったかと頭を掻かきながら、友とも月づきへ近づき隣に腰を下ろす。


    「友月、お、お疲れ」


    「私、疲れてない。試合、まだだから」


    　声を掛けるがそっけなく返される。冬ふゆ上がみと話した後はいつもこんな調子だ。帰ってきた冬上とあからさまな反はん目もくを続けている友月にしてみれば、敵対している相手と自分の友達が仲良くするのを面白く思わないのは分かるが――断じて僕の意思ではない。


    「あのさ、さっきのは冬上が勝手に……」


    　言い訳を始めようとするが、友月はそんな僕を横目で見て呟つぶやく。


    「嬉うれしそう、だったけど」


    「そ、そんなことないって、絶対あれ嫌がらせでやってるんだよ。おかげでどれだけ苦労してるか……」


    　僕は心底げんなりしながら告げる。友月はじっと観察するようにこちらを見つめた後、ふぅと息を吐いた。


    「そうね。啓けい介すけくん、男の子たちに睨にらまれてたものね」


    　そして苦笑いを見せる友月。どうしてか少し機嫌が直ったみたいだ。


    「ああ、あいつら目がマジで怖いんだよ。今までとは違った意味で居心地悪い」


    　正直一番怖いのは友月なのだが、せっかく戻った機嫌を損そこねるのも馬鹿らしいので話を合わせる。


    「困るね、冬上さんにも。啓介くん、迷惑なだけなのに。いい加減にしてもらわないと……」


    　友月は口元に笑みを浮かべたが、その声音は冷え冷えとしていた。背筋に寒気が走る。


    　やっぱりまだ怒ってる。まあ僕から元げん凶きようである冬上に対象を移すことに成功したのでよしとする。


    　それにしても最近の友月と冬上は互いへの敵意を隠そうとしない。普通に考えればかつての惨さん劇げきが繰り返されそうなものだが、今の教室にあの頃のような暗く澱よどんだ空気はない。気のせいかもしれないが、二人は敵対していても相手を心底嫌ってはいないようにさえ思える。


    　例えば先週、懲こりない誰かが友月へ嫌がらせをしたことがあったが、その時冬上は自分以外の者が友月に手を出したことに不愉快を露あらわにした。それ以来、友月にちょっかいをかける人間は途絶えている。


    　おかげで現在の学園生活は平和なものだ。不満があるとしたら事あるごとに何故か僕が二人の諍いさかいに巻き込まれることと、もう一つ……。


    「啓介さーん。危ないですよー」


    「え？」


    　名前を呼ぶ声にそちらを向こうとしたが――。


    　バウンッ！


    　側頭部に鈍い衝撃が弾けた。


    「痛いつぅ～……」


    　ポンポンポンと跳ねていくバスケットボールを揺れる視界の隅で捉える。


    「あ～、ごめんなさいです、大丈夫でしたか？」


    　そう言って僕の前にやってきたのは、一見、小学生かと思える小こ柄がらな少女だった。


    「――やっぱり陽ひ名なちゃんか……」


    　僕はボールによる打撃とは別の頭痛を覚えて額を押さえる。その少女は朝あさノの宮みや陽名。今の僕にとって天敵と呼べる存在だ。


    「一応言い訳を聞いておこう……何やってたんだ？」


    「はい、わたくし何度やってもシュートがゴールに届かないんで、壁に向かってシュート練習してたんですよ。そしたらつい手がすべって――」


    「わざとだろ？」


    　僕は断言するが、陽名ちゃんは心外だというように首を横に振る。


    「いえいえ」


    「わざとだよな？」


    「まさか～」


    　あくまでとぼける彼女に僕は奥の手を使うことにする。


    「あいたたたたた」


    　頭を抱え大げさに痛がってみせる。すると陽名ちゃんは途端にオロオロしだして僕の顔を心配そうに覗き込んだ。


    「あ……そ、そんなに痛かったですか？　すみませんです、ちょっと強く投げすぎました」


    　言げん質ちが取れたところで僕はパッと顔を上げる。


    「ほーら、やっぱりわざとじゃないか」


    「な――啓けい介すけさん、騙だましたですね!?　卑怯ですよ！」


    「陽名ちゃん、僕はいくら一生意地悪されることを認めたといっても、ただ甘んじてそれを受け入れるつもりはないからな。露ろ呈ていした悪いた戯ずらはちゃんと謝ってもらうぞ。第一占い師がこんな簡単に騙されるのが悪い」


    「うぅ～、今のわたくしはよほど集中しないと見えないって知っているのに……」


    　悔しそうに歯は噛がみする陽名ちゃん。魔術師としての力を失くした彼女は多少《見る》力が衰えたのだと以前に聞いた。それでも占いの的中率は相当なものなのだが、占い師として自分を切り替えているときでないと、実力は発はつ揮きできないらしい。むしろ普段は根が素直なので騙されやすいのだ。


    「仕方ないです……今日のところは謝ります。だけど次は謝らないで意地悪しますからね！」


    　多少ピントのずれた捨て台詞せりふを残して、彼女はボールを拾うと駆け去っていった。久々にやり込めることでき、僕は満足して微ほほ笑えむ。


    「仲、いいよね、啓けい介すけくん。楽しそう」


    　しかし隣から響いた冷たい声に僕は笑みを凍りつかせる。


    「と、友とも月づき？　何で怒ってるんだ？」


    　陽ひ名なちゃんは現在、一時的に友月から学費の支援を受けている。組織の庇ひ護ごをなくした彼女は全く身寄りがなかったからだ。寮では友月と相部屋になり、それなりに仲は悪くないはずだ。友月が怒る理由が分からない。


    「え？　私、怒ってないよ」


    　だがその口調は平坦で、押さえ込んだ感情が底で滾たぎっているのを感じた。


    　いったい僕が何をしたっていうんだ……。


    　途方に暮れて天を仰ぐ。


    　うんざりするほど疲れる。しかしこれこそが奇跡のように平穏な日常なのだろうと、僕は無骨な体育館の天井を眺めながら諦てい観かんするのだった。


    



    
      ２

    


    



    　もうすぐ七月だというのに、まだ梅つ雨ゆの名な残ごりが消えない曇り空の下を歩く。雲に阻まれた太陽の光は弱々しい。


    　乳酸が溜まっている足が重い。これから訓練があるというのに、少し張り切りすぎたなと後悔する。


    「――でも、惜しかったね。もう少しで、本当に優勝できそうだったのに」


    　隣を歩く友月がそう呟いた。


    「そうだな、いいところまでは行ったんだけど……やっぱ僕が足を引っ張ってたからなぁ」


    　僕ら二組男子Ａチームの結果は二位に終わった。ちなみに宮みや島じまがいたＢチームは最下位。宮島の運動神経は悪くなかったりするのだが、目立とうとするワンマンプレーが多く足元を掬すくわれまくったのだ。しかしあいつが勝利を捨てて成し遂とげた背面ダンクは体育館を騒然とさせた。


    「そんなことないよ。啓介くん、何回もシュート決めてたじゃない」


    「はは……単にそれしかできなかっただけだよ。ドリブルは下へ手た糞くそで誰一人抜ける自信ないからな。パス貰ってシュートするぐらいしか仕事がなかったんだ。その仕事も四組相手じゃほとんどさせてもらえなかったし。だから僕がもうちょっと上う手まければっていうのはホントだ。正直、ちょっと悔しかった。ま、女子の方が優勝してくれたおかげで気分は晴れたけどな」


    　冬ふゆ上がみの率いるチームはなんと女子Ｂブロックで一位を勝ち取っていた。冬上自身の運動能力もさることながら、その統率力が群を抜いていた。性格はさて置いて、やはり冬上は只ただ者ものじゃないのだ。


    「…………そう」


    　と、ここまで口にしてから、友とも月づきと陽ひ名なちゃん所属のＡチームがそれは無残な結果だったことを思い出す。運動神経のいい者を冬ふゆ上がみに引き抜かれ、端はなから勝負にならなかったのだ。


    「あ、も、もちろん、友月たちも頑張ってたと思うよ」


    　僕が慌あわてて言い繕つくろうと、友月は笑った。


    「いいの、別に。私、そんなに真剣だったわけじゃないから。自分のクラスと戦うことがあったなら――本気になってたけど、ね」


    　チーム数と効率の関係上Ａチームなら他のクラスのＡチームとしか当たらない。つまり今回の大会ではブロックごとに順位が決まるため、同クラスで争うことはなかった。


    「友月……完全に冬上しか眼中にないんだな」


    　僕は呆あきれたように言うが、友月は真面目な顔で頷いた。


    「うん、私――彼女には、負けられないから」


    　以前なら強い憎しみが込められていたはずのその言葉を、友月は明るい表情で言ってのける。


    　冬上と友月の間に何があったかは、あえて聞いていない。二人の問題だからだ。


    　しかし聞かなくても分かる。歪ゆがんでいたものが今は正しい形になったのだと感じる。


    　きっともう――大丈夫なのだ。


    



    「ふぅ……やっと着いた」


    　住宅街の外れにある自然公園。そのまた奥にある小高い丘に僕らは辿たどり着く。


    　既に体力を消耗している僕は、力尽きて仰あお向むけで芝しば生ふに倒れ込んだ。


    「へとへとだね、啓けい介すけくん」


    　笑みを含んだ声で友月が言う。


    「ああ、今日ばっかりはあいつの訓練も勘かん弁べんして欲しいけど……そんな甘いやつじゃないからなぁ」


    　僕はそう答えると、嫌々ながら心の中で呼びかける。


    『おーい、着いたぞ。起きろー』


    　すると寝転ぶ僕の頭上に立体映像が投影されるがごとく、人の姿が浮かび上がる。


    『んー……おはよ、ケースケ』


    　半透明のアリッサが寝ね惚ぼけ顔で告げる。


    「おはようっていう時間でもないけどな。どうしたんだ、いつもは呼ばなくても出てくるのに」


    『……なんか迷惑そうな口ぶりね。ふん、今日は騒がしかったから少し睡眠不足なの』


    　あくびをしながら実体化し地面に降り立つアリッサ。


    「でもやるべきことはやらないとね。じゃあケースケ、それにミユ。始めるわよ」


    「はい」


    　腰に手を当てて告げるアリッサに友とも月づきが頷うなずく。


    　僕も重い体を起こして、今日の訓練に臨のぞんだ。


    



    　陽ひ名なちゃんの事件が終わった後、僕には体探索の代わりに新たな日課ができた。それは毎日学校が終わってからこの丘で行われる魔術の訓練だ。


    　あの戦いにおいて自分で魔術を創ってしまった僕は、既に魔術師なのだという。だが当然僕には魔術に関する具体的な知識や技術などなく、もう一度魔術を使える自信もなかった。そこでアリッサが友月も交えて基礎的な指導を行うことになったわけだ。


    　でも……このままじゃ寝てしまいそうだ。


    　目を閉じ、座ざ禅ぜんを組みながら僕は思う。訓練と言ってもやることは二つだけで、今は瞑めい想そうの時間。自分の内側に目を向けて、《道パス》の先にある高次存在をイメージしている。これが具体的であるほど引き出せる力は増え、さらに《道パス》をしっかり意識することで魔術の暴発を抑よく制せいできるのだという。


    　教えられてみれば基本は単純な魔術だ。要するに《道パス》を通じて精神を同調させ、神さまの一部になることでその力を使うだけ。アリッサによれば《同化魔術》とカテゴリーされるらしい。強力でなおかつ手の込んだ儀式の必要がない便利な魔術だ。効果の定義とパスワードとしての役割を果たす呪文――《姿の言葉シヤープワーズ》は必要だが、極めて迅じん速そくに効果を顕けん在ざい化できる。


    　しかしその分リスクも大きく、精神が不適合だと廃はい人じんになることもあるし、心を侵食される場合もあるという。


    　だからしっかりと《道パス》の把は握あくと、《高次存在》のイメージ定義は行わなければいけない。しかし……今まぶたの裏側には以前見た牙の門がぼんやりと浮かんでいるだけ。ディティールも思い出せない上に《道パス》を探り当てることもできない。


    　いつもはもう少し集中できるんだけどな……。


    　丘を吹き抜ける風は、わずかに湿っぽかったがそれでも心地いい。心地よすぎて意識が霞かすんでいく。曖あい昧まいになり、沈んでいく……。


    



    「こらっ！　ケースケ、寝てるとはたくわよ！」


    



    　ばしっと後頭部に衝撃。僕は驚いて目を開け、後ろを振り向く。すると半眼で僕を見下ろすアリッサと視線が合った。


    「……おまえな、言いながら叩くなよ。まだ寝てなかったんだからな」


    「嘘うそつきなさい。ばっちり舟漕こいでたわよ。真ま面じ目めにやりなさいよね」


    「しょうがないだろ、今日は疲れてるんだからさ。瞑めい想そうなんかして眠くならない方がおかしい」


    　僕が開き直ってそう言うと、アリッサはやれやれと肩を竦すくめた。


    「仕方ないわね。集中できないなら時間の無駄だし、次の訓練に行くわよ。あたしが目を覚ませてあげる」


    「げ……正直そっちの方が辛つらいんだけど」


    　愚ぐ痴ちりながら立ち上がる。背筋を伸ばしながら辺りを見回すと、少し離れたところで目を閉じて座ざ禅ぜんを組む友とも月づきを見つけた。居眠りはしていない証拠に、その周りでパチパチと火花が弾けている。


    　アリッサによると、同じように瞑想しているようでも友月にさせているのは真逆の訓練なのだそうだ。僕が魔術を暴発させないことを目的にしているのに対し、友月は暴発させた魔術を制せい御ぎよすることを主眼においている。


    　言葉的に矛む盾じゆんしているように思えるが、要は呪文なしに発現する未定義魔術を使いこなそうという訓練だ。アリッサに言わせれば本来有り得ない技術らしいが、友月は既にそれをある程度可能にしている。


    「友月はすごいな……」


    　しみじみと呟く。隣のアリッサも頷いた。


    「ミユは特別なのよ。高次存在――嘆きの魔王との波長が異様なまでに合がつ致ちしてる。だからこそできる芸当よ。あの子はあれだけを極めれば、戦いに巻き込まれても心配ない。でもケースケは違う。詠えい唱しようが必要な魔術を使う以上、その時間を生き残る手段が必要になる。だからこそ――この訓練が必要なのよ」
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    　そう言って距離を取り、構えを取るアリッサ。


    「はいはい、わかってるよ」


    　僕もアリッサの見よう見まねで拳を構える。二つ目の訓練はつまり組み手だ。実戦形式で戦って体術を磨みがこうというものらしい。だが実際は――。


    「ケースケ、行くわよ！」


    　ダンッと一瞬にして間合いに踏み込んできたアリッサが、スカートが翻ひるがえるのも気にせず上じよう段だん蹴げりを繰り出す。


    「うおっ！」


    　上体を仰のけ反ぞらせ、額ひたいすれすれで躱かわす。勢いあまりこちらに背を向けるアリッサだが、空くうを切った足を地につけるとそれを軸じく足あしに今度は腹部を狙った回し蹴りを放つ。先ほどよりも深いその一撃を避けるため、僕は後ろに飛び退いた。


    「ただ避けるだけならもっと大きく間合いを取りなさい！　そうじゃないと――」


    　正面に向き直ったアリッサがさらに勢いよく地を蹴り、僕に肉にく薄はくする。


    「――こうやって追撃されるわよ！」


    　伸ばされたアリッサの腕が制服の襟えり首くびに届く。胸倉を掴つかみ上げられたと思ったときには既に視界が回転していた。空と地面がくるくる回り、最後に背中が芝しば生ふの上に叩きつけられる。


    「がふっ」


    　衝撃に肺から空気が押し出され、一瞬呼吸困難に陥おちいる。


    「はい、チェックメイト」


    　咽むせる僕の上にドスンとアリッサが腰を落とし、そう告げた。


    「……ま、まいった」


    　つまりこういうことだ。組み手と言っても僕が一方的にやられるだけ。アリッサの動きは型もなにもない滅め茶ちや苦く茶ちやなものなのだが、その速さと実戦慣れした容よう赦しやのない攻撃に僕は手も足も出ない。何か武術を指南してくれるわけでもないので、ただ打たれ強さを鍛きたえているだけとも言える。


    「もうちょっとがんばりなさいよね。っていうかケースケ……本気でやってる？」


    「やってるに決まってるだろ。真剣にやってあれが精一杯なんだよ」


    　尻に敷かれたまま答えるが、アリッサは不満そうに眉まゆを寄せた。


    「うーん……何かいつも違和感があるのよね。実戦でのケースケはもっとこう――突進力があった気がするのよ。動きにも躊ちゆう躇ちよがなかったし。〝魔狼フエンリル〟っていう切り札があったとは言えジンとも渡り合えたんだから、こんな簡単に負けるのはおかしいわ」


    　ジン――方舟から魔術を盗み出した男。かつては《群れクラウド》に所属していた魔術師で、陽ひ名なちゃんにとっては義理の兄。陽名ちゃんと出会うきっかけにもなった二週間前の《黒こつ血けつの徒と》事件は、死んだはずのジンの残ざん滓しが引き起こしたものだった。


    「おかしくない。あの時が奇跡みたいなものだったんだ。がむしゃらに体を動かして、それが偶然上う手まく行ったってだけさ」


    　右手を見ながら思い出す。手のひらに走った一本の線。これは右手が《牙》となった名な残ごりだ。三年前、海に沈んでいく僕の右手を掴つかんだ光り輝く少女――アリッサと触れたことで背負うことになった神秘であり、妹を救えなかった呪いでもある魔狼フェンリル。その正体はアリッサたちが使う三系統の魔術を飲み込み成長する世界の番犬。今はコインを消すぐらいがやっとだが、真に目覚めれば魔術に関わるものを全て喰くらい尽くす――僕さえ含めて。


    　確かに破格の力だが、絶対ではない。高次存在に至ったジンや、陽名ちゃんとの戦いでは魔術を飲み込むという特性は意味を為なさなかった。


    　正直これまでの戦いを潜くぐり抜けられたのが不思議なくらいだ。


    「だからアリッサ……僕を買いかぶらないで、いい加減ちゃんとした戦い方を教えてくれよ。こんなんじゃ全然上達する気がしない」


    「そうは言ってもね、あたしも体術は叔お母ば様からこうやって覚えさせられたし……他の教え方なんて知らないわ。叔母様の口癖は、習うより慣れなさい――だったもの」


    　おいおい、叔母さん……実践教育はいいけど、偏かたよりすぎだ。


    　方はこ舟ぶねにいるであろうアリッサの叔母に毒づく。確かアリッサの祖父であるヒース=ストーリングには三人の子がいると聞いたが、その一人はずいぶん荒っぽい性格らしい。


    「ん、だけど魔術は母親に教えてもらったのに、どうして体術は叔母さんなんだ？」


    　ふと気になったことを聞いただけなのだが、アリッサは顔を曇らせた。


    「お母様は体が弱かったから……そういうのは叔母様に任せてたのよ」


    「そ、そっか……」


    　重い響きの言葉に僕は気まずく頷うなずく。デリケートな部分に触れてしまったらしい。僕は場を取り繕つくろうためとっさに別のことを尋ねる。


    「じゃ、じゃあ父親のほうは？　そういや全然話聞かないけど――」


    　その瞬間、アリッサがびくりと体を強張らせた。頬を冷や汗が伝う。床に落ちていた画が鋲びようを避けようとして、隣にあった特大の地雷を踏みしめてしまったような悪お寒かん。


    「そんなやつ、知らない」


    　低く、唸うなるようにアリッサは呟く。


    「知らないって……誰か分からないってこと、か？」


    　よせばいいのに、僕は沈黙に耐え切れず尋ね返してしまう。腹の上に座るアリッサは僕を冷めた瞳で見下ろして首を横に振った。


    「誰かは、知ってる。今の方はこ舟ぶねにおける当主代行。おじいさまの弟子であり親友でもあった魔術師。名はホリィ=ライト。だけどあたしは、そいつを知らない」


    「いまいち……理解できない」


    　困惑してそう告げると、アリッサは僕から視線を外し、吐き捨てるようにこう言った。


    「生まれてから一度も会ったことがないってことよ。方舟の奥に引き籠こもったきり、一度も出て来ないもの」


    　ようやく納得した僕は首しゆ肯こうする。


    「そりゃ――怒るのも当然だな」


    「勘違いしないで、あたしは顔も知らない奴のことなんてどうでもいい。許せないのは、あたしと一緒にいたお母様にも会いに来なかったこと。どれだけお母様が寂しがっていたか……」


    　そこまで言うとアリッサは僕の上から退く。


    「――まったく、つまらないこと思い出させてくれたわね。立ちなさいケースケ。稽けい古この続きよ！」


    　眦まなじりを吊つり上げてアリッサが促す。まずい、この不機嫌なアリッサを相手にしたら本当に殺されかねない。


    　助けを求めるように友とも月づきへ視線を向けたとき、辺りに場違いな電子音が鳴り響いた。メロディーは聞き覚えのある童どう謡よう――赤とんぼだ。


    「あ、私だ」


    　友月がはっとしたように目を開けて、芝しば生ふの上に置かれた鞄かばんの方に走っていく。そして携帯電話を取り出すと耳に当てた。


    「もしもし？　あ――――そう……とうとう……うん、わかったわ」


    　友月が短い会話を終え、パタンと携帯電話を閉じる。


    「アリッサさん、ごめんなさい。ちょっと用事が入ったの。今日の訓練はこのぐらいで……いい？」


    「ええ、構わないけど」


    　アリッサは軽く頷うなずいたが、僕は心配になり「どうしたんだ？」と尋ねる。


    「《家》のことで用事が少し、ね。明日とあさっての土日だけど……街を離れることになりそう。ちょっと辺へん鄙ぴなとこに行くから、携帯が使えないかもしれない。もし何かあったときは陽ひ名なさんに伝えて。一応非常用の連絡手段は教えてあるから」


    　念を押すように告げると、友月は足早に丘を下って行った。


    「何なんだ？　また大変なことになってたりしないだろうな……」


    　小さくなる友月の後ろ姿を見送りながら呟つぶやく。


    「さあ？　だけど大丈夫よ。あの子はもう一人で抱え込んだりしないと思うわ。助けが必要ならちゃんと言ってくるわよ」


    　何故かアリッサが確信ありげに答える。


    「なんでそんなこと言い切れるんだ？」


    「理由なんてないわ。なんとなくそう思うだけ。ケースケは違うの？」


    　その問いに僕はしばし考え――頷うなずく。


    「だな。アリッサも友とも月づきのこと、見てないようで見てるんだな」


    「なにそれ？　さ、わけ分かんないこと言ってないで訓練再開するわよ」


    　僕の腕を引っ張り、強引に立ち上がらせるとアリッサは構えを取る。


    「う……友月も帰ったし、今日のところはオシマイってことにしないか？」


    「だーめ、ミユは大分上達してきてるけど、ケースケはまだまだなんだからね」


    「だからそれはお前の教え方が――」


    「うるさい！　文句言わない！」


    　そしてそれから日が沈むまで――僕はアリッサに幾度となく地面に叩きつけられたのだった。


    



    
      ３

    


    



    　ゆらゆら、ゆらゆら、揺れている。


    　まるで波に揺られているようだ。僕にとって海は冷たく、全てを奪い去るものだったが、今僕を包む波は暖かい。


    「――なんであたしがこんなこと……」


    　やけに近くから誰かの声が聞こえる。その声を頼りにまどろみから意識を引き上げ、目を薄うっすらと開く。


    　すると目の前に金色の波が広がった。さらさらと流れる無数の金きん糸しが一つの海を形作っている。


    「ん……ここ、どこだ？」


    　小さく疑問の声を上げると、ぴたりと揺れが収まった。


    「あ、ケースケ。やっと起きたのね」


    　アリッサの声だ。そこで僕はやっと自分が彼女に背負われていることに気づく。


    　ということは目の前に広がる金の海は――。


    「は……？　え、な、何で？」


    　僕は我に返るとアリッサの髪に埋めていた顔を上げる。一体全体どうしてこんな恥ずかしい状況になっているのか理解が追いつかない。


    「ちょっと、暴れないでよ。ケースケが訓練の後倒れちゃって全然目を覚まさないから、仕方なくおぶってあげてるの。もう少しであんたの寮りようだから、大人しくしてなさい」


    　アリッサはこちらに横顔を向けてそう告げると、止めていた足を動かし始めた。


    「いいって！　大丈夫だから降ろしてくれ！」


    　必死になってそう叫ぶ。見たところアリッサは人目に触れることを気にして制服姿になっていたが、こんな格好を誰かに見られれば僕が生きていけない。


    「何よ。今日はやりすぎたかなって少し反省して、運んであげてるのに」


    「結構だ。第一、僕を運ぶなら魔術を使えばよかっただろ。こんな面倒で目立つことしなくても……」


    「あのね、あたしが魔術を使ったら余計あんたに疲労が溜まるじゃないの。それと目立つのが嫌なら、ここまで誰ともすれ違ってないから安心しなさい。この道、全然人通りがないみたいだから」


    「う……」


    　一応こちらを本当に気遣っていることを知り、それ以上降ろせと言えなくなる。だけどここまで誰にも見られていないと聞いてほっとした。寮りようと公園への道は住宅街の外れとはいえ、普段なら犬の散歩をする人や、寄り道をする学生の一人や二人――。


    　あれ？


    　そこで僕は違和感を抱きアリッサの背中から辺りを見回す。闇に沈んだ道の先は前も後ろも見通せない。道の脇を流れる川は音が聞こえるだけで、街灯の光が届かぬ暗い淵ふちとなっている。


    「なにきょろきょろしてるのよ？」


    「いや――なんか、おかしくないか？」


    　そう言ったときだ、こちらを振り向いたアリッサの向こう――黒く溶けた道の奥で影が揺れた。


    　大きな影だ。だがそれは質量に反して、音もなく近づいてくる。


    　まるで暗闇の中から羽音を立てず舞い降りる――梟ふくろうのように。


    「少しばかり人払いをさせてもらった」


    　声が響き、ようやくアリッサもその影に気づく。


    「誰!?」


    　アリッサの誰すい何かに対し行動で答えるように、そいつは闇の中からその巨きよ躯くを現した。黒いスーツを纏まとった男だ。猛もう禽きん類のように大きく鋭い瞳が僕を射る。


    「あ――」


    　僕は息を呑のむ。その顔は……知っていた。よく通る低い声音にも覚えがある。


    　スーツを纏っても隠し切れぬ筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの体格を誇示するように胸を張り、そいつは僕らの前に立つ。そして浅黒い無骨な顔を歪ゆがめた。笑ったのだと少し遅れて理解する。


    「ほう、私の顔に見覚えがあるようだな。しかし言葉を交わすのは初めてだ。ならば挨あい拶さつといこう。私は――《梟オウル》。《群れクラウド》の使いだ」


    　それはかつて黒こつ血けつの徒とを率い、陽ひ名なちゃんの計画を補佐していた男。


    　その瞬間、緩ゆるやかに流れていた平穏なひと時が終わりを告げたことを――僕は理解したのだった。


    



    「アリッサ……降ろしてくれ」


    　静かに告げる。アリッサは頷うなずき、オウルから目を離さないようにしながら、僕を地面に降ろした。両足で立った途端ふらついてしまうが、何とか堪こらえる。


    　まずいな、こんな状態で戦えるのか？


    　不安が沸き起こるが、それを表おもてに出さないようにしてオウルを睨にらみつける。隙すきを見せてはいけない。


    「――どうやら、何か勘違いをしているようだな」


    　臨りん戦せん態勢に入った僕らを見下ろして、なぜかオウルはさらに唇を歪めた。苦笑――のつもりだろうか、本当に表情が読みづらい。


    「どういう意味よ？　戦いに来たんじゃないとでも？」


    「戦う？　何な故ぜ戦わねばならないんだね？」


    「そんなの考えるまでもないわ！　あんたたち《群れクラウド》は魔術を取り戻したいっていう奴らの集まりなんでしょう？　だったらあたしたち《方はこ舟ぶね》の敵じゃない！」


    　アリッサの怒鳴り声に、オウルは深く頷く。


    「ああ、そうだな。我々は敵対する関係にある。だがしかし、敵対しているというだけで戦うという選せん択たく肢ししか思い浮かばないのは思し慮りよが足りんな。もう少し平和的な手段もあるだろう。人には言葉という道具があるのだから」


    「――まさか話し合いがしたいとでも言うわけ？」


    　だがオウルは疑念の眼差しを真っ向から受け止め「ああ、そうだ」と答えた。


    「ふざけないで。あたしの体を持っていったの、あんたたちなんでしょう？　それを取引に使うつもりだとしたらお生あい憎にくさま。あたしはそんな話には応じない。力ずくで取り返してみせるわ。水すい晶しよう封ふう印いんさえあれば肉体を傷つけられる心配もないんだから！」


    「取り返すだと？　残念だが君の体は我々の管理下にはないよ。であるからして元からそんな手を使うつもりはないな」


    　その言葉にアリッサの表情が険しくなる。


    「嘘うそよ。あんたたち以外に誰が――」


    「さてな。だがとにかく我々は現在そのようなカードを持ってはいないし、従って切ることもできない。となれば話し合うことに支障はないだろう？」


    　アリッサは全身から殺気すら漂わせて、首を横に振る。


    「ふうん、あくまでも惚とぼけるのね……。だったら仮にそれを信じてあげるとするわ。だとしてもあんたたちは既にそっちから戦いを仕掛けてきてるのよ。それなのに話し合いなんて通ると思うの？」


    「ふむ――《雀スパロウ》の一件だな？　それについては誤解がある。あのような形で《雀スパロウ》に手を貸したのは組織の本意ではなかったのだ。しかし絶大な力を手にした彼女に逆らうこともできず、あの計画に加担せざるをえなかった。我々は本来日陰に生きる者。あのような派手な行いは好まない」


    　その言葉に僕は我慢ならず口を挟はさむ。


    「詭き弁べんだ。好まないといいながら、あんたたちは止めもしなった。あのまま事態が進めば、たくさんの人が死んだはずだ。それに手段は組織の方針にそぐわなかったとしても、陽ひ名なちゃんがなそうとした結果は求めるものだったんだろ？　あの子だけに責任を押し付けるな！」


    「ふっ、まあ下心があったことを否定はせんよ。しかし《雀スパロウ》のせいで話し合う機会を逸いつした事実は変わらんだろう？　話をしても損はないと思うがね。それとも――聞く耳など持たず、私を八つ裂きにするか？」


    　僕は挑発的な言葉に苛いら立だちながらも考える。確かに話し合うこと自体は悪くない。何しろ今は情報が少ないのだ。


    「いいわよ。お望みどおり――そうしてあげる」


    　しかしアリッサは躊躇ためらいなく腕を掲げた。


    「お、おい、ちょっと待てって」


    　僕は慌あわててその手を掴つかみ、今にも魔術を放とうとしていたアリッサを止める。


    「ケースケ！　どうして邪魔するのよ。こんな奴の言葉を聞く必要なんてないわ。こいつは《方はこ舟ぶね》を――お母様たちを脅おびやかす敵。何を話そうがそれは変わらない。だったら倒せるときに倒すべきよ」


    「少し落ち着け。僕もこいつは信用できないけど、何一つ耳を貸さないで攻撃するのも馬鹿みたいだろ。戦うかどうかは、聞いてから判断すればいい」


    　アリッサは不服そうに僕を睨にらんだが、しぶしぶと腕を下ろす。


    「君は賢明なようで助かったよ」


    　オウルは胸を撫で下ろす仕草をするが、その声には余裕が窺うかがえた。


    「ああ、話は聞かせてもらう。だけど僕も長々と付き合うつもりはない。話し合う目的はなんだ？　まずそれを言え」


    「目的？　敵対する者が話し合う理由など幾通りもありはしないだろう。取引、もしくは和解。大抵はこれに尽きる。そしてそのどちらかと言えば私の目的は後者だ。つまり――」


    　そこでオウルは言葉を一度切り、表情を歪ゆがませる。僕にはそれがどういう感情を表わすものか分からない。


    「つまり私は、君たちに対立関係解消の提案と、その上での協力を求めに来たのだよ」


    　あまりのふてぶてしい台詞せりふに僕は言葉をなくす。隣のアリッサなどは体をわなわなと震わせている。


    「――やっぱり、時間の無駄だったようね」


    　鬼き気き迫せまる声でアリッサが呟つぶやくが、オウルは呆あきれたように首を振った。


    「まったく、忙せわしないな。私はもちろん、これが君たちに容認しがたい提案だと理解している。だがそれを受じゆ諾だくさせるための交こう渉しようではないか。まだ話し合いは始まっていないのだぞ」


    「それだけ聞けばもう十分よ！」


    「いや、わずかも足りてはいない。私には尋ねなければならないことがあるのだから」


    「何を、だ？」


    　今にも怒りを爆発させそうなアリッサを腕で押しとどめて、僕は言葉を促す。


    「――君たちは本当に《方はこ舟ぶね》が、ヒース=ストーリングが正しいと考えているのかね？」


    「どういう意味だよ？」


    「ヒースがこの世界にしたことを考えてみろ。己おのれに課した運命を思い出せ。彼は世界の理ことわりを歪ゆがめ、人間から神を奪った。君はフェンリルなどという不条理なシステムの生いけ贄にえに選ばれた。それは正しい行いなのか？　そしてそれと対立する我々は悪なのか？」


    　思いがけぬ問いかけに、僕は戸惑う。


    「それは……だけどお前らがしてきたことは――」


    「お前ら？　それは《鴉クロウ》――陣ジン=海かい道どう=ロームウェルと《雀スパロウ》のことだろう？　《鴉クロウ》の暴挙はあくまで組織を抜けてからのもので、《雀スパロウ》については先ほど説明した通りだ。《群れクラウド》としての意思ではない」


    「でも――」


    「ならばもう一つ問おう。君は人々が信じる神を――頼るべき奇跡を奪うことは悪ではないというのか？　己の神以外を力ずくで全て排はい斥せきするなど、最悪で下劣な宗教弾だん圧あつだとは思わないのかね？」


    　鋭い瞳を僕に向け、真っ向から問いかけるオウル。呆あつ気けに取られてしまい、何か言い返したいのに言葉が思いつかない。それに考えれば考えるほど間違ってはいない気がする。


    　しかしアリッサは違った。そんな言葉では揺らがないとばかりに僕の前に歩み出る。


    「確かにおじいさまがしたことは世界を敵に廻したわ。でもそれはあんたが言うような利己的な理由じゃない！」


    「では何のためにそんなことをしたというのだね？」


    「世界を救うため――お母様はそう言った。あたしもそれ以上は知らない。けど、それで十分よ！」


    　アリッサの声が響き渡る。そして沈黙が落ちた。オウルが肩を震わせている。


    「く、くく……」


    　笑いを堪こらえているのだと気づく。


    「救う、だと？　大たい層そうなお題目だ。では何を救った？　誰を助けた？　ヒース=ストーリングによって絶望を味わわされたのは、世に溢あふれる神に頼るしかない弱者だ。お前たちの言う《世界》の中に彼らは入っていないと言うのか？」


    「っ……」


    　初めてアリッサが表情を強張らせる。だがそれでも瞳に折れぬ意思を輝かせ、口を開いた。


    「それでも……それでも救ったはずなのよ。あたしはそう信じてる」


    「愚かだな。あまりに盲もう信しん的だ。何を根拠に……」


    「顔、よ。あたしにそれを告げたお母様の顔。とても誇らしげで少しの曇りもなかった。だから、あたしはそれを信じる」


    　決然と告げたアリッサの言葉を聞いてオウルは溜ため息いきを吐いた。


    「話にならんな。君に協力してもらえれば一番穏おん便びんに《壁》を壊す算段が付くというのに、どうやら諦あきらめざるを得ないようだ」


    「初めから言ってあったでしょう？　無駄だって。それに――もしあんたの言うことを全部真に受けたとしても、あたしは《方はこ舟ぶね》を裏切らない。絶対にお母様たちを守るわ」


    「そうか――己が正義か悪かなど関係ないと言うことか。しかし……君はどうだね？　フェンリルの少年？」


    　突然話を振られ、心臓が跳ねる。


    「え……？」


    「君も《方舟》の善悪を気にすることなく、ただ闇やみ雲くもに我々と戦うのかね？　悪だと知った上でもそちらに付くのか？　戦う理由があるのか？」


    「ケースケ、惑わされないで！　私たちは間違ってなんか――」


    「黙っていたまえ、判断するのは彼だ」


    　アリッサが会話に割り込むが、オウルはそれを制す。


    「で――どうだね？」


    　低い問いかけが耳から滑り込み、脳を掻かき乱す。考えが纏まとまらない。


    　今までアリッサが間違っているなどと考えもしなかった。いや、今もアリッサを疑っているわけでない。だけど彼女を信じることと《方舟》を信じることは――違う。


    　どうすればいい？　頭が真っ白で何も思いつかない。


    「ケースケ……」


    　振り向いたアリッサが僕の顔を見て、ひどく瞳を揺らした。


    　あ――駄目だ。


    　僕は纏まとまらない思考を放ほう棄きする。このままでは、アリッサを失う気がして。


    　こちらを頼りない表情で見つめるアリッサから目を逸そらし、言葉を絞り出す。


    「――僕も、あんたたちは信用できない。帰ってくれ……」


    　力ない声だった。だがオウルには届いたようで、落胆したように首を振った。


    「交こう渉しようは完全に決けつ裂れつ、ということだな。残念だ」


    　そして背を向けるオウル。


    「待ちなさい、逃がさないわよ！　話し合いが終わったのなら、あんたはただの敵なんだから！」


    　悠ゆう然ぜんと歩き出したオウルを追いかけようとするアリッサだが、僕はその肩を掴つかむ。


    「アリッサ、やめてくれ」


    「なんで止めるのよ？　次はきっと戦いになるわ。だったら今――」


    「だとしても……今日はあいつ、戦う気はないみたいだ。こっちから手を出すのは間違ってる」


    「そんな甘いこと――」


    「頼む、アリッサは……正しくいてくれ」


    　僕は気づけばそんな言葉を口走っていた。


    　アリッサは僕の手を振り解ほどこうとしていた動きを止め、不安そうにこちらを見た。


    「……ケースケ？」


    　まるで怯えるように震えた声でアリッサが僕の名を呼ぶ。


    　しかし僕は何も応えられず、口を噤つぐんだ。


    　そう……次は戦うかもしれない。アリッサの体をあいつらが持っているのなら、戦う理由はある。だけど、もしオウルの言ったことが本当であれば無駄で意味のないことだ。そうなったとき、それでも戦いを続けるとすれば、僕は何で戦うんだろう？


    　理由は……どこにあるんだ？


    　そして僕らが立ちすくんでいる間に、オウルは音もなく闇の中に姿を消していた――。


    



    
      ４

    


    



    　俯うつむき、アスファルトを見つめながら暗い道を歩く。足は重いが、それでも早足で。


    　まるで後方の足音から逃げるように。


    「ちょっと……どこ行くのよケースケ。寮りようは過ぎちゃったわよ？」


    　戸惑うようなアリッサの声が僕を追いかけてくる。


    「――寄り道だよ」


    　短く答え、またほんの少し歩くペースを上げた。


    「疲れてるんじゃないの？　早く帰って休んだほうがいいわよ」


    「そうだな。でも……歩きたい気分なんだ」


    　とてもあのまま自分の部屋へ戻る気にはならなかった。オウルの話を自分なりに整理する時間が欲しかったのだ。


    　黙もく々もくと歩き続ける僕にアリッサが、小さく訊たずねる。


    「迷ってるの？」


    「……分からない」


    　そもそもどうしてこんなに気持ちが揺れているのだろう。


    　迷っているとしたら、何に迷っているのか。


    　僕はアリッサに感謝している。あの海から助けてもらったことを。この右手を掴つかんでくれたことを。


    　もちろんそのせいで魔ま狼ろうなどというものを背負わされることになったが、それを恨うらんではいない。もしも先ほどの話し合いの後で、オウルがアリッサに襲い掛かれば、僕は躊ちゆう躇ちよなく彼女を守っただろう。


    　じゃあ何だ？　何がこんなに引っかかっているんだ？


    　そこで僕は、オウルを攻撃しようとするアリッサを止めた本心を思い出す。


    　ああ、そうか――アリッサが《方はこ舟ぶね》を守るために自分から戦いを挑んだとき、僕はどうすればいいのか分からないんだ……。


    　ようやく答えらしきものを見つけた僕は自分の胸に手を当てる。


    　この命や、誰かを守るために戦うのなら理屈はいらないのに……。


    「ケースケは、あたしたちの味方……よね？」


    　ぽつりと、風に飛ばされてしまうかのような小さい声でアリッサが呟つぶやいた。振り向き、頷うなずいてやりたかった。


    　しかし脳のう裏りによぎった『味方とは何なのだろう』という思いがそれを押し留める。


    　信用するつもりなどないが、もし、本当に《群れクラウド》が非道な《悪の組織》ではなかった時、僕はアリッサと共に戦えるのだろうか。


    　再び思考はぐるぐると渦うずを巻き始め、僕はアリッサの問いが聞こえなかった振りをして歩き続けた。


    　背中に、あの揺れる眼差しが向けられていることを知りながら――。


    



    　ウー……カンカン――。


    　遠くからサイレンと消防車特有の警けい鐘しようが聞こえてきて、僕は顔を上げた。


    　あれからどのくらい歩いただろう。僕らは沈黙を引き摺ずりながら、日が落ちても人通りの絶えぬ商店街を当てもなく彷徨さまよっていた。ここへ来たのに明確な理由はなかったが――たぶん、　アリッサと二人きりになりたくなかったのだろう。


    「ケースケ、あれ」


    「ああ……」


    　しばらくぶりに僕らは言葉を交わす。僕に追いつき空を示すアリッサの指の先には、濛もう々もうと立ち上る黒い煙があった。ここまで焦げ臭い匂いが漂ってきていることにも気づく。


    「火事、みたいだな」


    　僕は見たままの事実を口にする。


    「行くわよ、ケースケ」


    　するとアリッサは突然僕の左手を握り、煙の見える方向に走り始めた。


    「え――なんで？」


    　僕はその真意を理解できず、腕を引っ張られながら問いかける。


    「決まってるでしょ、何かできることがあるかもしれないじゃない」


    　当たり前のようにそう告げてアリッサは走る。僕は呆ほうけたようにその後ろ姿を眺めていたが、次第に笑いが込み上げてきた。


    　そういやこいつは、そんなやつだったよな……。


    　そして僕は結論が出ない自問自答を一時棚たな上あげし、自分の意思で走り始めた。


    



    　一分も掛からず現場に到着する。商店街の端にある三階建てのビルだ。一階部分は小さな雑貨屋になっている。火元は二階のようで、開かれた窓から煙が出ており、たまに赤い炎の色が覗のぞいていた。


    　火に恐れをなしてか、遠巻きにビルを囲む野次馬達。


    「邪魔よ、見てるだけならどきなさい！」


    　そんな人垣の中にアリッサは強引に割り込み、最前列に躍り出る。僕は迷惑そうにこちらを見る人々へ愛想笑いを返しながらアリッサに続いた。


    　野次馬のせいで遠くからは見えなかったが、ビルの前では数人の男たちが押し問答をしていた。一人が「行かせてくれ！」と暴れるのを二人が止めている。


    「もしかして……まだ中に誰かいるのか？」


    　僕は呟つぶやく。


    　見たところ、ビルの二階より上は居住空間になっているようだ。家族経営の雑貨屋なのかもしれない。


    「だったら助けなきゃ！」


    「でも、さっきサイレンが聞こえたろ？　もうすぐ消防隊が来るかも――」


    　だがそんな僕らの耳に野次馬達が交わす不吉な会話が届く。


    「消防車遅いわねぇ、さっきから音はするのに全然来ないじゃない」


    「もしかしてこの先で工事してるから、それで遠回りしてるのかも……」


    「まだお子さんが閉じ込められているらしいのに……」


    　まずいな、これでは本当に間に合わないかもしれない。仕方ないとアリッサを留めていた手を離そうとしたとき、僕らの横をすっと誰かが通り過ぎた。


    「え？」


    　何の気負いもなく、軽い足取りで燃え盛るビルに向かって行くのは、一人の女の子だった。少し子供っぽいフリルのついたスカートと、ウェーブのかかった長髪を風に靡なびかせ、彼女は言い合いをする男達の横を平然と過ぎる。


    　彼らも驚いたように口論をやめ、彼女を振り返るが既に遅い。彼女は店の中へ――まるで普通に本を買いに来たかのように入ってしまっていた。


    「な、何してるのよあの子！」


    　我に返ったアリッサが彼女を追いかけて走る。しかし、今度は見逃さないとばかりに男達が前に立ちふさがる。


    「ま、待て、君まで何をするつもりだ」


    「どきなさい！　さっきの子を連れ戻すに決まってるでしょ！」


    「無茶だ。もう中は火の海なんだぞ。いつ崩くずれるか……」


    「そんなのあたしなら――」


    　今度はアリッサと男達の間で押し問答が始まる。埒らちが明かないと思った僕はアリッサの腕を掴つかむと野次馬達の輪の外へ連れ出すべく走り出す。


    「け、ケースケ？　どういうつもりよ！」


    「考えがある。こっちだ」


    　そう言って僕は近くの路地裏にアリッサを引っ張り込み、周囲を見回した。


    「うん――大丈夫だ。ここなら誰も見てない」


    「いったい何なのよ？」


    「ここから魔術を使って、さっきのビルへ飛ぶんだよ。屋上からどうにか中に入れるはずだ。今は夜だし煙も目くらましになる。空を飛んでも気づかれないさ」


    　アリッサは納得したようで、表情から戸惑いを消し――頷うなずいた。


    「なるほどね。いい考えだわ」


    　そしてわずかな集中の後、アリッサが《起動言語トリガー》を告げる。


    「彼方へ運ぶ風フアラウエイ！」


    　ぐんっと体が上に引っ張られる。


    「おわっ！　な、僕まで行くのか？　足手まといだろ？」


    　てっきり一人で飛んでいくのだと思っていた僕は、手首をがっしりと握るアリッサに叫ぶ。この状況で僕に何かできることがあるとは思えない。むしろ人を救助するなら邪魔になるだけだ。


    「あ――そういえばそうね。でもまあいいじゃない。一緒に来なさい！」


    　こちらを見ずにアリッサが答える。地面があっという間に遠ざかり、猛スピードで狭いビルの隙すき間まを抜ける。傍そばを過ぎた窓ガラスが風圧でピシリとひび割れた。


    　ビルを飛び越した途端、空が広がる。アリッサは黒煙が上がるビルを見下ろすとそちらに進路を向けた。


    　下の野次馬に見つからないよう、ゆっくりと降りていく。煙で霞かすむ屋上に人影を見つけた。先ほどビルの中に入っていった少女が幼い男の子を抱きかかえている。


    　見れば屋上には昇降口がある。恐らく火に追われ、屋上へ逃のがれてきたのだろう。それはいい。捜す手間が省ける。しかし問題なのは――少女がこちらを見上げているということだった。


    「お、おいアリッサ。見られてるぞ」


    「わ、分かってるわよ。でも見捨てるわけにもいかないじゃない。とりあえず降りるわよ。そしたらケースケが何とか誤ご魔ま化かしなさい。あんた口は上う手まいんだから」


    「そんな無茶な……」


    　第一、僕はどちらかと言えば口下手だろ。


    　当然いい説明など思いつくわけもないまま、僕らは屋上に降り立つ。


    　少女はぽかんと口を開けて、こちらを眺めている。そりゃ人が空を飛んでくれば驚くのは当たり前だ。幸いと言うべきか、胸に抱かれた少年の方は気を失っているようだった。


    「えっと……助けに来たわよ」


    　アリッサが気まずそうに話しかける。すると少女は小さく言葉を零こぼした。


    「――天使」


    　そして微ほほ笑えむ。


    「こんな助かり方は想像してませんでした――また天使が来てくれるなんて」


    　真っ直ぐにアリッサを見つめて少女は言う。妙な勘違いをしているようだったが、それならそういうことにしてしまおうと、僕は口を挟む。


    「そ、そういうこと。とにかくここは危ない。早く僕らと――」


    　だが少女はきょとんとして僕の方を見た。


    「あら？　あなたは天使じゃないでしょう？　ぶら下がっていただけですから」


    　やけに的確な指摘をして、僕は眼中にないとばかりにアリッサへ向き直る。言葉を失うが、彼女のその声と仕草が妙に心の片隅に引っかかった。


    　あれ――？　この子、どこかで……。


    　まじまじと彼女を観察して気づく。暗いため分からなかったが彼女の髪は色が薄い。白と黒の絵の具を等しく混ぜ合わせたかのような――灰色、だ。


    　思い出すのは今け朝さの夢。船旅でたった一度言葉を交わした少女。彼女の髪も灰色だった。


    「天使さん、お久しぶりですね。あなたは覚えていないかもしれませんが」


    　もし久しぶりという挨あい拶さつが僕へのものだったなら、あの時の彼女だと確信を得ただろう。しかしそれはアリッサに向けられていた。


    「え？　は？　な、なに言ってるのよ、この子」


    　戸惑いを隠せないアリッサが、助けを求めるように僕を見る。


    「僕が分かるわけないだろ。アリッサの知り合いじゃないのか？」


    「方はこ舟ぶねの外に久しぶりなんて言う間柄の人間がいるわけないじゃない」


    　すると僕らのやり取りを聞いていた少女は嬉うれしそうに手を合わせた。


    「お名前、アリッサというんですね。私は美み澄すみ透とう子こといいます。ずっとお礼が言いたかった――ありがとう、アリッサ」


    　頭を下げる少女――美澄透子を前に、僕たちは疑問符を浮かべ顔を見合わせたのだった。


    



    「……それじゃあ、あたし達のこと黙っていてくれるの？」


    「ええ、もちろん。その方がいいのでしょう？」


    　さすがに炎と煙が迫る屋上でずっと話し込んでいるわけにもいかず、僕らはビルの裏手に彼女達を降ろした。するとその後、美澄透子は自分から「アリッサのことは見なかったことにしておきますね」と告げたのだ。
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    「そりゃそうだけど……でも何でそんなに聞き分けがいいのよ？」


    「だって恩人の嫌がることはできないじゃないですか」


    　アリッサは居心地悪そうに頭をかく。


    「本当にあたし、前にもあなたを助けたことがあるの？　たぶん人違いだと思うのよね」


    「いいえ、天使を見間違えるわけありませんよ。だけど別に思い出してくれなくてもいいんです。お礼を言えただけでも十分ですから。じゃあ私、この子を連れていきますね。ご家族の方が心配していると思うので」


    　男の子を抱え直し、煤すすが付いた顔で笑うと彼女は背を向ける。


    「あ、ちょっと――」


    　反射的にアリッサが呼び止めようとするが、彼女は振り返らず歩いていった。


    「なんなのよ、もう……」


    「さあ……」


    　闇の中に取り残された僕らは、表通りから響いてきた歓声を聞きながら、首を傾かしげるしかなかった――。


    



    
      ＊

    


    



    　街の明かりに照らされた曇り空が赤紫色に染まっている。夜だというのに月も見えない。


    　人々が寝静まる深夜にならなければ、本当の闇は訪れないだろう。だが人ひと気けのない裏道ならば話は別だ。そこは既に闇の中。夜の世界だった。


    　その中を大きな影が歩んでいく。


    　悠ゆう々ゆうと、音もなく。


    『《梟オウル》よ。どうやら首尾は上々――とはいかんかったか』


    　存在を夜に同化させている彼には、仮に傍そばを通り過ぎる人間がいても気づくことはないと思われたが、道の脇から話しかけた人物がいた。いや、それは人というべきか――。


    　オウルと呼ばれた影は立ち止まり、視線をそちらに向ける。


    「予想通りではありましたがね。特に姫君の方は強情で懐かい柔じゆうの余地はないでしょう。フェンリルは揺さぶれば何とかなりそうでしたが」


    　平然と言葉を返したオウルが見るのは道端にわだかまる黒い《何か》。ひどく小さく、とても人間とは思えない。


    『労力を割さいてまで狼を引き入れる意味はない。あれには既に《鎖》が付いている。それよりも姫君が協力的でないのなら、こちらの段取りで計画を進めなければな。《彼》の言う通り、お主に預けていた因子を使う。用意はできているな？』


    　それまで澱よどみなく答えていたオウルが、何故かその質問にだけは一瞬間をおいた。


    「――はい。既に呼び寄せてあります。ですが……少し早いのでは？」


    『何を悠ゆう長ちようなことを。時はもう残り少ないのだぞ。それを我々は知ったはずだ。もしや情が移ったか？』


    「……まさか。ただ、事を起こした場合の影響を考えたまでです」


    『ふむ、確かに。《方はこ舟ぶね》に目的を悟られるやもしれん。しかしそれでも――止まれんのだ』


    「分かりました。では――機会を伺うかがい接触させます」


    『ああ、お主は監かん視しに徹し、経過を報告せよ』


    　そう言い置くと、オウルが目を向けていた暗闇から一匹の鼠ねずみが走り出て、近くの排はい水すい溝こうの穴に潜り込み姿を消した。それが今まで人じん語ごを発し、オウルと会話していたモノの正体だった。


    「――魔術とは、便利なものだな」


    　まるで他ひ人と事ごとのようにオウルは呟つぶやき、歩みを再開させようとした。だが後方から響いた先程とは別の声がそれを止とどめる。


    



    「そうであろう、我に感謝するがよい」


    



    　涼やかな声だった。凛りんとして透き通る気け高だかさを感じさせる声音。


    「あ、あなたは――どうしてここに……」


    　背後を振り返ったオウルは、はっきりと驚きよう愕がくを浮かべ声を震わせる。道の先――暗がりの中から近づく小こ柄がらな影を見て。


    「散歩だよ。《群れクラウド》は窮きゆう屈くつでかなわぬ。それと汝なんじに用があったのでな」


    「私に？　もう役割は果たしたはずですが……」


    　訝いぶかしげに顔を顰しかめるオウル。


    「ああ、その件は世話になったな。我も汝には感謝しよう。ようやくこちら側で自由を得ることができたのだから。よくぞ《鴉クロウ》の向こう側にいた我を見いだした」


    「それが私の任務でしたから……」


    「違うな、汝が我に届いたのはそんな理由ではない。ただひたすらに求めるものがあったからだ」


    「……どういう意味でしょうか？」


    　低い声音でオウルは尋ねる。


    「くく――汝は先程、嘘を吐ついたな。あれに情など移っていないと」


    　しかしその問いを無視して高貴な声の主は告げた。


    「な、何を――」


    「案ずるな、近くに《式》はいない。盗み聞かれはせんよ。ゆえに――秘めた想いを隠すこともない」


    　そして愉ゆ悦えつを含んだ声で、影は己の目的を告げた。


    「我は汝なんじの味方だ。力を貸そう。大たい儀ぎな役目を果たしたというのに、礼もせぬのでは居心地が悪いゆえにな。それに汝の戦利品を使っている借りもある」


    「礼……ですか？」


    「あれを――救う機会をやろう」


    　オウルの表情が明らかに強張る。まるで湧き上がる怒りを押さえ込むように。


    「戯ざれ言ごとを……この計画はあなたが――」


    「勘違いするでない。我はどちらでも構わぬのだ。望まれたから助言をしたまで。汝の願いも我にとっては等価なのだよ」


    　その言葉にオウルは肩を震わせる。


    「――私の、願い、も……？」


    「さあ我の手を取れ、さすれば欲するモノに届く力を授けよう。汝を枷かせから解き放とう」


    　闇の中から影は白い腕を伸ばす。オウルはしばしの沈黙の後、差し出された小さな手に震える無ぶ骨こつな指で――触れた。
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    第二章　震える絆、崩れる牙


    



    
      ０

    


    



    　見上げる空を雲が流れる。その流れは速く、大きな雲も、小さく薄い雲も、形を変えながらあっという間に過ぎていく。


    　きっと本来の空はこんなに急せいてはいないのだろうと、あたしは砂浜に裸で寝転びながら考える。


    　私たちの住む方舟せかいは時の流れが遅い。比ひ喩ゆではなく、この緑が生い茂る小島は正しよう真しん正しよう銘めい、時間の波をたゆたう船なのだ。


    　最も差がないこの沿岸部でさえ、《外》と比べれば三分の一程度の時流。ゆえにあたしにとっての一日はひどく短い。太陽は三倍の速度で沈んでしまうから。


    　叔お母ば達が暮らす中心部の《箱庭ガーデン》に至っては外界と百倍以上の時差があるため、架空の別空間を構築している。そこでは本来の一日を再現しているらしく、叔母はここに来るたび一日の短さに驚いていた。もっともあたしは《箱庭ガーデン》に入ることを許されていないため、その差は想像するしかないのだが。


    　そんなことを考えていると、空を行きかう雲が増えてきたことに気づく。次第に青は灰色に覆おおいつくされ、太陽の光が遮さえぎられる。

  


  [image: ]



  
    「くしゅん！」


    　肌寒くなりくしゃみが出てしまう。そろそろ服を着よう。それに裸でいるところを叔お母ば様に見つかればまた怒られてしまう。まあこの前来てくれたとこだから、しばらく姿は見せないだろうけど。


    「だけど誰もいないんだから、服なんて着ても着なくても同じじゃないのかしら」


    　立ち上がりぶつぶつとぼやいてから、あたしは長ったらしい高位魔術を唱え、《起動言語トリガー》を告げる。


    「夜星の法衣セラフヴエール！」


    　金色の糸が虚空から溢あふれ出て、衣服を形作る。幾き何か学がく模様が描かれたこの法衣は、お母様があたしのためだけに編み上げてくれた魔術だ。叔母様によると魔力をその内で循じゆん環かんさせ、維持にほとんど力を使わない永久機関――一つの宇宙とでも言うべき芸術品なのだそうだ。確かに到底真ま似ねできる精度ではない。


    「――お母様」


    　小さく呟き、視線を内陸に向ける。それほど大きくはない島の中心に聳そびえる白い半球状のドーム。あたしが立ち入ることのできない聖域。


    　もう会うことはできないと分かっていた。これからの時間のほとんどを、あたしは一人きりで過ごさなければいけないのだ。あたしの世話をしてくれる叔母様の《人形》はいるが、話し相手にはならない。


    　ポツリと頬に雨粒が弾けた。どうやらとうとう雨が降り出したようだ。《外》を見れば既に大荒れの天気になっている。時間の断層で区切られた方はこ舟ぶねの中に、直接《外》の雨が降り注ぐことはないが、もうしばらくすれば嵐はここにも反映されるだろう。外縁部は言わば干かん渉しよう地域で、天候などの変化は遅ち延えんしながらも伝わるのだ。そうやって外界との摩ま擦さつを和らげることで、方舟は動くことができる。


    「濡れる前に帰らないとね」


    　きびすを返しかけたあたしだったが、目の端に妙なものを捉え、足を止める。


    「ん？　あれ――何かしら……」


    　猛たける空と、荒ぶる海の狭はざ間まに揺れる巨大な影が見えた。


    「船？」


    　お母様によればあの乗り物で外の人間は海を越えるのだという。ただ昔はあのような鉄の塊かたまりではなかったそうだが。


    　しかし何か様子がおかしい。先程まで横腹を見せていた船が次第にこちらへ船首を向け、近づいてくるのだ。


    「え、ちょっと……」


    　三倍に加速された景色の中で、船は瞬またたく間に大きくなる。ちっぽけなあたしを踏み潰つぶすがごとく、圧倒的な質量が迫る。


    「きゃああああああああっ！」


    　理性で抑えられない恐怖に負け、あたしは悲鳴を上げた。だが――。


    



    　砕けた。


    



    　あたしのいる砂浜。その入り江に突っ込もうとした寸前で、音もなく船が瓦が解かいした。


    　大きな壁に押しつぶされるかのように船首が歪ゆがみ、折れ、千ち切ぎれ飛ぶ。すさまじい破壊がこんな近くで起こっているというのに、方はこ舟ぶねの結界は音さえ遮しや断だんしている。


    　そうだ、この程度で結界が破られるわけはない。時間の断層の前では物理的な干かん渉しようなど意味を成さない。《世界の変化》に含まれない突発的事象は境界面で完全に遮断されるのだ。


    　ほっと胸を撫で下ろすが、船からバラバラと零こぼれ落ちるものを見て息が止まった。


    「人……」


    　たくさんの、たくさんの人間だ。こんなに大勢の人間が存在していることに、そしてそれがゴミのように落ちていくことに――衝撃を受ける。


    「なん、で……」


    　信じられない。これほど多くの人間が、死んでいこうとしていることが。


    　あたしの世界に存在している人間は本当に少ないけど、一人一人がかけがえのない、大切な存在だった。そのうちのたった一人が欠けることでさえ、受け入れられない。


    　それなのに――どうして。


    　以前、既に沈もうとしている船を遠くに見たことがある。その時まだ傍そばにいたお母様は「仕方がない」と言っていた。あたしも人が死んでいるという実感が湧かず、頷うなずいた。


    　でも……今は許せない。


    　許容できるはずがない。絶対に、できるはずがなかった！


    　頭の中に浮かぶ魔狼フエンリルの御お伽とぎ噺ばなしや母の戒いましめを振り払って、あたしは呪文を唱える。


    「願うは流る転てん。暗き蒼あおの海、流れし光の連なり。遠き宙そら駆ける星の竜」


    　時の流れさえ操る星竜の魔術ならば、結界の時間障壁をも一時的に中和できるはず。


    「たゆたい、泳ぎ、止まることを忘れし、永久に巡り巡る者――等しき終わりを導みちびき、等しき始まりを告げ、星々を廻めぐる」


    　法衣に刻まれた幾き何か学がく模様が輝き始め、魔力を増幅する。


    「等価なる輝き。憂うれうことなく、嘆くことなく、受け入れよ！」


    　放つのは時を貫く竜の息吹。本来、方舟での使用を許されない禁きん呪じゆ。


    「星の咆哮レヴアーブレイズ!!」


    　翳かざす両手の間に生まれる純白の輝き。まるで小さき恒こう星せいのような力の塊かたまりを、船から離れた場所に撃ち放つ。


    　幾いく重えもの光の波は紋もんを残し、白き閃せん光こうが水平線の彼方かなたまで駆け抜けた。


    「やった……」


    　あたしの目の前には、ぽっかりと丸く《本来の世界》が覗のぞいていた。結界越しではほとんど目に映らない速度だった雨が、線として捉えられる。


    「お願い、間に合って！」


    　非力な肉体では溺おぼれる人間を引き上げることはできないと判断し、魔術で精神体に分離する。


    「彼方へ運ぶ風フアラウエイ！」


    　そしてあたしは、外の世界へ飛び出した――。
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    　チュンチュン


    　窓の外で鳴き交わす雀すずめの声を聞きながら、僕は呆ぼう然ぜんと天井を眺める。昨日に続いてまた妙な夢を見た。いや、今のは夢なのか――？　まるであいつの……。


    　すると天井の前にぼんやりとアリッサの姿が浮かび上がる。目が合った。


    「ケースケ、おはよ」


    　半透明な姿のまま不機嫌そうにアリッサが告げる。僕もおはようと返し、体を起こした。


    　さすがに昨日は色々ありすぎて、僕が眠る前にアリッサも実体化を解き眠りについていたのだ。


    「この体でも……夢を見るのね」


    　独ひとり言ごとのようにアリッサが言葉を漏らした。僕はもしかしてと思い、躊躇ためらいながら口を開く。


    「どんな夢だ？」


    「別に――話すようなものじゃないわよ」


    　はぐらかすアリッサだが、僕はずばり聞いてみることにする。


    「まさか……《方はこ舟ぶね》と僕らが乗っていた船が衝突した時の夢、とか？」


    　驚き、目を丸くするアリッサ。


    「ど、どうして分かるのよ？　あたし寝言でも口にしてた？」


    「消えてるんだから寝言なんて聞きようがないだろうが。僕も見たんだよ。たぶん同じ夢を」


    「信じられない……」


    　半信半疑の様子に、僕は仕方なく夢の中で見た事柄を上げることにした。


    「お前、《方舟》の中じゃあ、よく真っ裸だったんだな」


    　その一言でアリッサの顔が朱に染まり、いきなり実体化して僕の肩を押さえつけた。


    「あんた――見たの？」


    「い、いや見てない見てない！　お前の視点だったんだから、自分の裸を見れるわけないだろ？」


    　その言葉にアリッサは力を抜く。だが僕の脳裏には以前水晶の中に見た、裸身のアリッサがよぎっていた。


    「でも、それにしては顔がにやけてるわね」


    「気のせいだって。僕はアリッサの裸なんて全然覚えてないんだからな！」


    「覚えて……？　あ、あ、あ―――――――っ!!」


    　大声を上げると、アリッサは僕を掴つかみ上げ、射い殺ころすような視線で睨にらみつける。


    「あのときはそれどころじゃなくて忘れてたけど……あんた、水すい晶しよう封ふう印いんされたあたしを――！」


    　しまった、余計なことを思い出させてしまった。


    「……忘れなさい」


    　低くドスの効きいた声でアリッサが告げる。


    「だ、だから覚えてないって――」


    「嘘うそ。顔が緩ゆるんでる」


    「ぐ……」


    　けれど実際、忘れろというほうが無理だ。あんな――きれいなものを。


    「あ！　また思い出してるわね!?　こうなったら……力ずくで忘れさせてあげるわ」


    「ま、まて何を！」


    　片手をこちらに向けて翳かざすアリッサに、僕は叫ぶ。だが彼女は止まらない。


    「輝く雷球ライトニング！」


    　バチバチと火花が散る電気の塊かたまりが僕に投げつけられる。


    「ぐ、がががががっがががががががっ！」


    　体を駆け巡る電流。


    「ぐはっ！」


    　僕は煙を上げて倒れ伏す。きちんと右手にだけ効果が及ばないようにしているのが、憎らしい。


    「どう、忘れた？」


    「や、やりすぎだ……」


    「大丈夫よ。もともと弱い魔術のさらに最小出力だから。ちょっと痛くて、ちょっと痺しびれるだけ。でもまだ忘れてないようだったら出力を一段階上げるけど？」


    「忘れました……もう、完かん膚ぷなきまでに」


    「よろしい。だけど思い出したら――また忘れさせてあげるからね」


    　恐ろしい微笑を向けるアリッサに、僕はただコクコクと頷うなずくしかなかった。


    



    「だけど……夢を共有したっていうのは本当だっただろ？」


    　ようやく体の痺しびれが取れてきた頃、仕切りなおしとばかりに真面目な顔でアリッサに訊たずねる。


    「ええ――みたいね」


    「やっぱり《道パス》でお前と繋つながってる影響か？」


    「そうかも。あたしの意識が逆流したのかしら……でもあまりいい気分じゃないわね。夢を覗のぞかれるっていうのは」


    「それは……悪い。不可抗力だけど、謝っとく」


    「まあ――いいわ。ケースケとも無関係じゃない夢だったし。それに、逆のパターンがあるかもしれないしね。あまり怒ると後が怖いわ」


    　アリッサが何を言っているのか分からず「どういうことだ？」と問いかける。


    「ケースケの夢をあたしが見ることがあるかもってこと」


    「なっ！」


    　僕は顔を強張らせる。


    「ほら、ケースケも嫌でしょ？　でもお互いさまってことよ。まあそうそうあんな事は起こらないでしょうけどね。それに普段は寝る時間バラバラだし」


    　確かに同時に眠らなければ相手の夢を見ることもないだろう。


    「まあそういう訳よ。さ、ケースケ、今日は休みなんでしょう？　早く着替えて訓練に行くわよ」


    　急かすアリッサに苦笑しながら、先程見た巨大な船首を思い出していた。


    　あれに、僕と由ゆ衣いは乗っていたんだな……。
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    「で……ケースケ、いったいどこに向かってるのよ？」


    　自然公園とは反対方向へ歩き出した僕に、隣で実体化して歩くワンピース姿のアリッサが尋ねる。


    「訓練の前にやることを思い出したからな。会いに行くんだよ、陽ひ名なちゃんに。友とも月づきも何かあれば彼女に伝えてくれって言ってたし……オウルや組織のことも聞きたい」


    　陽名ちゃんとは《黒こく血けつの徒と》事件以降、踏み込んだ会話をしていない。お互いに日常を取り繕つくろうのに精一杯だったからだ。強がって僕に意地悪をしてきても、まだ本当に立ち直った訳ではないことを感じる。だが《群れクラウド》が接触してきた以上、ちゃんと話を聞かなければならないだろう。


    「うーん……正直今回のことは直接ミユに関係ないから、巻き込みたくないんだけど――内緒にしてたら本気で怒りそうだから仕方ないか。だけどヒナに会うのよね……ちょっと苦手だわ」


    「ん？　お前が人見知りするなんて珍しいな」


    「そういうわけじゃないのよ。ただ方はこ舟ぶねにいたとき、ジンがよく妹の話をしていたのを思い出すから……。あいつ何かにつけて、あたしとその妹を比べてたの。妹はあたしより物分かりがいいとか、妹はもっとおしとやかだとか。だから会ったことないのにコンプレックスを感じてたのよ」


    　思わず僕は吹き出す。


    「ははっ、その妹が陽ひ名なちゃんだもんな。確かにアリッサより物分かりが良くて、おしとやかだ」


    「なんですって～～～」


    　アリッサが僕を睨にらみつけるが、しばらく笑いは止まらなかった。


    「でも――方舟、か」


    　感慨深く僕はその単語を呟く。


    「なによ急に？」


    「いや、そこでアリッサは長い時間を過ごしてきたんだなぁって思ったんだよ。たくさん僕の知らないことがある。そういう意味では、アリッサの夢を見れてよかったかもしれない。あの島が《方舟》なんだろ？」


    「想像と違った？」


    「まあな、あんな何もない島だとは思わなかった」


    「方舟としての機能は全部中心部に集約されているから、他はオマケみたいなものよ」


    「おまけね……あとはそうだな、アリッサがどうして無む闇やみに人を助けようとするのか分かった気がした」


    　言葉にはできないが、沈む船を前にしたときのアリッサの思いを僕は感じた。


    「改めて礼を言いたくなったよ。ありがとうな、あの時躊ちゆう躇ちよせず助けてくれなかったら、僕は死んでた」


    「な、い、いきなりやめてよ!?　だ、第一あたしが軽けい率そつな行動を取ったせいで、今こんな事態になってるんだから……」


    「後悔してるのか？」


    　その言葉にアリッサはしばらく考え込んだが、首を横に振った。


    「――してない。あの時は、ああするしかなかった。仮にやり直すことができても、同じことをするわ」


    「それでこそアリッサだ。あ――そういや今思いついたんだけど……あの時アリッサは、僕の他にも溺おぼれてる人を助けたんだろ？」


    「ええ、でもどうしようもないほど時間が足りなくて、全員を助けるなんてことはできなかったけど……」


    「全員なんて無理な話だよ。アリッサなら……本当に限界まで頑張ってくれたんだって分かる。それでなんだけど、その助けた人の中に昨日の女の子――美み澄すみさんだっけ……がいたりしないか？」


    　火事から救い出したあの子は、アリッサに助けられたことがあると言っていた。それが真実だとするならば、僕と同様、あの事故時に会ったとしか考えられない。さらに同一人物かは不明だが、僕は船で彼女に似た少女と会話している。どうして昨日、思いつかなかったのか。


    「どうかしら……一番初めに助けたのが男の子――ケースケだったことは覚えてるんだけど、それより後は無我夢中だったから……」


    「そっか。まあ昨日の時点で思い出さないんだから無理もないか。だけど可能性があるのはそれぐらいだ。仮にそうだとしたら――よかったな」


    「よかった？」


    「ああ、アリッサのしたことに感謝している人間が、僕以外にもいるってことだろ？」


    　小首を傾かしげるアリッサに、僕は笑って告げた。


    「そう――ね」


    　アリッサは微ほほ笑えむ。


    　ここで一旦、話を終えてもいい気がしたが、僕にはもう一つ思いついたことが――というかあの火事の後からずっと言おうか言うまいか迷っていることがあった。


    「でも……僕は思うんだ」


    「何を？」


    「あの海の中から僕が助かったのも、昨日の火事から美澄さんが助かったのも――魔術があったからなんだろうなって」


    　僕が何を言わんとしているのか理解できない様子で、アリッサは戸惑った表情を見せる。


    「確かにそうだけど……船の場合は原因も魔術だし――」


    「そういうことを言いたいんじゃないんだ。奇跡が起こるかどうかって話なんだよ。海に沈んでいく人たちを助けることができたのは、奇跡を起こすことができたのは、あの時アリッサしかいなかった。力を――魔術を持っていたのはアリッサだけだ。だから……それを羨うらやんで、欲しがるやつの気持ちも分かる気がしたんだ」


    　アリッサが足を止めた。僕も少し後おくれて立ち止まり、振り向く。


    「――不公平だって、こと？」


    　わずかに震える声でアリッサは僕に尋ねる。


    「違う。アリッサは色んなものを背負って、代だい償しようを払って魔術を使っていると思う。力があるからこそ、自分のできる限りのことをしようとしてるだろ？　だから不公平だなんて思わないさ。世の中にはもっとズルをして、責任から逃げてるやつが腐るほどいるだろうしな。ただ――昨日のオウルが言ったことも、間違ってないんじゃないかって――」


    「やめて！」


    　アリッサの叫びに僕の言葉は中断させられる。


    「やめてよケースケ。それじゃあんたは……方はこ舟ぶねが間違ってるって言うの？　魔術は世界に戻るべきだって思うの？」


    　うつむくアリッサを見ながら少し後悔する。昨日の話を蒸むし返せばこうなることは分かっていた。だけど自分の考えもきちんと伝えておきたかったのだ。そうじゃないと、この先ずっと迷い続けてしまう。


    「《方舟》が悪だなんて言わない。アリッサがそこまで言うんだ。きっと何か理由があるんだろう。でも世界に魔術が必要かどうかと聞かれたたら――答えられない。僕自身も奇跡で助かった身だしな。だから僕にはまだ、オウルたち《群れクラウド》がアリッサを襲ったり、許せないことをしようとしない限り……敵だって決め付けられないんだよ」


    　できるだけ忠実に自分の思いを言葉にしたつもりだった。アリッサに理解してもらいたくて。だが彼女は表情を険しくして僕に詰め寄った。


    「……あいつらが何を言おうと、方舟の敵なのは変わらないのよ!?」


    「オウルの言葉じゃないけど、戦い以外の手段もあると思う。こっちから手を出したら、それこそ本当の敵にしてしまうだろ？」


    　頑かたくなに強硬姿勢を崩さないアリッサに、少し苛いら立だちを覚えながら説得する。しかしその感情が伝わってしまったのか、アリッサも怒ったように顔を背そむけた。


    「そう――ケースケはあたしたちの味方じゃないんだ……」


    　その声には大きな落胆の響きがあった。


    「おい、何でそうなるんだよ！」


    「ミユの味方はするくせに、どうして――」


    　拗すねたような口調でそんなことを言い出すアリッサに、僕は戸惑う。


    「それとこれとは話が別だろ。なんで友とも月づきが――」


    「うるさい！　ケースケなんか大っ嫌い！」


    　バチンッと頬に強烈な衝撃。一瞬目の前が真っ白になった。


    　平手打ちをされたのだと理解し、我に返ったときには、アリッサは既に背を向けて走り去っていくところだった。


    「ま、待てよ！　アリッサどこに……」


    　とっさに投げた制止の言葉は手遅れで、尻すぼみに消えた。


    　ひりひりと痛む頬を押さえながら、いつか似たようなことがあったなと考える。


    　でも今回は簡単に解決できないかもしれないと、僕は途方に暮れた。
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    「はぁ……」


    　自然と溜ため息いきが漏れる。心が鉛なまりを押し込めたかのように重い。


    　叩かれたことよりも、大嫌いと言われたことよりも、《味方》じゃないんだと呟つぶやいたアリッサの声音が痛かった。


    　落胆させてしまった。そのことにひどく後悔を覚える。


    　自分の考えが決まっていたとはいえ、アリッサの言い分もちゃんと聞くべきだったかもしれない。お互いに意見を押し付けあったら、ああなると想像できたはずなのに、僕までムキになってしまった。


    　強い不安に襲われる。アリッサに見切りを付けられてしまったのではないかと。


    　だが今は追いかける意気地もなく、一人とぼとぼ歩く。


    　そんなうちに、いつの間にか女じよ子し寮りようの前まで来てしまっていた。


    「仕方ない……こっちの用事を先に済ませよう」


    　あいつを捜し出しても先程の繰り返しになることは目に見えている。とりあえず、今やるべきことをやってしまおう。そうしているうちに考えも纏まとまるはずだ。


    「さて、だけどどうしたもんか……」


    　方針は定まったものの、休日の女子寮というのは普段以上にハードルが高い。堅く門もん扉ぴは閉ざされており、出入り可能なのは通用口のみ。それに男子寮とは違い、設備が充実している女子寮だ。高い塀へいに囲まれた敷地内にテニスコートなどがあり、騒がしい声が聞こえてきている。中に入れば間違いなく注目を浴びてしまうだろう。


    　前に友とも月づきを探して管理人室まで行ったことはあるが、今日は勝手が違う。


    　本当ならアリッサに陽ひ名なちゃんを呼び出してもらおうと考えていた。制服姿になれば目立ちはしても怪しまれることはない。だがあいつがいない以上僕が行くしかないのだ。


    　ここでうろうろしていても不審者扱いされるだけだしな……。


    　仕方がないと覚悟を決めて、死地に赴おもむくために足を踏み出す。だが背後から聞こえた声に動きを止めた。


    「遠とお見みくんっ」


    　振り向いた僕は顔をしかめる。そこにいたのは出来れば会いたくない人間だった。


    「冬ふゆ上がみ……」


    「もう、何よそんな嫌そうに。失礼じゃない？」


    　白いブラウスにロングスカートという私服姿の冬上は頬を膨ふくらませた。片手に下げたコンビニの袋をぶらぶらと揺らす。買い出しにでも出ていたのだろう。


    「あのなあ、一度はっきり言おうと思ってたんだけど、僕は冬ふゆ上がみが苦手なんだ。友とも月づきとのことは二人の間で解決したみたいだし僕も水に流すけど、正直冬上のことはあまり好きじゃない。元々気安い仲でもないんだから、あんまり絡んでくるなよ」


    　お前が絡んでくる度、友月の視線が怖いんだと心の中で付け加える。


    「ふふ、歯に衣着せず言うじゃない。実は私も遠とお見みくんのこと嫌いよ。私に靡なびかないところなんて特にね。こんなカワイイ娘が仲良くしてあげてるんだから、素直に喜べばいいのに」


    「喜べるわけがないだろ。何を企たくらんでいるのか分かったもんじゃない。僕は冬上の本性を嫌イヤって程、思い知らされてるんだからな」


    　すると冬上は、面白そうに笑った。


    「そうね。よく考えてみたら、本当の私を知っている男の子は遠見くんだけね」


    「知りたくもなかったけどな」


    　嫌味を返すが、冬上は口に指を当て、何かを考える仕草を見せる。


    「ふうん……そっか、そうなのよねぇ。私、遠見くんには全部見られちゃってるワケか」


    「へ、変な言い方するなよ」


    「いいじゃない別に。ホントのことなんだから。だけど……なんだかほんの少しだけ本気になってもいい気がしてきたわ」


    「ほ、本気って何をだ？」


    「ふふ、秘密。そうだ遠見くん、この後時間ある？」


    「生あい憎にく今日は忙しいんだ。もし暇でも忙しいって言うだろうけど、今日は本当に忙しい」


    「もう、つれないわねぇ。でも忙しいって言うならこんなところで何をしてたのかしら？」


    　疑問を顔に浮かべて冬上が訊たずねる。


    「ああ、それは女子寮に――」


    　そこで冬上に取り次ぎを頼めばいいのではという案が頭に浮かぶ。だがそれは……後が怖い。


    「誰かに用事？　だったら私が呼んできてあげましょうか？」


    　しかし冬上は自ら僕の望む事を口にする。願ってもない提案に、頷うなずこうとするが冬上はこう続けた。


    「お礼として今度日を改めて、私のために時間を作ってくれるなら、ね」


    「ぐ……卑ひ怯きようだぞ」


    「何言ってるのよ。何事もギブアンドテイクが基本でしょう？　それに遠見くんにとってはあたしがタダで頼み事を聞くほうが不気味に思うんじゃない？」


    「それはそうだけど……」


    　簡単に呑のめる取引ではない。冬上に隙すきを見せたら、どうなるか分からないのだ。


    　迷い続ける僕だったが、そんな時救いの声が響いた。


    「――雪ゆき絵え。啓けい介すけさんに意地悪していいのはわたくしだけですよ？」


    　キィと通用口の鉄てつ扉ぴが開き、なんと目的の人物が自ら姿を現した。それを見た冬ふゆ上がみの表情が凍る。


    「あ、朝あさノの宮みやさん――」


    「陽ひ名なちゃんか、ちょうどいいところに」


    　対照的な反応を見せる僕らを見て微ほほ笑えむと、私服姿の陽名ちゃんは黒猫のシルエットがプリントされたスカートを靡なびかせて近寄ってきた。


    「なんだか呼ばれた気がしたのです。わたくしの勘かんもまだ冴えているみたいですね」


    「あ、わ、私、用事を思い出したわ。じゃ、ま、またね遠とお見みくんっ！」


    　陽名ちゃんに気け圧おされるかのように、じりじりと後退していた冬上は、唐突にそんなことを言い出して寮の中に駆け込んでしまう。


    「どうしたんだ冬上のやつ……」


    　陽名ちゃんは可お笑かしそうに笑う。


    「雪ゆき絵えはわたくしが苦手みたいなんですよ。《雀スパロウ》としてしか彼女とは会っていなかったのですけど、本能的に畏い怖ふを抱いているみたいです。面白いですね」


    「そ、そうなのか……」


    　確かに冬上はスパロウに平身低頭の様子だった。あの時刷り込まれた上下関係が尾を引いているということだろう。
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    　アリッサも何やらコンプレックスを抱いているようなので、実は陽ひ名なちゃんが二人に対抗する切り札ジヨーカーなのかも知れない。まあ諸もろ刃はの剣でもあるのだが。


    「それより啓けい介すけさん、何の御用ですか？　わたくしの予感では――あまりいい事ではない気がしますが」


    　真面目な顔になり、僕を見上げて問う陽名ちゃん。さすがだなと僕は頷うなずく。


    「ああ……昨日、オウルが現れた」


    　陽名ちゃんはその言葉に目を細め、「とうとうですか……」と呟つぶやいた。


    「それで友とも月づきへの連絡ついでに、陽名ちゃんに組織の事を聞こうかと思って――」


    「わかりましたです。場所を変えましょう」


    　即答して陽名ちゃんは僕の手を引く。


    「ここではゆっくりお話できませんからね」


    　そう言って歩き出した彼女の表情は既に普段の幼いものではなく、《雀スパロウ》として対たい峙じしたときに見た、大人びたものに変わっていた。


    



    　それから約二十分後、僕らは橋向こうのカフェにいた。


    「どうして喫茶店なんだ……？」


    　落ち着いた雰ふん囲い気きの店内には、会話の邪魔にならない程度の音量でクラシックが流れている。こんな平和な場所で話す内容とは思えないのだが。


    「だって、ここなら軽く昼食もとれるじゃないですか。わたくし、ちょっとお腹が空きましたから。それにこういう場所の方が案外盗み聞きはされにくいものなんです」


    「そういうもんか」


    　ウェイトレスにあれこれと注文している陽名ちゃんを見ながら、じゃあ僕も何か食べようかとメニューを開く。


    「もちろん啓介さんのおごりですけどね」


    「って、なんでだよ！」


    　慌あわてて問うと、彼女は驚いた顔をする。


    「あれ、まさか啓介さんは、レディにお金を払わせるつもりなのですか？」


    「そ、それは……」


    　第一、レディという年ではないだろう。しかし面と向かってそんなことを言えるわけはなく、しぶしぶ「わかったよ」と答えてメニューを閉じた。二人分も払えるほど財布に余よ裕ゆうはない。こんなときでさえ陽名ちゃんの意地悪は健在なようだ。


    「――僕は……アイスティーだけで」


    　微ほほ笑えましげに僕らのやり取りを眺めていたウェイトレスはそれを聞くと苦笑して去っていった。


    「では、話を始めましょうか」


    　グラスの水で喉のどを潤うるおして、陽ひ名なちゃんが告げる。


    「ああ、まずは《群れクラウド》とオウルについて詳しく知りたい」


    　ここへ来るまでに昨日のあらましは伝え終えてある。友とも月づきへの連絡は陽名ちゃんが携帯電話でしてくれた。電波がない地域だということなので、誰かを仲ちゆう介かいするらしい。言こと伝づてになるのであまり詳細は言えず、単に『《群れクラウド》が来た』とだけ伝えてもらった。


    「はいです。だけど最初に言っておきますです。わたくしは《鳥の名コードネーム》を与えられてはいても、組織の中核からは遠い位置にいました。もともと《鴉クロウ》――兄さんのオマケみたいな立場でしたし、兄さんがいなくなってから地位はより低くなったんです。ですから大したことは知りません。だからこそ、粛しゆく清せいされずに済んでいるんでしょうけど……」


    「別にそれでいいよ。僕は《群れクラウド》が実際に何をしているのか、どんな組織なのか知りたいだけだから。陽名ちゃんがどんなものを見てきたのか、それを教えてくれるだけでも参考になる」


    　僕の言葉に陽名ちゃんは頷うなずく。


    「わかりました、ではわたくしの知っている範囲で……。まず《群れクラウド》についてですが、その成り立ちは魔術消失後だと聞いています。恐らく衰すい退たいする魔術組織が統合された結果、生まれたものなのでしょう。共通する目的は当然魔術の復活。ですが実際の活動は内的魔術の探求と行使が主でした」


    「内的魔術？」


    　初めて聞く単語に、僕は首を捻ひねる。


    「自分自身の内側から力を導く魔術のことですよ。そして外から力を借りるのが外的魔術。当然、神や悪魔の力を行使する外的魔術の方がはるかに強大で、壁ができる以前はこちらが主流でした」


    「つまりアリッサの魔術は外的魔術ってわけか」


    「そうです。しかし壁ができてからは、内的魔術に頼らざるを得なくなりました。魔術師が魔術師であるためには、たとえ微弱な力でも縋すがるしかなかったんです。ですが魔術と言っても本来ある能力を先鋭化させる程度で、所しよ詮せんは人の枠わくに収まる力。わたくしの占いもその一つです。幼い頃、お前にはこれが向いていると言われて、兄さんに教わりました」


    「そっか……ジンに――」


    「はい、その時兄さんは既に多くの内的魔術を極めていましたから。おかげでわたくしは《群れクラウド》の一羽になることができました。そこでの仕事は主に二つ。一つは生まれながらに潜在的な力を使うことが長たけた人物や、身寄りがなく見目がいい子供を組織に引き入れること――兄さんがわたくしを拾ったように。そしてもう一つが組織内で磨みがいた能力を使って、任務をこなすことです」


    「任務？」


    「お金かね儲もうけですよ。どこかから依頼される怪しげな仕事もあれば、奇跡を演出して営利目的の宗教団体を作ることもありました。どちらかと言えば後者のタイプが多いので、カリスマ性のある見目いい子供が選ばれるわけです」


    「な、なんか想像してたよりも生臭い話だな……」


    「まあこれは組織の運営資金を得るためのものでしょうから。でも末端はそんな仕事ばかりです。幹部達が何を考えているのか、どんな計画を立てているかなんて知りようがありません」


    　確かにこれでは《群れクラウド》の目的は分かりそうもない。でも胡う散さん臭い組織だということは判明した。


    「じゃあオウルはどうなんだ？　あいつも実際は何も知らないのか？」


    「いえ、《梟オウル》は幹部のはずです。わたくしが組織の協力を取り付けるため支部に殴なぐりこんだとき、彼が責任者として現れましたから」


    「殴りこんだって……無茶するなぁ」


    　僕が呆あきれたように呟くと、陽ひ名なちゃんは照れたように頬を掻かいた。


    「えへへ、でも力を見せ付けないと言う事なんて聞いてくれませんからね。その時、彼は直接党首に指示を仰いでいましたから、相当上の人間だと思うです」


    「上の人間か……。なあ、そんなやつが陽名ちゃんの計画を補佐するならまだしも、ただ話し合いのためだけに、現れると思うか？」


    「どうでしょうか……わたくし、彼の心だけは全く読めなかったのです。だからどんな人なのかは分からないのですが……幹部はやはり何かを指揮するためにいるはずです。それがこの街にいるのなら、話し合いなどより大きな目的があるのかもしれません」


    「大きな目的か……そう考えた方がしっくりするな。あいつ、交こう渉しように来た割にはあっさりと引き下がったし」


    「たぶんですけど、ダメで元々だったんじゃないですか？　話を聞くと、単にアリッサさんの意思を確認しただけのようにも思えます」


    　確かにと頷うなずく。やはりオウルのことは疑ってかかった方がいいのかもしれない。


    「陽名ちゃん、ありがとう。なんだか少しだけ考えが纏まとまった」


    「いえいえ、昼食代分の情報提供ですから」


    　僕が礼を言うと、陽名ちゃんは笑って首を振る。


    「おまたせいたしましたー」


    　するとちょうど注文したメニューが届く。


    　聞くことは聞いた、重い話はここまでにしよう。


    「じゃあ遠えん慮りよなくいただいてくれ」


    「はい、お腹を空かした啓けい介すけさんに、見せつけながらいただきますです」


    　小悪魔のように微ほほ笑えむと、陽ひ名なちゃんはいい匂いを立てるオムレツを食べ始めた。


    



    
      ４

    


    



    「それでは啓けい介すけさん、ごちそうさまでした。わたくしはもう少し駅前でお買い物していくです」


    「あ、ああ……じゃあまた……」


    　にこやかに手を振り遠ざかっていく陽名ちゃんを見ながら溜ため息いきを吐つく。


    　とんでもない目にあった。


    　喫茶店から出た後、ついでだからとあちこち引っ張り回され、財さい布ふの中身が尽きるまでクレープやアイスクリームを奢おごる羽目になったのだ。こんなことならケチらずに昼食を食べていればよかった。まあ全財産を財布に詰めていなかっただけマシか。


    　僕は学校や寮のある住宅街に戻るため橋を渡る。


    　そろそろアリッサを捜すつもりだった。《群れクラウド》と敵対するかどうかの結論は出ていなかったが、オウルを甘く見ていたことは陽名ちゃんの話を聞いて実感した。もし何かを企たくらんでいるのなら、油断はできない。昨日オウルが戦わずに退いたことで、楽観的に考えすぎていた。


    　話し合いを破談にした以上、次はどんな手に出るか分からないのだ。今は喧けん嘩かをしている場合じゃない。


    　少なくても僕はアリッサの敵になるつもりはないのだ。それを伝えればあいつも聞く耳を持ってくれるだろう。


    《道パス》で繋つながるアリッサの気配を探りながら、川沿いの道を歩く。それほど遠くない。足を速めようとしたとき、地面に落ちた自分の影の隣に、もう一つ大きな影があることに気づく。


    「え――」


    　まるですぐ後ろを誰かが歩いているかのように。だが足音も、気配すらも――ない。


    　頭の中で警けい鐘しようが鳴り響き、僕は振り向くと同時に全力で飛び退った。


    　目の前にあったのは――岩かと見間違うかのような、巨大な拳。


    　後退する僕を追いかけるかのように、さらに拳は大きさを増す。


    「――っ！」


    　逃げ切れないと悟った僕はバランスを崩くずすのも厭いとわず、無理やり上半身を逸そらした。


    　僕の眼前を拳が過ぎ、鼻先を掠かすめる。そのまま無様に尻しり餅もちをついた僕は、そこでようやく突然の攻撃を仕掛けた人物を目に映す。


    　そいつは右腕を突き出した姿勢のままで、こちらを睥へい睨げいしていた。


    「オウル……」


    　名前を呼ぶ。すると奴は口の端を吊り上げ、はっきりと笑みを浮かべた。


    「ほう、なかなか反応がいいな。さすがに実戦を潜くぐり抜けただけのことはある」


    「どういうつもりだ……。昨日は話し合いに来たくせに、今日は不意打ちなんて」


    　尻しり餅もちをついたまま後退し、追撃の気配がないことを悟ると慎重に立ち上がった。


    「なに、挨あい拶さつ代わりだ。この方が目的を伝えやすいだろう？」


    「つまり……戦いに来たってことか？」


    「ああそうだ。少しばかり――私の事情が変わったのでね」


    「やっぱり目的の邪魔になると分かれば、潰つぶしにかかるのか。お前らはそういう組織だったってワケだな」


    　間合いを取りながら、僕は落胆を込めた声で告げた。


    「私の事情と言ったのが聞こえなかったのかね？　《群れクラウド》に与えられた任務は監かん視しだ。戦えなどと命じられてはいない」


    「は？　じゃ、じゃあ何で？」


    　意味が分からず、混乱して訊たずねる。だが、オウルは瞳に殺意を宿らせ、腰を落とし構えを取った。武道にはそれほど詳しくないが、どことなく中国武術のように見える。


    「理由など、聞く必要はあるまい。教えたところで、その脳のう髄ずいは私の拳によって爆はぜ割れるのだから」


    　吹き付ける殺気に、オウルが本気であることを悟る。だが今、アリッサはいない。こんな近距離では魔術を使う暇もない。突然訪れた窮きゆう地ちに僕は必死で頭を回転させる。


    　何か手はないか――。ん？　さっきどうしてオウルは追撃をしなかった。殺すつもりならば絶好のタイミングだったのに……。


    　あ、そうか、こいつは――。


    　その理由に気づいた僕は、こう叫んだ。


    「いまだ、アリッサ！」


    　オウルはそれを聞いた瞬間、周囲に視線を巡らしながら後方に跳躍する。


    　かかった！　やっぱりあいつはアリッサに注意を払っていたんだ。


    　どこから尾行していたのかは分からないが、僕とアリッサが別行動していることをオウルは知らないようだ。なら、まだチャンスはある。


    　僕は背を向けて走り出す。とにかく時間が必要だった。


    　上う手まくいくかは分からなかったが、全力で駆けながら頭の中に牙の門を幻想する。


    　以前のようにアリッサを《召しよう喚かん》できればいいのだが、あれはフェンリルの魔術よりも自信がない。何度も試してみたが、一度も成功しなかったのだ。アリッサは「もしかしたら発動しないんじゃなくて、ずっと発動したままなのかも……」などと分ぶん析せきしていたが、僕には理解不能だ。


    　とにかく今頼れるのは、この右手だけだった。


    　幻視した門に手を伸ばし、力を求める。訓練ではここで失敗することが多いのだが、難なく力は腕に届いた。門に触れた瞬間、由ゆ衣いの姿が頭をよぎる。


    「何……？」


    　後方から訝いぶかしげなオウルの声。そして「小こ癪しやくな」という苛いら立だちを込めた呟つぶやき。騙だまされたことに気づいたのだろう。早くしなければ！


    



    『繋つないだよ――』


    



    　焦あせる僕の脳裏に、幼い声が響いた気がした。


    　由衣？


    　内面に意識を向けたことで集中力が戻る。僕は心を落ち着けると《姿の言葉シヤープワーズ》を唱え始めた。


    「喰らうは心。界の狭はざ間ま、星を阻はばむ牙の門。空を閉ざす天の牢ろう」


    　いつもは思い出すのに苦労する呪文だが、今はどうしてかすんなりと言葉が浮かぶ。


    「飢え、猛たけり、狂うのは――満たされることなき、魔なる狼……」


    　走りながら声を出すということが思いのほか辛つらいが、息切れしそうになるのを我慢して詠えい唱しようを続けた。


    「鋭き牙は、世界を抉えぐれ……底なき口に、全て飲み干せっ！」


    　そして僕は最後の引き金トリガーを叫ぶ。発現までさせるのは陽ひ名なちゃんと戦ったとき以来だ。右手にどんな影響があるか分からないため、いざというとき以外は使うなとアリッサにきつく言われていた。でも、今は他に手段がない。


    「貪れ魔狼デイバウアー！」


    　ドクンと右腕が脈動し、感覚だけが膨ふくれ上がる。かつて狼に変じた右腕を魔術が再現する。


    　陽かげ炎ろうのように揺らめく暗い影が右手を包み、大きな《牙の腕》の輪りん郭かくを形作った。


    　ゾクッ――。


    「っ！」


    　ただの勘かんだった。だが僕は警告を告げた本能に従い、体を反転させると陽かげ炎ろうの腕を横よこ殴なぐりに振るう。


    　ドムッと肥大化した右腕の肘ひじに鈍い衝撃。


    　拳だ。いつの間にかオウルは僕のすぐ後ろまで迫っていた。掴つかまなければ飲み込むことはないため弾いただけだったが、牙となった右腕の力は強く、肉にく薄はくしようとしていたオウルを拳ごと押し戻した。


    「これで――形勢逆転だ」


    　右手を前に突き出すように構え、牽けん制せいする。


    「…………」


    　しかしオウルは怯むことなく、黙したまま足を踏み出した。


    



    　ドンッ!!


    



    　それは初めて聞いたオウルの足音だった。アスファルトをひび割り、陥かん没ぼつさせる、すさまじく重い一歩。そして真正面から放たれる右の拳。


    　僕の瞳に、その拳は先程よりも大きく映った。錯さつ覚かくではない。ただ速いだけだ。


    　既に拳が眼前にあるだけ。


    　避けられない！


    　そう悟り、両腕をクロスさせ防ぼう御ぎよの姿勢を取る。当然右腕を前にして。だが――。


    「破はァッ！」


    　裂れつ帛ぱくの気合と共に放たれたオウルの拳は、強大な膂りよ力りよくを得たはずの右腕にめり込み、僕の体を浮かせる。


    　全身を衝撃が貫つらぬき、口の中に血の味が広がった。回る視界の中に輝く水面が映り、僕は自分がガードレールを飛び越え、数メートル下の川岸に落ちていることを知る。頭から落ちればただでは済まないと気づき、迫る地面に右腕を叩きつけた。


    　土くれが舞い上がり、砕けた石の破片が全身を叩くが何とか着地に成功する。だがこんなことで安心してはいられない。僕は急いでオウルの姿を捜す。


    「ふむ……防いだか」


    　道の上にいたオウルはそう呟くと、自分もガードレールを乗り越えコンクリートで固められた斜面を滑り降りてきた。


    　まずい、本当にまずい。まだ甘く見ていた。右腕で掴むことを躊ちゆう躇ちよしていたが、こいつはそんなことを言っていられる相手じゃない。腕の一本や二本を捥もぎ取る覚悟がなければ、こちらが殺されてしまう。


    「私は今まであの一撃を避けられたことも、防がれたこともなかった。少しばかりショックだよ。いかに魔狼の力とは言え、長年掛けて鍛え上げた私の魔術が通じないというのはな」


    　ボタンが弾け飛んだ上着を脱ぎ捨てて、オウルは苦々しく告げる。


    「魔術……だと？」


    「不思議そうな顔をしているな。可お笑かしいか、先程の一撃が魔術だと言う事が。だが現在の世界に存在する魔術とはこういうものだ。己の力を研ぎ澄まし、限界まで鍛え上げ――わずかでも人間を越えた者。それこそが《群れクラウド》の魔術師なのだよ。《雀スパロウ》のように第六の感覚を磨みがくのが主流の中、確かに私は異端ではあるがな」


    　こちらに近づきながら饒じよう舌ぜつに語るオウル。僕はそれに合わせて後退するが、とても逃げ切れそうにはない。


    「だが私はこれだけで《群れクラウド》を上り詰めてきた。人間は絶対に抗あらがうことができない、魔術の域に達した――暴力だけで！」


    　そう叫んでオウルは地を蹴る。砂利だらけの川岸は走りづらいはずなのに、あっという間に彼ひ我がの距離が縮まる。


    　本気でやるしかない。陽かげ炎ろうに包まれていてもダメージを受けた痛む右腕を掲げ、オウルを待ち受ける。


    「死んでも恨うらむなよ！」


    　握り締めていた右手を開く。あらゆるものを抉えぐり取る口を解き放つ。


    　そして繰り出されたオウルの拳に合わせるように、腕を振るった。


    　オウルの目が見開かれる。もし陽ひ名なちゃんとの戦いをこいつが見ていたなら、この手に触れればどうなるか分かるだろう。だが、まだ拳を止める余地はあったというのに、オウルはそのまま拳を振り下ろす。


    「っ！」


    　オウルの思惑は計れないが、僕も右手は引かない。


    　その結果は分かりきっていた。オウルの右腕は陽炎の牙に飲み込まれるはずだった。


    　しかし――。


    　バチィィィィィィィ！


    　お互いの腕が触れた瞬間、白い電光が瞬またたく。


    「うわっ！」


    　その衝撃に弾き飛ばされ、ごろごろと地面を転がる。何が起こったのか分からなかった。


    　岸辺の草むらに突っ込んだ僕はよろよろと立ち上がる。


    　数メートル先に立つオウルもこの現象には驚いたようで、自分の拳をしげしげと見つめていた。


    「こういうことか……どうやら彼に謀はかられたわけではなさそうだ。これならば勝機はある」


    「今のは――何だ？」


    　一人で何かを納得している様子のオウルに問いかける。


    「さてな。だが喩たとえるなら……天の加護が授けられたというところだ。もう私には君の攻撃など通じんよ」


    「ふざけるな！」


    　確かにオウルは強い。魔術なしではどう足あ掻がいても勝てはしないだろう。だがそれでも普通の人間だ。高次存在でもないし、アリッサのような規格外れの魔術を使うわけでもない。


    　第一、《方はこ舟ぶね》の魔術ならフェンリルが吸収するはずだ。ジンが滅びた以上、他の強力な魔術は存在しない。


    「では殺すつもりで来てみろ。そうすれば理解できる」


    「このぉぉぉっ！」


    　構えを解き、棒立ちになってみせるオウルへ、僕は突っ込みながら腕を振るう。


    　バチィィッ！


    　だがその体の中心を抉えぐり取ろうした指は、またしても白い電光に阻はばまれた。


    「――分かったか？　では、続きをやろう」


    　衝撃にたたらを踏む僕へ、オウルは両の拳を連続で繰り出した。


    「ぐっ！」


    　右手を盾たてにして、息をつく間もなく浴びせられる拳の雨を凌しのぐ。時折手のひらを翳かざし、拳を飲み込もうと試みるが、やはり光に遮さえぎられた。


    「はぁっ、はぁっ……」


    　あの強烈な踏み込みで放たれた一撃に比べれば軽いが、ダメージは確実に陽かげ炎ろうの腕を削っていく。


    　ただでさえ心を時間と共に磨すり減らしている《貪れ魔狼デイバウアー》は次第に影を薄くしていった。


    　精神力が限界に近づくにつれ、意識が朦もう朧ろうとしてくる。目が――霞かすむ。


    「どうした、方はこ舟ぶねの姫。様子を窺うかがっているなら早くした方がいい。彼が壊れてしまうぞ」


    　拳を振り下ろしながらオウルが言う。まだアリッサがいると思っているらしい。


    　そうであればどんなにいいか。


    　アリッサと喧けん嘩かしたことを後悔しながら防戦を続ける。そんな僕を見て、オウルは嘲ちよう笑しようを浮かべた。


    「臆したか？　ならば器から葬ほうむってやろう。そうすれば出てこざるを得まい」


    　拳の弾だん幕まくが唐突に途切れる。


    「あ――」


    　ようやく終わらぬ苦行から解放されたのかと、靄もやが掛かったような頭で考えるが、ドンッと響いた踏み込みの音に目を見開く。


    「破ァァァァッ！」


    　繰り出される必殺の一撃。僕は残った精神力をかき集めて、消えかけていた陽炎の腕を補強した。そして衝撃が突き抜ける。


    　ビシッ――。


    　ヒビが入ったかのような音が頭の内側から響く。


    　な……？


    　気がつけば僕の体は宙を舞っていた。右手の感覚が萎しぼみ、力が霧む散さんしていくのが分かる。


    　受け止めきれなかった。限界を超えた《貪れ魔狼デイバウアー》が壊れたのだ。


    　背中がコンクリートの護岸にぶつかり、肺から空気が押し出される。呼吸困難に陥おちいった僕の目に映るのは――止めの拳を振り下ろそうとしているオウルの姿。


    　魔術を砕かれた影響で、何も考えることのできない心がそれでも警けい鐘しようを鳴らす。しかし酸素の足りない体はピクリとも動かない。


    　迫る拳に対して僕ができたのはただ瞼まぶたを閉じることだけだった。


    



    「――黒の呪縛ブラツクバインド！」


    



    　しかし、僕が瞼を閉じて、オウルの拳が命中するまでのわずかな間かん隙げきに、待ち望んでいた声が割り込んだ。


    「ぐっ！　これはっ」


    　驚きよう愕がくの声に目を開く。そこには地面から伸びた黒い帯によって縛しばり付けられたオウルの姿があった。


    　そして横手から軽い足音を立てて、幾き何か学がく模様の描かれた服を纏まとう金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が現れる。


    　もしかしたら、もう来てはくれないかと思っていた。だがいつもギリギリのところでこいつは現れる。絶体絶命の危機を救ってくれる。


    　こんなにも僕はこの姿を待ち望んでいたのか……。


    「アリッサ……」


    　今にも途切れてしまいそうな意識を繋つなぎとめて、その名前を呼んだ。アリッサは僕にちらりと視線を合わせると薄く微ほほ笑えんだ。


    「危ういところであったな。チュールの右手よ」


    「え……？」


    　まるで別人のような口調で、意味不明の単語を呟つぶやくアリッサ。心に満ちていた安あん堵ど感は霧む散さんし、不安が侵食する。何を……言っているんだ？


    　だが戸惑う僕を無視してアリッサはオウルに向き直った。


    「どういうつもりだ。あなたが何な故ぜ邪魔をする？」


    　拘こう束そくされたまま、険しい表情でアリッサに尋ねるオウル。僕にとっては理解できない問いかけだ。この状況でアリッサが僕を助けるのは当たり前じゃないか……。


    　しかし何故かアリッサは当たり前のように言葉を返した。


    「まだ檻おりを壊すのは早いゆえにな。もちろん代わりは利くが、再び鎖を付けるは手間だ。それに汝なんじが狙う相手は、今はコレの中におらんよ。無駄なことをされてはかなわぬ」


    「な――」


    　オウルは驚いた顔で僕を見下ろし、納得したように頷うなずく。


    「道理で姿を見せんわけだ。となれば……もう戦う理由はないな」


    　体から力を抜いたオウルを見て、アリッサはなんと魔術を解いた。


    「また日を改めるがいい。何なら我が絶好の機会を設こさえてやるぞ」


    　自由になったオウルにそう告げるアリッサ。


    「遠えん慮りよしますよ。あなたは――信用できない」


    「くく――ひどいものだな。我は汝なんじのために力を貸しているというのに」


    　そんな会話を交わしながらこちらに背を向ける二人。


    「あ、アリッサ……？　いったい何が――」


    　震える声で問いかけるが、アリッサは僕に冷たい笑みを見せただけで、オウルと共に遠ざかっていってしまう。


    　なんとかして追いかけたかった。しかし体は動かず、必死に保っていた意識も限界だった。


    　ずきんっ！


    　魔術の反動か、それとも深刻な怪我を負ってしまったのか――強烈な頭痛が僕を襲う。


    「く……アリッ……サ……」


    　わずかに抗あらがうものの、その痛みは凄すさまじく、意識はあっという間に押し流され――闇に落ちた。


    



    　どのくらい暗闇を見ていただろう。一秒か、一分か、それとも一時間か――。


    「……スケ！　ケースケ！」


    　僕は耳元で響く喧やかましい声を頼りに意識を引き上げ、ゆっくりと目を開けた。


    「あ、あれ――アリッサ？」


    　目の前には顔を蒼白にした彼女がいた。先程の冷たい表情は跡形もなく消え、目の端に涙を浮かべて僕を見つめている。


    「ちょっと、何があったのよ！　どうしてこんなにボロボロなの!?」


    「何、言ってるんだ？　お前が……助けてくれたんだろ？」


    「あたしが来たときには、あんた以外誰もいなかったわよ！　ああ、もういいわ、とにかく怪け我がを治すから！」


    　そう言って治療魔術を唱えるアリッサを見ながら、先程のことは夢だったのではないかという思いに囚とらわれる。僕はオウルの渾こん身しんの一撃に魔術を砕かれ気絶していたのかも……。


    　だけどそうだとしたら何故僕は生きている？


    　逆に全て現実だったなら、あのアリッサは何だ？


    「癒す光アベートライト！」


    　金色の暖かい光で僕を癒いやすアリッサを見ながら、考える。


    　どちらにせよ、あんな冷たい表情のアリッサはもう二度と見たくない――と。


    



    
      ＊

    


    



    　ずきんっ。


    　あたしは脳が軋きしむような頭痛を堪こらえながら、治療魔術でケースケを癒いやしていた。


    　本人は気づいていないようだが右腕があらぬ方向に曲がっている。右手はフェンリルのせいで治療をすることができなかったが、腕なら何とかなる。へし折れた肘ひじの辺りを重点的に癒しながら、あたしは怯えていた。


    　ねえケースケ、どうしてそんな目であたしを見るの？


    　こちらを見上げるケースケの表情が不安だった。そこに安あん堵どの色はなく、まるで疑うような眼差しが揺れている。


    　ずきんっ！


    　頭痛は治まらない。


    　どうしてこんなことに……何があったの？


    　全然分からない。事態に頭が追いつかない。


    　あたしはひどい後悔を覚えながら、今日のことを思い返した――。
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    間章　揺れる心、交わす約束


    



    
      １

    


    



    　約三時間前――あたしは走っていた。あいつから逃げるように。


    



    
      ＊

    


    



    　頭の中がぐちゃぐちゃだった。


    　ケースケへの悪態を頭の中で繰り返しながら、走り続ける。


    　ケースケの馬鹿！　あんなやつの言うことを真に受けて――。だから話し合いなんて応じなければよかったのよ。


    　魔術というのは奇跡でもあるが、本質は外げ道どうだ。叶えてはいけないことさえ叶える力だ。


    　それを追い求める魔術組織がまともなはずはない。絶対にいつか自分や方はこ舟ぶねだけでなく、ケースケやミユさえも危険に晒さらすだろう。様子を窺うかがうなんて甘いことを言える相手ではない。


    「どうして……それが分からないのよ！」


    　当たり散らすように叫ぶが、冷静にそれを説明できなかった自分にも気づく。


    　魔の術と呼ばれる由ゆ縁えんを、そしてお母様に聞かされたかつて魔術師が行った所業を伝えれば、ケースケも魔術組織というものに対する見方を改めたかもしれないのに。


    　迸ほとばしる感情を抑えることができず、意固地になり逃げ出してしまった。


    　なんでこんなに――動どう揺ようしてるの？


    　自分が理解できない。さらに何な故ぜか昔のことが頭をよぎる。


    　自分のことを優しく見つめながらも、どこか寂しげだったお母様。


    　そんなお母様を心配し、《箱庭ガーデン》から頻ひん繁ぱんにやってきた叔お母ば様。


    　大切にされたけど、決して一番ではなかったあたし。


    　そして――そんなあたしの前に現れたジンのこと。


    　岸辺に流れ着いたあいつを見つけたときの驚きは忘れない。


    　反対する叔母を説き伏せて、自分の従者として島に置くことを許された喜びも。自分だけの人間が、あたしを一番に見てくれる相手が手に入ったことの満足も、はっきり覚えている。


    　その後、共に過ごした一年にも満たない時間は幸せだった。


    　しかし手に入れたと思ったものは全部偽にせ物もので、ジンは裏切った。あたしは決して一番などではなかった。


    　その時の絶望が、忘れかけていた痛みが、心を軋きしませる。


    　そこでようやくあたしは気づいた。あの時と同じ感情が胸を支配していることに。


    「ケースケ……」


    　いつの間にか、根拠もなく信じていた。ケースケはどんなことがあっても自分と一緒に戦ってくれるのだと。


    　だけどそうじゃなかった。


    　ケースケにとっても、あたしは一番じゃないのかもしれない。


    「なんでよ……それがどうしたっていうのよ！」


    　ケースケはあたしが無理やり巻き込んだ人間だ。どうしようもない運命さえも押し付けたあたしなんて一番になりえるはずない。そんなことは当たり前だ。


    「なのに、どうして……どうしてよ！」


    　どうしてあたしは、冷静に考えれば妄もう想そうでしかないことを信じていたのだろう。


    　自分の心が分からず、闇やみ雲くもに走り続ける。だが――。


    　ドンッ！


    　前をよく見ていなかったせいで、角を曲がってきた誰かとぶつかってしまう。


    　感情が昂たかぶっていたため精神体の強度が増していたのか、あたしはさほど衝撃を感じなかったが、衝突した相手は派手に転んでしまっていた。ショートカットの線の細い女の子だ。


    「あ、ご、ごめんね」


    　あたしは慌あわてて仰向けに倒れた相手に駆け寄る。


    「う、うーん、あ……大丈夫です。私、怪け我がはしていないはずですから――」


    　目を回しながら、ふらふらと上半身を起こした彼女だったが、あたしの顔を見て言葉を止める。あたしも思わず息を呑のんだ。


    「あんたは――」


    　ヘアスタイルは変わっていたが、その灰色の髪には見覚えがあった。


    「あら、おはようございます。今日は空を飛んでないんですね、アリッサ」


    　それは昨日、火事から助け出した少女――美み澄すみ透とう子こ。彼女はにっこり笑って挨あい拶さつした後、不思議そうに訊たずねてきた。


    「……なぜ、泣いているんでしょうか？」


    　言われて初めて、あたしは自分の顔が濡れていることに気づいた。


    「あ、あれ？」


    「何か悲しいことがあったんですね」


    　美澄透子は顔を曇らせて立ち上がる。そして戸惑うあたしの涙を、指で優しく拭ぬぐった。だが――。


    「くっ……」


    　彼女はいきなり顔を顰しかめ、苦しげな声を発してあたしの方に倒れこんできた。


    「ど、どうしたのよ、大丈夫？　やっぱりどこか打ったんじゃ――」


    「……違います。こ、これはいつもの……すぐに治まりますから……」


    　胸の辺りを押さえて、彼女は言うが尋じん常じような様子ではない。


    　とにかくどこか安静にできる場所に運ばなければと思い、あたしは彼女を抱き上げると少し先に見えた小さな公園へ入っていった。


    



    
      ２

    


    



    　いつもケースケ達と訓練をする自然公園と違い、あたしが踏み入った公園は遊具がいくつかある程度のフェンスに囲まれた狭い空間だった。あまり手入れされていないのか、雑草が生い茂り、遊具にはサビが浮いていた。休日とはいえこんな場所に子供を連れてくる親はいないようで、呆あきれるほど閑かん散さんとしている。


    　あたしは手ごろなベンチに苦しむ美み澄すみ透とう子こを寝かせ、様子を見守る。するとすぐに落ち着くという言葉通り、痛みに耐えるかのような表情は和やわらいでいった。


    「――ご心配をおかけしました」


    　薄目を開けると彼女は身を起こし、立ち上がろうとする。


    「あ、まだ座ってなさいよ。もうしばらく休んでいた方がいいわ」


    「はい……すみません」


    　あたしは彼女の横に腰を下ろすと、青白いと言っていいほどの顔を覗のぞき込む。
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    「もしかして、何か病気なの？」


    　その言葉に彼女は苦笑を浮かべる。


    「まあ……そんな感じでしょうか。だけど気にしないで下さい。いつも同じ時間にさっきのような発作が起こるだけなんです。今日は……あれ？　いつもより早い？　おかしいですね……そんなはずはないのに」


    　腕時計を見て、彼女は首を傾かしげる。


    「発作なんていつ起こるか分からないんじゃないの？」


    「いいえ、分かるんです。私の場合、決まっていますから。あ、そうか、きっと時計が遅れているんですね。すみません、そのせいでまたまたアリッサのお世話になってしまいました」


    「それは別にいいんだけど……」


    　彼女の物言いに違和感を覚えつつ頷うなずく。まああたしにとっては世の中知らない事だらけ。そんな病気もあるのかもしれない。


    「だけど、やっぱりアリッサは私を助けてくれる《天使》ですね。昨日一緒にいた方は今日はいらっしゃらないようですが――」


    「あいつは……別行動よ」


    　苦い想いが蘇よみがえり、ぶっきらぼうに答える。


    「ということは、普段は一緒なんですね。昨日はああ言いましたが、あの方も天使なんでしょうか？」


    「あのねぇ、あたしもあいつも天使なんかじゃないわよ」


    「じゃあ何なんですか？」


    　そう問われて言葉に詰まる。魔術のことはもちろん話せない。となれば何と言うべきか。


    「そ、それは……」


    　するとあたしの困った顔を見て、彼女は笑う。


    「――別に言わなくてもいいですよ。私にとっては《天使》。それで十分ですから」


    「だったらあたしも聞くけど、どうして天使なのよ？」


    「私を助けてくれたときのアリッサが天使にしか見えなかったから。それだけです」


    「もしかして……船の事故でのこと？」


    　ケースケが言っていたことを思い出して、訊たずねてみる。すると彼女は顔を輝かせた。


    「思い出してくれたんですか！」


    「い、いえ、あのね、ケースケが――昨日一緒にいた奴のことなんだけど――そうじゃないかって……」


    　残念そうに彼女は肩を落とすが、あたしを懐かしむような目で見ながら語りだした。


    「はい、その方の言うとおりですよ。私は海に沈んでいくところを金色に輝く天使に助けられました。その顔は絶対に忘れません。正直、私は死が間近に迫る瞬間まで、命が終わることの覚悟なんて容易たやすいと思っていました。だけどそうじゃなかった。死にたくないと土ど壇たん場ばになってもがいて――でも遅くて。そんな時来てくれたのがアリッサだった……」


    　同じだったんだ……ケースケと。


    　だが助ける順番が違っただけで、あいつは魔ま狼ろうに選ばれてしまった。そう思うとやり切れない。


    「――痛そうな顔。アリッサ、どうしたんですか？」


    「……何でもないわ」


    「ケースケという方のことを考えていたんですか？」


    「ど、どうして？」


    　図星を指されて、動どう揺ようしながら問い返す。


    「だってその方の事を口にする時、どこか苦しそうな顔をしてましたから。角でぶつかったときもアリッサは泣いていましたね。何かあったんですか？」


    「な、何もないわよ。ケースケなんて関係ない……」


    　あたしは反射的に否定するが、彼女は笑う。


    「正直な方なんですね。嘘うそがバレバレです。私でよければ相談に乗りますよ？　アリッサに少しでもご恩を返したいですし」


    「う――」


    　その言葉に先程までの葛かつ藤とうを吐き出したい衝動に駆られるが、ぐっと堪こらえる。


    「無理よ。あなたには悪いけど、話せないことが多すぎるもの」


    「じゃあ話せることだけでいいです」


    「そう言われてもね……」


    　複雑な事情を抜きにして説明できることでもないと思う。


    「では、《ケースケ》がどんな方なのかだけ教えていただけませんか？　それもダメでしょうか？」


    「別にそれなら構わないけど……今、あたしケースケに腹を立ててるから愚ぐ痴ちと悪口ばっかりになるわよ？」


    「はい、十分です。なんとなくそれを聞けば色々分かる気がしますから」


    　何が分かると言うんだろう。あたしは疑問に思いながらも、ケースケの事を思い描きながら口を開いた。


    



    「――っていう感じで、本当に流されやすい奴なのよ。この前だってちょっともっともらしい事を言われただけで騙だまされちゃうし。その上頑固なんだから始末に終えないわ。一度決めたことはなかなか曲げないから、何を言っても耳を貸さないし。あとね、何より腹が立つのが、女の子に甘いってとこよ。あたしの事はぞんざいに扱うくせに、敵だった子にまでデレデレしちゃって。信じられない！　相手も相手でどういう訳かケースケに寄ってくるし……あんな八方美人のどこがいいんだか。誰にでもいい顔をするから付け上がるのよ。もっと毅き然ぜんとした態度を望むわ。優しいっていうのは良い事なんだろうけど、ケースケの場合は行き過ぎだもの。その上自分を顧かえりみないから、いつも損するの。あたしのために頑張ってくれた時もあったけど、正直複雑だった。そりゃ嬉うれしくもあったけど、そのために無茶して危険なことになってたんだから。本当にどうしようもない我わが侭ままよ。人の気持ちなんて考えずに行動する大馬鹿。まあ最初にあったときは臆おく病びような上に自じ暴ぼう自じ棄きなんていうどうしようもない人間だったから、それよりはマシになったけどまだダメ。心配で目が離せないわ。そもそも大事なものに優先順位をつけるべきなのよ。ケースケには自分より大切なものが多すぎるの。そんなもの一つか二つぐらいでいいのに……あなたもそう思うでしょ!?」


    「は、はい……」


    　圧倒されたような表情で、あたしの話を黙って聞いていた美み澄すみ透とう子こは頷うなずいた。


    　そこであたしは我に返る。何だか喋しやべり始めたら止まらず、ヒートアップしてしまった。


    「えーっと……あたし、結構長く話してた？」


    「そ、そうですね。かれこれ一時間は」


    「ホントに？」


    「ええ。まあ何回かループしてましたから」


    「ご、ごめんね。つい……」


    　恥ずかしくなって俯うつむく。


    「あ、いいんですよ。聞かせてくださいって言ったのは私だし、おかげで分かりました」


    「分かったって……何が？　ケースケの馬鹿さ加減？」


    　きょとんとして訊たずねる。


    「違いますよ。アリッサが彼のことを、どう思ってるかがです」


    「そりゃあれだけ言ったんだから分かるでしょ」


    　すると彼女は微ほほ笑えんで頷いた。


    「好きなんですね」


    「…………………………はい？」


    　彼女が告げた予想外の単語を理解するのに時間が掛かった。


    「あ、あのね……どうしてそういう事になるのよ！　あたし、さっき一度でもそんな――ケースケが好きだなんてこと言った？」


    「言ってませんよ。でも言葉全部で《好き》って伝わります」


    「いい加減なこと言わないでよ」


    「じゃあ嫌いなんですか？」


    　そう聞かれて、言葉に迷う。


    「そりゃ……正直に言えば嫌いじゃないけど」


    「それは好きってことだと思うんですが」


    　しつこい彼女にうんざりし、あきらめて頷うなずく。


    「……まあ確かに他の人間に比べたら好きかもしれないわね。これでいい？」


    　だが彼女はそれを聞いて眉まゆを寄せた。


    「アリッサは……《好き》って意味、分かってますか？」


    「馬鹿にしてるの？　そんなの言葉どおりの意味じゃない。大事とか気に入っているとかいうことでしょう？」


    　彼女は首を横に振った。


    「違いますよ。何だか噛かみ合っていないと思っていましたが、私が言っている《好き》はそういうものじゃなく、特別な《好き》のことです。つまりは愛です」


    「愛……特別な……？　要するに一番ってこと？」


    「それも少し違います。例えば私にとって一番大切なのは父ですが、それはあくまで普通の好きです。分かりませんか？」


    「あ、あんまり……」


    「む～、仕方ありません。それじゃあ、じっくり説明してあげましょう」


    　何か妙なスイッチを入れてしまったのか、瞳を燃やして彼女は得とく々とくと愛について語り始めた。


    



    「――つまり、ラヴなんです！　わかりましたか？」


    　今度はあたしが長い説明に付き合わされることになり、理解不能の変へん遷せんを経て、彼女は結論を告げた。既に思考停止していたあたしは機械的に答える。


    「余計こんがらがった」


    「どうしてっ!?」


    　彼女は心底ショックを受けたようにあたしに詰め寄った。だが無理を言わないで欲しい。


    　あたしが約二時間に及ぶ説明から理解できたのは、愛はラヴであるということだけなのだ。最初はまだ真面目に聞いていたのだが、眠くなり右から左に聞き流しているうちに、全部忘れてしまった。


    「うむ～、こうなったもう一度最初から――」


    「お願い、それはやめて」


    　あたしはもう勘かん弁べんとばかりにベンチから立ち上がった。


    「そろそろ行くわ。いつの間にか日も傾いてるし」


    　彼女と話しているうちに、空は夕方の気配を見せ始めていた。方はこ舟ぶねから出て以来、ケースケ以外の人間とこれほど長く話したのは初めてかもしれない。疲れたが、妙に心が落ち着いていた。


    　何を悩んでいたのか忘れそうなくらいに。


    「そうですね、残念ですけど……アリッサは彼から目を離せないんでしたものね？　では、お気をつけて」


    　まだからかうように言う彼女に私は肩をすくめる。


    「もう……好きに言ってなさい。あなたもまた倒れたりしないよう、気をつけて帰りなさいよ」


    「透とう子こ」


    「え？」


    「あなたじゃなく、透子って呼んでください。それで……よかったら明日も来てくれませんか？　また色んなお話がしたいです」


    　その言葉に何故か心が躍った。長話に付き合わされてうんざりしているはずなのに、嬉うれしいという気持ちが湧き出る。


    「ええ、いいわよ――トウコ」


    「ありがとう、アリッサ。じゃあ明日の正午にまたここで待ってます。よければ彼も連れてきてくださいね」


    「いいけど……トウコ、今日みたいな話をケースケの前でしたら怒るからね」


    「わかってますよ。またね――」


    　手を振るトウコに背を向けて公園を出た。


    　ずきっ。


    　だが高揚した気分に水を差すように、突然の頭痛が走る。


    「な、何今の？」


    　頭を押さえ、周囲を見渡す。精神体であるあたしが痛みを感じるのは、外部からの刺激によるものだけのはずだ。しかし辺りに敵の姿などなく、自分の体も特にダメージを受けてはいない。


    「――――っつ！」


    　足を止めて首を捻ひねっていると、またしても先程以上の痛みが頭の内側から生じる。脳が爆発してしまいそうだ。


    「あうっ……うぅぅぅっ！　あぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


    　あたしは耐え切れずに膝を突き、痛みを喉から絞しぼり出すかのごとく叫ぶが、湧き出る激痛は際限がない。


    　意識を繋つなぎとめようとあたしは知らず知らず、助けを求めるようにあいつの名前を口走っていた。


    「ケー……スケ……」


    



    
      ＊

    


    



    　狭く、人ひと気けのない公園で、一人の少女が空を見上げていた。


    「天使と友達になれました――」


    　嬉うれしそうに彼女は独ひとり言ごとを呟つぶやく。だがその声音とは裏腹に、彼女の表情はまるで痛みを堪こらえるかのように歪ゆがんでいた。


    　左胸を両手で押さえながら、言葉を続ける。


    「止めたのが天使なら――動かすのも天使なんですね。きっと、この時計は遅れていない……」


    　腕時計に目をやる彼女。


    「だとしても、私は天使に感謝します。もう十分、時間を貰もらえましたから。でも――」


    　そこで初めて彼女の声に憂うれいが混じる。


    「あの人は――どう思うのでしょう……」


    　誰に向けた言葉なのか……彼女は目を細め、小さく呟いた。
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    第三章　拒む白光、囁く虚像
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    　夜空が回る、くるくると。


    　柔らかな暖かさに包まれながら、流れる星をあたしは眺める。


    　今は、あたしが一番好きな時間。寝る前に小さなお城の屋上で、昔語りを聞く時間。


    「ねぇ！　今日はどんなお話をしてくれるの？」


    　あたしを膝に乗せ、優しく髪を梳といてくれているお母様に尋ねる。


    「そうね……アリッサはどんな話が聞きたい？」


    「うーん、おじーさまのタタカイのお話がいいなぁ」


    　あたしがそう言うと後ろから笑う気配が伝わってきた。


    「あなたは本当にその話が好きね」


    「だってかっこいいんだもん！」


    「もう少し女の子らしいリクエストもしてほしいわねぇ。でもいいわ。じゃあ今日は一番大きな戦いの話をしてあげる」


    「ほんと!?」


    「ええ、でもアリッサにはちょっと難しいかもね」


    「むずかしくないもん。あたし分かるもん！」


    　頬を膨ふくらませ抗議すると「はいはい」とお母様は頷うなずいた。


    「それは――アリッサのおじいさまがね、《天牢ウオルフ＝ライエ》をお創りになった直後のお話よ。そこにね、天使が現れたの」


    「テンシ？　テンシってなに？」


    「天使は世界の法則を司つかさどる守護者――《代界存在ロウラー》のことよ。魔術師が世界の理ことわりを歪ゆがめたら、それを正しに現れるの。《連なる世界セフイロト》の流れを保つためにね。分かるかしら？」


    「うー……おじーさまが悪いことをしたって……こと？」


    　その言葉にお母様は一瞬息を呑のんだが、「違うわ」と静かに答えた。


    「天使から見れば間違ったことかもしれないけれど、おじいさまは正しいことをしたのよ」


    「じゃあ……どっちも悪くないの？」


    「そうね、だけど天使は融ゆう通ずうが利かないから、戦うしかなかったの。長い戦いだったわ。天使は並みの《高次存在ヴイナー》なら仮に具現化しても敵かなわないの。おじいさまでも苦しい戦いを強いられた……」


    「え――だったら、おじーさまは負けちゃったの？」


    「いいえ、だったら私たちはこうして生きていないでしょう？　三日三晩に及ぶ戦いの末に、おじいさまは天使を打ち倒したわ」


    「やった！　あ、でも……天使は……死んじゃった？」


    「天使はこの物質界――《王国マルクト》の化身だから滅ぶことはないわ。だからおじいさまは殺すんじゃなくて、封印なさったのよ」


    「よかったー、悪くない人が死ぬのはイヤだもん。さすがはおじーさまね！」


    「……そうね」


    　だが何な故ぜかお母様は一拍遅れて相あい槌づちを打ち。ぎゅっとあたしを抱きしめた。


    「お母様？」


    「今日はもう寝ましょう。冷えてきたわ」


    「う、うん。あ、そっか、あたしはあったかくてもお母様は寒いものね」


    　そう言ってあたしはお母様の顔を見上げて、にっこりと微ほほ笑えんだ。


    



    
      １

    


    



    　寮の玄関を出ると、いつもより空が広いような錯さつ覚かくに襲われた。


    　その理由は簡単。ずっと空を覆おおっていた雲が今日は少なく、青空が見えていたから。


    　直接降り注ぐ太陽の日差しに、目を細める。わずかに残っていた眠気はそれで吹き飛んだ。そういえば昨夜も夢を見た気がする。しかし今日はぼんやりとしていて上う手まく思い出せなかった。


    「まだ十時だっていうのに――暑くなったな。まあもうすぐ七月だし、こんなもんか」


    　そう呟いて歩き出す。門を出てしばらく経ったところで、隣に足音が増えた。


    「ケースケ、油断しちゃダメよ」


    「分かってるよ」


    　実体化したワンピース姿のアリッサに頷うなずき、僕らは並んで歩き出した。


    　今け朝さ目覚めた後、昨日のことは包み隠さずアリッサに話した。迷いはあったが、やはり判断を仰いだ方がいいと思ったのだ。案あんの定じよう、僕がアリッサに助けられたことを告げるとそんなはずはないと否定された。


    『――あたしが二人いる訳ないわ。水すい晶しよう封ふう印いんしてある体はあたし以外触れられないはずだし。あんたの言うように夢って線が一番ありえるわね』


    　アリッサはそう言った。だが意識は朦もう朧ろうとしていたものの、妙にリアリティはあったのだ。夢と断ぜられると逆に、あれは本当のことだったような気がしてくる。


    　その迷いを見てとったアリッサは自分を疑っているのかと、恐る恐る訊たずねてきたが、僕は違うと答えた。


    　それは本心からの言葉だったが、脳裏にちらつく冷たい表情を浮かべたアリッサの面影は振り払うことはできなかった。その心を見透かされたのか、アリッサはわざとらしい明るさでこう告げた。


    『も、もしかしたら幻覚を見せられたってことかもしれないわね！　そう考えれば、ケースケが見たことは本当ってことになるわ。だけど今の材料じゃ判断できない。だ、だったら、確実にあたし達を狙っているはずのオウルをおびき出しましょう！』


    　それが今、僕らが目的地もなく二人で歩いている理由だった。いつ襲われるか分からないなら、わざと隙を見せて誘い出そうというアリッサの計画だ。


    　正直、もう一度あいつに立ち向かうと考えるだけで膝ひざが震えそうになるが、アリッサが一緒なら話は別だ。別だと――信じたい。


    　そんなことを考えながら歩いていると、沈黙がしばらく続いていることに気づく。


    　横目でアリッサを見ると、同じようにこちらを見ていたアリッサと目が合った。


    　どうやら、お互い気まずいらしい。オウルの襲撃でうやむやになりかけているが、まだ昨日の諍いさかいは解決したわけではないのだ。


    　ふぅ、と大きく息を吐き、思い切って口を開く。


    「なあアリッサ、昨日は……悪かったな。僕の考えが甘かった」


    「え、な、あ、そ、その、わ、分かればいいのよ！　だけど――あたしも言葉が足りなかったと思うし、軽々しく別行動するんじゃなかった……ごめん」


    　珍しく謝罪を口にするアリッサに僕は目を丸くする。


    「何よ？」


    「いや――別に」


    　むすっとするアリッサを眺めて笑う。なんだか空気が和やわらいだ気がした。だが油断してはダメだと、気を引き締めるため肩に力を込めた途端、首がずきっと痛んだ。


    「っつ……なんだろ、朝起きてから首が痛いんだよなぁ。寝違えたかな」


    「あ――」


    「ん、なんで顔を赤くしてるんだ？」


    　そういえば今日はアリッサのやつ、僕よりだいぶ早くに目覚めていたようだが……。


    「な、何でもないわよ！　ちょっと今日は昔の夢を見て感傷的になってるだけ！　寂しくなってあんたの顔を抱きしめたりなんかしてないんだからね！」


    「……そんなことしたのか？」


    「し、してないって言ってるでしょ!!」


    　顔を背そむけて、足を速めるアリッサ。まさかホントに？　こっちまで顔が火ほ照てる。


    「あ、おい、離れて歩くのは危ないって！」


    「ケースケが遅いのよ。あたしに合わせなさい」


    「お前なぁ……」


    　うんざりしながらも、ようやくいつもの調子が戻ってきたことに、僕は安あん堵どを覚えていた。


    　だが……いつも通りであればあるほど際立つ。昨日のアリッサが見せた、冷笑の異質さが――。ちらりとアリッサの様子を窺うかがう。


    　まさか二重人格とかなんて……有り得ないよな。あれは夢か幻覚に違いない。


    　そうあって欲しいと、僕は心から願った。


    



    「うーん……来ないわねぇ」


    　アリッサが退屈そうに呟つぶやく。


    　かれこれ二時間ほど人ひと気けのない道を選んで歩き続けていたが、一向にオウルが現れる様子はない。


    「もしかしたら……オウルは僕らを見張っていないんじゃないかな」


    「どういうこと？　いくらなんでも一人や二人監かん視しを付けてると思うんだけど」


    「それだけどさ……本当かどうか分からないけど、オウルは自分の行動が独断だと言ってた。だとしたら監視を置くのはあいつにとって不ま味ずいはずだ。命令違反を見み咎とがめられないために、監視は付けていないのかも。それに昨日、オウルは僕らが別行動をしていることを知らなかった」


    「えー……じゃあこれだけ歩いたのは無駄ってこと？」


    　肩を落として顔をしかめるアリッサ。


    「そうでもないだろ？　四六時中、見張られているわけじゃないって分かっただけ収穫だ。きっと襲うつもりなら、僕らのよく通る道で待ち伏せする可能性が高いだろうな。昨日みたいに」


    「待ち伏せ……先手を取られる以上、罠わなに飛び込むのと変わりないわね」


    「まあそうだけど、予測はしやすいから気をつけてさえいればいいだろ。それより重要なのはあいつとどう戦うかってことじゃないか？」


    　攻撃が一切通じなかったと伝えたのに、アリッサは戦う気まんまんだ。何か策はあるのだろうか。


    「それは実際に戦ってみて考える」


    「おい、考えなしかよ」


    「む……別に無策って訳じゃないわ。白い光が邪魔をしたのはこっちが攻撃を仕掛けたときだけなんでしょ？　それにあたしに似た誰かが使った捕ほ縛ばく魔術は効いたのよね？　防がれるのが攻撃だけだとしたら戦いようはいくらでもあるわ」


    　そういう考え方もあるのかと、僕は驚く。


    「なんか――勝てそうな気がしてきたな。だけどそのときのことは意識が朦もう朧ろうとしていたから、アリッサの言うように真偽が定かじゃない。話半分に思っていてくれよ」


    「わかってるわよ。だから実戦で確認するの」


    　アリッサがそう答えたとき、どこからか鐘の音が聞こえてきた。


    「この音、何？」


    　不思議そうに問うアリッサ。


    「ああ、教会か……もしくは時計台が近くにあるんじゃないかな。たぶん今の時間なら、鐘の音で正午を報しらせてるんだよ」


    「正午――」


    　するとアリッサは急に表情を強張らせた。


    「あ―――――、忘れてたぁっ！」


    　突然のアリッサの大声に耳を押さえる。


    「な、何だよ？」


    「あたし、約束してたの、正午に！」


    「は？　誰とだ？」


    「トウコとよ！　ああ、どうしよう……とにかく急がないと。ケースケ行くわよ！」


    「え、と、トウコって誰だよ！」


    　聞き覚えがある気もするが、思い出せない。


    「いいから、走りなさい！」


    　腕を引っ張るアリッサに従いながら足を動かすも、僕にはさっぱり事態が飲み込めなかった。


    



    
      ２

    


    



    　アリッサに引き摺ずられてやってきたのは、荒れた小さな公園だった。住宅街の只ただ中なかにあるものの、この辺りは駅から大分遠くなるせいか整備が行き届いていないらしい。


    「……怒ってないかしら」


    　恐る恐るといった様子でフェンス越しに中を窺うかがうアリッサ。僕も真ま似ねて目を凝こらすと、奥のベンチにぽつんと一人で座る、髪の短い少女を見つけた。


    「あの子か？」


    「そう。じゃ、じゃあ行くわよ」


    「って何で僕が前なんだよ」


    　僕に隠れるようにして、背中を押すアリッサに抗議する。


    「だ、だって……」


    　何な故ぜか弱気なアリッサを、無理やり前に立たせて今度は僕が背中を押していく。


    「ちょ、ちょっと止やめなさいよ！」


    　慌あわてるアリッサだが、大声を上げたせいでベンチの少女が僕らを見つけてしまう。


    「――アリッサ！」


    　弾む声で名前を呼んだ少女は、こちらに駆け寄ってきた。間近まで来たときに、それが火事のときに出会った少女、美み澄すみ透とう子こであることに気づく。


    「トウコ……遅れてゴメンね」


    「いいんです。私が無理やり約束してもらったことですから。来てくれただけで嬉うれしいですよ」


    　そして今度は僕の方を向いて頭を下げる。


    「先日はありがとうございました。今日はアリッサと一緒みたいでよかったです」


    「あ、ああ……」


    　何がよかったのか分からないが曖あい昧まいに頷うなずく。


    「――髪、切ったんだな。あの時とは印象が違って分からなかったよ」


    「これですか？　はい、お父さんが長くなったから切ろうって言って……ちょっと短くされすぎちゃいましたが」


    　特徴的な灰色の髪を撫なでて苦笑する彼女。


    「それにしても二人はいつ約束なんかしたんだ？」


    「あれ、聞いていませんか？　昨日偶然、再会したんです」


    　となると昨日アリッサが走り去った後だな……。


    「そうなのか。いや、なんか訳も分からないまま無理やり連れてこられたから」


    　そう言ってアリッサを見る。


    「――仕方ないじゃない。それどころじゃなくて忘れてたんだから……」


    　睨にらみ返し、僕だけに聞こえるよう耳元で囁ささやくアリッサ。


    　その様子を見て、何を勘違いしたのか美澄さんは微ほほ笑えんだ。


    「とにかくお二人ともこちらにいらしてください。私、お弁当作ってきましたから一緒に食べましょう」


    「え、本当に？　ちょうど腹が空いてきてたから、ありがたいな」


    　思いがけず食事にありつけることに喜び、素直に彼女の後に付いていく。だがふと、ある疑問が浮かび、今度は僕がアリッサに小さく囁いた。


    「なぁ……お前、食べ物って大丈夫なのか？　今まで食べたり飲んだりするとこ見てないけど……」


    「ん？　別に平気よ。実体化しているうちは肉体を再現してるから、食事はできるわ。でもこの体に必要なのは栄養分じゃなくて精神力だから、食べても意味がないけどね」


    　つまり単に不要だからという理由だったらしい。


    　それなら大丈夫だろうと僕は安心する。今の言葉に恐るべき危険が潜ひそんでいることを知らずに……。


    



    「お、おいしいじゃない！　こんなのあたし食べたことないわ！　ねぇ、これはなんて料理？」


    「あ、それはウィンナーです。でもそんな大したものじゃ――」


    　すさまじい勢いで箸はしを料理にぶっ刺して、口に運び続けるアリッサを、僕と美み澄すみさんは呆ぼう然ぜんと眺めていた。


    　箸を割り込ませる隙もなく、瞬またたく間におかずが平らげられていく。


    　そうか、栄養を必要としないということは、逆に満腹状態にもならないということだ。


    　底なしの胃袋を手にしたアリッサに食事を与えるべきではなかったことを、僕は思い知る。


    「は、腹が減ってるのは僕なんだけど……」


    「ケースケ、それ取るんじゃないわよ！」


    　恐る恐る伸ばした箸は、アリッサに弾かれた。彼女は両手に一本ずつ箸を握り、それを串くしのように使って、目を付けた料理を貫つらぬいていく。何とかして食物を奪取しようと狙う僕を片方の箸で捌さばきながら、食事を続けるアリッサ。


    「ひ、卑怯だぞ！　お前、箸の使い方間違ってる！」


    「え？　そうなの？　だけどこの方が便利じゃない」


    　僕の注意にもあっけらかんと開き直り、アリッサは一人でおかずを食べつくしてしまった。


    「あぁ……」


    　空っぽになった弁当箱を見下ろしてうな垂だれる。美澄さんは僕が来ることも想定して、多めに作ってきてくれたというのに。


    　僕とは正反対に、アリッサは満足そうに顔をほころばせていた。


    「トウコ、ごちそうさま！　おいしかったわ」


    「喜んでいただけたのなら嬉うれしいです」


    　僕を申し訳なさそうに見ながらも、アリッサに笑顔を返す美澄さん。


    　いいんだよ、悪いのはアリッサなんだから……。


    　心の中でそう呟き、僕は空を仰いだ。


    　青空に浮かぶ丸い雲が――おいしそうだった。


    



    　太陽が徐々に西へ傾く。ベンチに座った影もいつの間にか長さを変えていた。


    　食後のまったりした空気感の中、僕らは次第に打ち解けながら言葉を交わす。


    「――美澄さんは、やっぱりあの船の事故でアリッサに会ったんだな」


    「はい、助けてもらいました。本当に感謝しています」


    　食事の後、アリッサが思い出したようにそのことを僕に説明したのだ。


    　予想通りではあったが、となれば船で会った少女と同一人物なのかが気になる。


    「実はさ……僕も同じ船に乗っていたんだ」


    「まあ、ではあなたもアリッサにはその時？」


    「ああ。で、さ。事故が起こる前、僕は美み澄すみさんに会ってる気がするんだ。その灰色の髪は見間違えないと思う。覚えてないか？」


    　そう訊たずねると何故か彼女は表情を曇らせた。


    「ごめんなさい、実は私、事故より前の――いえ、正しくはアリッサに助けられる以前の記憶が一部曖あい昧まいなんです」


    「一部？」


    「顔が……思い出せないんです。自分がどんな経験をしてきたのかは、はっきり覚えているのに、出会った人達の顔だけがぼやけているんです。お医者様は、両親が死んだことを心が受け入れられなかったせいかもしれないと仰おつしやっていました」


    「でもさっき、お父さんに髪を切ってもらったって……」


    　思いがけない言葉に動どう揺ようしながらも、僕は矛む盾じゆんを挙げる。


    「養よう父ふ……なんですよ。身寄りが無くなった私を、施設から引き取ってくれた方なんです。ある理由があって、誰にも引き取られるわけないと思っていたのに……。とても良くしてもらっています。今ではあの人が、私のお父さんです」


    　あの事故で彼女も多くのものを失くしたのだと、僕は知る。突然大切な者を奪われた絶望は、決して自分だけの不幸ではない。


    　だが過去はどうあれ、今の彼女は幸せそうだった。だからあえて僕は慰めの言葉を掛けず、一言「――よかったな」と告げた。


    「はい」


    　笑って頷うなずく彼女。


    「お父さん、どんな人なんだ？」


    「不器用で、なかなか感情を表に出さないけれど、とても優しい人です。美澄というのは旧姓なのですが、顔だけではなく両親の名まで失ってはいけないと、この苗みよう字じを使い続けるように言ってくれました。それに私、お父さんに引き取られてから外国で暮らしていたんですけど、ついこの間戻ってくることができたんです。きっと私のことを思って、引っ越すことにしてくれたんだと思います。あ、家はすぐ近くなので、今度ご招待しますね」


    「ああ、楽しみにしとくよ」


    　僕は首しゆ肯こうする。だが、アリッサは先程から何な故ぜか黙ったままだった。美澄さんも、心配そうに顔を覗き込む。


    「どうしたんですか、アリッサ？」


    　俯うつむき、視線を下に向けていたアリッサだったが、そう訊ねられて美澄さんの方を向いた。


    「あ――ううん、ちょっとね……あたしは本当にトウコたちを助けられたのかなぁって思ったの」


    「何言ってるんですか。私がこうやって生きていられるのは、アリッサが助けてくれたからでしょう？」


    「……違うの、そういう意味じゃない。あたしはね、誰かが大切な人を失くして悲しむのが嫌であの海に飛び出したのよ。近しい人が遠く行ってしまうことの辛つらさを知った直後だったから。でも結局、何人か助けたところで……その人たちは助けられなかった人のことで悲しむのよね。トウコみたいな人は他にも大勢いる。今更そんな当然のことに気づいたわ。あたしは別に感謝されることなんて――していないのよ」


    　そう告げてアリッサはごまかすように笑う。それは僕にも向けられた言葉だった。


    　由ゆ衣いも、父さんも母さんも、救いの手から零こぼれて海に沈んでいった。僕はアリッサに命を拾われたが、代わりに一人で家族がいなくなった悲しみを背負わなければならなくなった。


    　確かに少し前までは、助かったことを恨うらむことがあった。妹を見捨てて生き残った罪悪感に苛さいなまれ続けるのならば、いっそ家族と一緒に死んでいたほうがマシだったかもしれないとさえ考えた。


    　だけど――。


    「違いますよ」


    　美み澄すみさんがはっきり告げたその言葉は、僕の心の声を代弁していた。


    「確かに、大事な人を亡くした人は悲しみます。だけどその先で必ず喜んだり、幸せを手に入れたりすることもできるんです。だからアリッサはお礼を言われて当然なんですよ」


    　そう言って彼女はアリッサの頬を撫なでた。


    　その通りだ。辛つらいことや理り不ふ尽じんなこともあったが、今は生きていることに感謝している。死んでいたら手に入らなかった絆きずなや楽しい思い出がある。だから僕も彼女と同感だった。


    「トウコ……」


    　名前を呟つぶやいて手を重ねたアリッサだったが、その瞬間はっとしたように目を見開く。


    「震えてる……トウコ、もしかしてまた――」


    「何のこと、ですか？」


    　彼女はとぼけるように答えたが、表情が徐々に険しくなる。


    「おい、アリッサ。どういうことだ？」


    　僕は二人が何を言っているのか分からなかったものの、何かを堪こらえるような表情の美澄さんが心配で声をかける。


    「トウコは――病気なの。決まった時間に発作が起こるらしいのよ。でも昨日は午後になってから一度も苦しい様子を見せてなかったのに……」


    「病気……」


    　脳裏にかつて聞いた「私、もうすぐ死んじゃいますから」という言葉が過よぎった。


    「大丈夫なのか？　救急車を呼んだほうが――」


    　そう言ってベンチから立ち上がりかけた僕を、彼女は服の裾すそを掴つかんで止めた。


    「平気です……じきに治まりますし、病院に行ったところで無駄ですから」


    「無駄ってどうして!?」


    「治せない病気……なんですよ。三年前、さじを投げられました。この髪の色も効かない薬をたくさん試した後遺症なんです」


    「おい、だったら余計に入院してなくちゃダメなはずだろ！」


    　これはアリッサも初耳なのか、顔を蒼白にして同意する。


    「あ……心配は、いりません。治らない代わりに、悪化も……しませんから。ほら……落ち着いてきた」


    　その言葉通り、美み澄すみさんの顔からは苦痛の色が消えていった。だが僕は納得できずに言い募つのる。


    「悪化はしない？　そんなの分からないだろ」


    「分かるんです。だって――半年で死ぬはずだった私は、もう三年も生きているんですから」


    　彼女は儚はかなげに、耳を疑うことを告げた。


    「え――？」


    「あの船旅は、両親が私の最後の願いを叶えてくれたものだったんです。だけど、どういうわけか事故以来、私の運命は停まり、先に進まなくなってしまった――」


    　僕はようやくあのときの言葉を理解した。もうすぐ死ぬと告げた台詞せりふの意味を知った。


    　しかしそれが真実なら、彼女はずっと余命半年の体で、手遅れなほど死に蝕むしばまれた体で、苦痛に耐えながら――三年間を生きてきたことになる。


    　言葉を失った僕とアリッサを見て、彼女は困ったように微ほほ笑えんだ――。


    



    「透とう子こ！」


    



    　そんな時だ、公園の入り口からよく通る低い声が響いた。そちら見た僕は息を呑む。


    「な!?」


    　見間違えるはずがなかった。大きな体たい躯くと、その名が示す通り鋭い狩猟者の瞳を持つ男――オウル。


    　まさか、こんなところで戦いを仕掛けるっていうのか？　美澄さんだっているのに。いや、待て。さっきあいつは何と言った？


    　瞬時に臨戦態勢に入ろうとしていたアリッサも、名を呼ばれた美澄さんとオウルを戸惑いながら交互に見る。


    「――お父さん」


    　そして彼女の口から漏れた信じられない単語に、僕らは硬直した。


    　オウルもこちらを見て一瞬驚きに顔を歪ゆがめるが、平静を取り繕つくろうかのように表情を消して近づいてくる。


    「……透とう子こ、心配したぞ。外出するときは書き置きの一つぐらい残しておきなさい」


    　完全に僕らを無視して、美み澄すみさんに話しかけるオウル。


    「ごめんなさい。今日はお友達と会う約束をしてて……お弁当を作っていたら時間ぎりぎりで、慌あわてて家を出たから……」


    「そうか、友達――か」


    　オウルはこちらをギロリと睨にらむ。表情は変わらない。だが、瞳の奥に昨日以上の殺気が渦うず巻まいているのを感じて、身が竦すくんだ。


    「はい、こちらアリッサとケースケさん。私の命を助けてくれた恩人です」


    「ふむ、娘が世話になったな。礼を――言う。しかしこの子は体が弱いのだ。今日のところはこれでお開きにしてもらえないだろうか」


    　感情を抑え込んだような声音で、オウルは僕らに頭を下げる。


    　その態度で、こいつが美澄さんに僕らとの関係を知られたくないのだと悟る。それは僕も同じだ。彼女を戦いに巻き込みたくはない。


    「――わかりました。美澄さんに無理をさせたみたいで、すみません。では、また。行こうアリッサ」


    　まだぽかんと口を開けているアリッサの腕を引っ張る。


    「あ、お二人ともごめんなさい。また――来てくれますよね、アリッサ」


    　アリッサはその声にようやく我に返り「え、ええ」とぎこちない笑顔で頷うなずく。


    「じゃあ明日からは学校だから……来週の土曜日、今日と同じ時間に会いにくるよ」


    　僕はアリッサの言葉を補足するようにそう告げて、二人に背を向けた。


    　この約束を、守ることができるのだろうかと――不安に思いながら。


    



    
      ＊

    


    



    　少年と少女が去り、公園には大男とその娘が取り残された。


    「もう、お父さん。あんな言い方して追い払わなくてもいいでしょう？　私、家にご招待しようかと思っていたのよ」


    「すまない。だが――」


    　男はそう言って娘の額に手を当てる。


    「熱いな。それに顔色も悪い。発作を起こしたな？」


    「そ、そんなわけないでしょう？　私が発作を起こす時間は決まってるってお父さんも知ってるじゃない」


    「ああ、だが……何事にも例外はある。今日は大人しくしておくべきだ。私は用事があるから先に家へ戻っていなさい。わかったね？」


    「は、はい……」


    　真剣な眼まな差ざしに圧おされて娘は頷うなずく。だが男に伴われて公園を出ようとした時、こう訊たずねた。


    「ねえ、お父さん。もしかしてアリッサたちのこと知ってるの？」


    「――いや、初対面だ。何な故ぜそう思う？」


    「気のせいかもしれないけど、さっきのお父さんとアリッサ……少し怖かった」


    「考えすぎだよ、透とう子こ」


    「そう……」


    　まだ疑問が残る表情ながら娘は頷き、公園の入り口で立ち止まる男に手を振り、去っていった。


    　残った男は、娘の後ろ姿を見送った後、一人公園の中へ戻る。そして低く抑えた声音で――だが荒れくるう感情を滾たぎらせて告げた。


    「見ているんだろう……ここにいるんだろう？　出て来い！」


    　彼しかいないはずの閑かん散さんとした公園に、声が響く。


    「ほう――よくわかったな」


    　だがその声は真後ろから聞こえた。振り返らずに男は告げる。


    「あなたは悪趣味だからな……動どう揺ようする私を見て楽しんでいるに違いないと考えた」


    「くく、そう邪推するな。我は汝なんじの娘を見守っていたに過ぎん」


    「なら何故、透子が既に奴らと接触していることを黙っていた！」


    「ああ、そういえば伝え忘れていたな」


    　叫ぶ男に悪びれることなく背後の声は答える。


    「ぬけぬけと……」


    「汝なんじ、勘違いしておらぬか？　我はどちらでもいいと言ったはずだぞ。なら汝に手を貸しつつも、本来の計画を進めておくことは当然だろうに。それにあやつ等らは自みずから引き合っておる。出会ったのは必然だ。我はただ観察していただけさ」


    　その言葉に男は歯を噛かみ締める。


    「――何回目だ？　今日で接触は何回目だ？」


    「三回目さ。なかなか興味深い変化を見せているぞ。すぐに壊れるやもと思ったが、あの娘は面白い混じり方をしている。これは――期待以上の結果が出るやもしれん」


    「……結局あなたは、私を弄もてあそんでいただけか」


    「何を言う。我は本気で汝にも手を貸しているさ。目的を遂とげるための力も与えたであろう？　あの娘が救えるかどうかは汝次第だ」


    　それを聞いた男は「本当か？」と低く尋ねた。


    「ああ――ただし、間に合えばな」


    「――くっ！」


    　男は振り返る。だがそこには誰もいない。荒々しく舌打ちし、男は足早に公園を出て行った。


    　今度こそ誰もいなくなったはずの公園に声だけが響く。


    「くく……求め、あがくがいい。己の望みを叶えるために。我は汝の腕が願いに届くことを、心から祈ろう。だが――まだ少し足りぬ。これでは……物足りぬな」
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    　来ると思っていた。


    　あの公園から角を一つ曲がった場所で、僕らは――オウルと対たい峙じしていた。


    　きっと追ってくるだろうと待ち受けていたのだ。あれで話が終わったなどと、どちらも思っていない。


    　僕ではなく隣のアリッサを貫つらぬくような眼光で見つめ、オウルは口を開いた。


    「――ここでは人目につく、場所を変えよう」


    　そして先導するように歩き出す。僕らも無言で後に続く。そうやって連れてこられたのは、昨日よりさらに下流の川岸だった。この辺りまで来ると住宅よりも工場が目立ち始め、人ひと気けは完全に絶える。広くなった岸辺に生い茂る木々のおかげで死角にもなっており、確かに気兼ねなく戦うには絶好の場所と言えた。


    「オウル、お前が美み澄すみさんのお父さんだったなんてな……」


    　数メートルの距離を取って向かい合い、僕は呟つぶやいた。


    「ああ」


    　短く答えるオウル。ならば聞かねばならない。


    「お前たち《群れクラウド》は、身寄りのない子供や素質のある人間を引き入れているって聞いた。美み澄すみさんも……そのために引き取ったのか？」


    　幸せそうに父のことを語る彼女を思い出しながら、僕は尋ねる。


    「……」


    　黙るオウルに業ごうを煮やしたアリッサが前に出た。


    「何か言いなさい！　トウコはあんたのこと信じてるのよ。あの子を――どうするつもり？」


    「――貴様らは透とう子この何だ？」


    　ようやくオウルが重々しく口を開く。だがそれは僕らへの返答ではなく問いかけだった。


    「友達よ。さっきトウコはそう言ってくれた」


    　友達にお弁当を作ってきたのだとオウルに告げた美澄さんを思い出す。


    「あの子のことが、大切か？」


    「当たり前よ！」


    「そうか、なら……一つ頼みがある」


    　オウルはそう言いながらも、半身を引き、拳を構える。


    「どんなことよ？　言ってみなさい」


    　アリッサも腕を翳かざしながら、そう答えた。同時に山やま吹ぶき色のワンピースが一瞬輝き、普段の幾き何か学がく模様の服に変化する。


    「――死んでくれ、あの子のために」


    「なっ……!?」


    　その言葉と共にオウルが地を蹴る。すさまじい踏み込みの音。あの一撃だ。


    　動どう揺ようしたアリッサは反応がワンテンポ遅れるが、拳が到達する寸前に防御の魔術を発動させる。


    「阻む烈風ハインダーブロウ！」


    　展開した風の壁によって振り下ろされた拳は止まったかのように見えた。だが以前車の衝突すら防いだ風圧の障壁に、じりじりと拳がめり込んでいく。


    「な、何こいつ!?」


    　信じられないように呻うめくアリッサ。だが身をもってあの拳の威力を知った僕には、驚くことではない。冷静にアリッサが作った時間を有効活用し、呪文を唱え終わる。


    「貪れ魔狼デイバウアー！」


    　幻視する牙の門に願い。由ゆ衣いが囁ささやく幻聴に従う。そして幻の腕が僕の右手に顕けん現げんした。


    「くうぅぅぅっ！」


    　風の壁にねじ込まれる拳を全力で押し返していたアリッサだったが、僕の魔術が完成したのを見て、後方に飛びながら魔術を解く。


    　僕は入れ替わるように前へ飛び出し、陽かげ炎ろうの牙を振るった。


    　だが拳と触れた瞬間、バチィッと白い輝きが生まれる。


    「ぐっ！」


    「ケースケ！」


    　光に弾き飛ばされた僕だったが、途中でアリッサが受け止めてくれた。


    「ありがとう、助かった」


    「今のがケースケの言っていた現象ね……」


    「そうだ、攻撃するとああなる」


    「わかったわ。じゃあ、あたしが色々試してみる。ケースケはオウルを引き付けて！」


    「了解！」


    　接近戦しかできない僕は、右腕を前に翳かざしオウルの前に立つ。昨日の繰り返しのように拳の雨が浴びせられるが、巨大な陽かげ炎ろうの腕を盾にして堪こらえる。


    「貫く風ピアーズウインド！」


    　その間にアリッサが錐きり状の風を放った。しかしその先端がオウルの眉み間けんに達した途端、白い光が瞬き、風は吹き散らされる。


    「遠距離攻撃も同じってわけね。ならこういうのはどう？」


    　アリッサはそう言うと川の中にバシャンと飛び込んだ。下流で水深が浅く、向こう脛ずねぐらいまでしかない水面。そこに指を浸して叫ぶ。


    「回る水精ウンデイーネ！」


    　アリッサの指を中心にして水が渦うず巻まき、空に舞い上がる。そしてまるで蛇のようにオウルへ巻きついた。


    「む……」


    　手首足首に嵌はめられた水の枷かせによって動きを封じられるオウル。


    「捕ほ縛ばく系の魔術は効くって本当だったみたいね？」


    　アリッサが勝ち誇ったように告げる。


    「ふん……小こ賢ざかしい。私を守る加護の隙を突いたつもりだろうが――無駄だ」


    　だがオウルはわずかも動どう揺ようせずに、そう答えた。


    「むんっ！」


    　封じられた両腕両足に力を込めるオウル。


    　バチィッ！


    　すると次の瞬間、水の枷が白い電光に吹き散らされた。油断していた僕は慌あわててオウルから距離を取る。


    「こうして無理に動こうと体に強い負荷を掛ければ、それは私を害するものとなる。そうなれば加護は働く。昨日は単にその必要がなかっただけだ」


    　僕らにとって絶望的な宣告をするオウルは、アリッサに向かって歩き出す。


    「……っ！　捕まえてから聞き出そうと思ってたけど、そのデタラメな加護ってやつは何なのよ。そんな魔術を《群れクラウド》は編み出しているっていうの？　それに――トウコのために死んでくれってどういう意味？」


    　近づくオウルを前にしながらアリッサが問う。


    「これは魔術ではない。喩たとえるなら――《運命》だ。運命が私を守っているのだよ。そして先程の言葉はそのままの意味さ。君が死ぬことが透とう子このためになる」


    「話に――ならないわね。ケースケ、土手に向かって走りなさい！」


    　アリッサはオウルから逃げるために、より川の深い部分に跳躍しながら僕に命令する。


    　僕はアリッサを守ろうとオウルの前に回り込もうとしていたが、慌あわてて言われる通りに方向転換した。何をする気だ？


    　走りながら振り返った僕は、両腕を水の中に浸したアリッサを見る。


    「逆らえぬ波濤ダイダルウエイブ！」


    　声が響いた瞬間、アリッサの前の水面が盛り上がり、巨大な津波となって迫るオウルを飲み込んだ。


    「うおわぁっ！」


    　当然僕のいる場所にも波は迫り、ぎりぎりで土手を駆け上がり難を逃のがれる。


    　波が引いた後に残るのはあらゆるものが薙なぎ倒された跡。オウルも思わぬほど離れた場所にうつ伏せで倒れていた。


    「効いたのか？」


    　僕はそう呟つぶやくが、すぐに平然と立ち上がったオウルを見て落胆する。怪け我が一つ負っていないようだ。


    　だけどさっきの攻撃は白い光で防げなかった。どうしてだ？


    　しかしそんなことを考えている間に、オウルはアリッサに向かって駆け出していた。


    　まずい、ここからではアリッサが遠すぎる。これではオウルを止める役割が果たせない。


    　一旦僕と合流すればいいのに、アリッサは稼いだ距離を利用して何やら長い呪文を唱えだした。恐らく高位魔術を使うつもりだ。


    「おいっ、それが効かなかったら隙だらけに――」


    　僕は急いで土手を下るも、間に合いそうにない。


    　だがそのとき、悲鳴のような甲かん高だかい大声が、僕ら全員の動きを凍りつかせた。


    



    「やめて――――――――っ！」


    



    　冷や汗が背筋を伝うのを感じながら、声の主を見上げる。土手の上にある道路から、津波によって見通しのよくなった川岸を震えながら見つめているのは――美み澄すみ透子。


    　なんでこんなところに……。


    「な、何これ……どうなってるの？　何が起こっているんですか？　アリッサとお父さんがどうして……今のは何なんですか!?」


    　ふらふらとした足取りで斜面を下り、激突する寸前だったアリッサとオウルに近づいていく彼女。僕もどうすればいいか分からないまま、彼女の後を追う。


    「ねえ、お父さん……何してたの？」


    　川の中にいる二人の元へバシャバシャと水を跳ね飛ばしながら歩いていき、オウルへそう尋ねる。


    「透とう子こ、これは……いや、もう何を取り繕つくろっても無駄か。そしてその意味もない。私がやるべきことは決まっているのだから……彼はつくづく悪趣味だな」


    「お父さん、何を言ってるんですか？　意味が分からないです！」


    「下がっていなさい。私にはするべきことがある」


    　そう言ってオウルはアリッサに拳を構えた。


    「お父さん！」


    「トウコ、お願い下がってて。危ないわ」


    「アリッサまで！　お願いですから止めてください」


    　今度はアリッサに駆け寄ろうとする彼女。だがそれを見たオウルが血相を変えて叫んだ。


    「止めろ透子！　そいつに近づくな！」


    「え――？」


    　その声に驚いて立ち止まろうとした彼女だったが、川の中の石に足を取られたのか、バランスを崩くずし倒れる。


    「危ない！」


    　そしてそれをアリッサが受け止めた。しかし――。


    「あ、あぁっ……くうっ！」


    　アリッサの腕の中で急に苦しみだす彼女。


    「どうしたの!?　トウコ大丈夫!?」


    「おいっ！　透子を離せ、今すぐにだ！」


    　滑こつ稽けいなほど狼ろう狽ばいを露わにして、オウルが叫ぶ。


    「な、何言っているのよ。こんな状態なのに――」


    　彼女を抱きかかえてオウルから距離を取ろうとするアリッサ。


    「くうぅっ！　ああぁぁぁぁっ！」


    　だが今まで見たこともないほどの苦痛の叫びを上げる彼女に、足を止める。


    「いいから早くしろ――――」


    　無理やりアリッサから彼女を奪い取ろうと手を伸ばすオウル。


    　けれどその指が届く寸前、一ひと際きわ大きな悲鳴を彼女が上げ、次の瞬間白い電光が溢あふれかえった。


    　バチィィィィィィッ！


    　それはオウルが攻撃を防ぐときに見せた光に似ていた。だが規模は比較にならず、少し離れた場所に居た僕でさえも衝撃で弾き飛ばされてしまう。


    　陽かげ炎ろうの腕で頭を庇かばう様にして転がった後、全身の痛みを堪こらえて起き上がる。


    「なんだ――これ……」


    　僕は眼前に広がる信じられない光景に目を疑う。


    　美み澄すみさんを中心にして円形状に川が干上がっていた。いや、干上がっているというよりは、そこに川の水が入れないといった風だ。アリッサとオウルも大きく飛ばされたらしく、傍そばには見当たらない。視線を巡らせると、後方にアリッサが仰向けで倒れているのが目に入った。


    「アリッサ！」


    　僕は彼女に駆け寄って抱き起こす。


    「ケー……スケ？」


    　相当なダメージを受けたせいなのか、アリッサの体は明滅していた。


    「うっ……」


    　だが痛みに呻うめきながらも、僕の手を借りて立ち上がり、美澄さんの方を向く。


    「あれは……何なの？　何……この感じ――」
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    　胸の辺りを押さえて呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


    



    「あぁぁぁぁぁぁっ！」


    



    　全身に白い光を纏まといながら、苦しみ続ける美み澄すみ透とう子こ。その背中から溢あふれるかのように光が湧き出る。


    　まるで翼みたいだ。


    　しかしその現象は一瞬で、輝きはすぐに薄れて川の水も元に戻り始めた。それと同時に苦鳴も途絶える。彼女の周囲に生まれていた壁のようなものも消えたのか、塞せき止められていた流れが彼女に襲い掛かる。


    「透子！」


    　けれど、水が彼女を飲み込む寸前、オウルが疾風のごとく駆け寄る。どこにいたのか分からなかったが、向こう岸近くまで飛ばされていたようだ。


    　オウルは彼女を腕に抱くと、跳躍し岸辺に降り立った。


    「――まさか、こんなに早く……」


    　沈ちん痛つうな表情で言葉を零こぼすオウル。


    「トウコ！」


    「近寄るな!!」


    　アリッサが彼女の名前を呼び、よろよろと足を踏み出した瞬間、怒号が轟とどろいた。


    「これ以上……透子を苦しめるな」


    「何……言ってるのよ？　あんた、トウコに何をしたの!?」


    「何をした……だと？　全て、貴様が原因ではないか!!」


    　びくんと身を震わせ、アリッサがたじろぐ。


    「ど、どうしてあたしが――」


    「…………」


    　しかしオウルは何も答えずに背を向け、美澄さんを抱きかかえて歩き出した。


    「待ちなさい！」


    　そう叫ぶものの、先程の言葉を気にして動けないアリッサ。ならば僕が行くしかないと、まだ具現化させている陽かげ炎ろうの腕に力を込めた。


    



    「――行かせてやれ。説明なら我がしてやろう」


    



    　だがそこへとても聞き覚えのある声が、異質な響きを持って僕の耳に届いた。


    　上!?


    　声は頭上から――だが僕らが顔をそちらへ向ける前に、空から一人の少女が降り立つ。


    　輝くような金色の髪、南国の海を思わせる碧へき眼がん、そして幾き何か学がく模様が描かれた衣服。


    　僕らとオウルのちょうど中間に立つその少女は、間違いなくアリッサ=クラノ=ストーリング=ライトだった。


    「なっ!?」


    　しかしアリッサはもう一人、僕の隣で驚きよう愕がくの表情を見せている。ならばあれは――アリッサではない……のか？　ともかく昨日見たことは夢ではなかった。


    　きょろきょろと二人のアリッサを見比べる僕を見て、そばに居る方のアリッサが詰め寄る。


    「ちょっとケースケ！　何戸惑ってるのよ。あたしが本物に決まってるじゃない。ちゃんと《道パス》を意識してみなさい。あたしを感じるでしょう？　あたしとあんたは夢どころか痛みを共有するぐらい強く繋つながってるのよ。昨日だってあたし、あんたのすごい頭痛を感じて飛んできたんだからね」


    　そう言われて《道パス》を探ると、横のアリッサと引き合う感覚があった。確かに迷う余地はない。こっちが本物のアリッサだ。


    　だが僕らのそんなやり取りは無視して偽アリッサはオウルに話しかけた。


    「さあオウルよ、早く行くがいい。近くにいればまたいつ影響を受けぬとも限らぬ」


    「――わかった。だがもう……あなたは信用しない」


    「くくっ、嫌われたものだ。まあ好きにするがよい」


    　僕は偽アリッサと遠ざかるオウルを迷うように見比べる。


    　何が起こっているのかは分からない。でも美み澄すみさんをこのまま連れて行かせたらダメな気がした。


    「オウル！」


    　偽アリッサを迂う回かいするように僕は走り出す。


    「――魔銀の鎖グレイプニル」


    　そこに小さく呟つぶやく声が聞こえた。その瞬間、右腕に激痛が走る。


    「ぐうぅぅっ！」


    　あまりの痛みに走ることもできず、地面に倒れこむ。陽かげ炎ろうの腕の輪りん郭かくがぶれて、消えていく。なんだこれは……魔術か？


    「チュールの右手よ。聞こえなかったのか？　我は行かせろと言ったのだ」


    　また僕を意味不明の名で呼ぶ偽アリッサ。


    「ケースケどうしたの!?　あんたいったい何!?　その姿……まさか――」


    「ああ、その通り。ちょうど中身がなかったのでな、体を使わせてもらっているぞ、娘」


    　そうか、アリッサの体は誰かに奪われたままだったのだ。だがそれが他人に扱われているなど想像の埒らち外がいだった。


    「そんな――ありえない。あの封印はあたし以外解けないはずよ！　ジンだって手出しできずに、隠すしかなかったんだから」


    「ふむ、そう言われてもな。解けてしまっているのだから仕方ない。自分以上の術師が居ないなどと、自うぬ惚ぼれぬほうがよいぞ」


    「な……くっ、どうやって操っているのかは知らないけど、今すぐに返しなさい！　それはあたしの体よ!!」


    　アリッサは激げつ昂こうし、眦まなじりを吊り上げる。


    「そう騒ぐな。他人のものだ、丁重に扱っておる。それよりいいのかな、我の話を聞かんでも。《方はこ舟ぶね》に危機が及ぼうとしている現状を、説明してやろうというのに」


    「方舟……に？」


    「そうだ。先程の光景を見ただろう。あの娘が生み出そうとしたものに畏い怖ふを覚えなかったか？」


    「あんたは……トウコに何が起こったか知っているの？」


    　そう問われた偽アリッサは唇を歪ゆがめて、こう答えた。ひどく嬉うれしそうに。


    「ああ――天使が、生まれようとしているのだよ」
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    　偽アリッサの言葉に僕らは黙り込む。だがそれぞれ沈黙の理由は違う。


    　僕はただ意味が分からなかっただけだが、アリッサは――驚きで声を出せないといった様子だった。


    「天使とは、高次存在と一線を画す世界の守護者だ。信仰の対象ともなってはいるが、概念存在ではなく。初めから存在していたものだ。世界の法、そのものだと言ってもいい。ゆえに《代界存在ロウラー》とも呼ばれておる。娘よ、汝なんじなら聞いたことぐらいはあろう？　たとえそれが生まれたときには消えていた存在だとしても」


    「もちろんよ……何度も聞かされたもの。おじいさまが封印したって」


    　僕には何もかも初耳な話だった。天使が実在したことも、それがアリッサの祖父ヒース=ストーリングによって封じられたことも。


    「信じられぬ大罪よな。罪人が気に食わぬからと法律を破り捨てるようなものだ」


    「《天牢ウオルフ＝ライエ》を創った以上、仕方のないことだったのよ」


    「くく、まあいい。これについて論議をしても始まらん。汝の言う通りだ。世界の理ことわりを乱す存在を天使は見逃さん。《天牢ウオルフ＝ライエ》を守るため、天使をどうにかする必要があったのだ。だが言いかえれば、天使ならば《天牢ウオルフ＝ライエ》を壊すことができた。そういうことにならぬか？」


    　アリッサの表情が引きつる。


    「まさか――」


    「理解したようだな。《群れクラウド》は天使を甦よみがえらせ、世界に元の秩序を取り戻そうとしている。それこそが千年もの間、変わらぬ唯一の目的だ。それがついに真のものとなろうとしているのだよ」


    「嘘よ……」


    「本当だとも。もっとも彼らにとって光が見えたのはたった三年前なのだがな。それまでは、目的達成の目め処どすら立っていなかった。知っておるか？　天使は人から生まれるのだ。生まれながらにして《因子》を持つ人間が歪ゆがみに触れることで発生する《現象》のようなもの。《群れクラウド》は聖別により《因子》を持つ人間を見つけることまではできたが、天使を目覚めさせることはできなかった。だが三年前――ある事故で生き残った人間の中に、活性化している因子保持者が見つかったそうだ」


    　三年前、事故……翼を生やした彼女――。ならばそれは……。


    「トウコのこと……なの？」


    　アリッサが小さな声で尋ねる。


    「その通り。そして何な故ぜ彼女の中の因子が覚かく醒せいしたのか、想像できるだろう？　そう――汝なんじが触れたからだ」


    「あたし……が？　何で……何でよ？」


    「さて、ね。未だにヒースが施ほどこした封印の正体は分かっていないようだ。《雀スパロウ》がもたらした魔術を使って歪みを生じさせても、他の因子は何の反応も見せなかったそうだからな。娘よ、汝は何故だと思う？」


    　嘲あざけるように問い返す鏡写しの自分へ、アリッサは怒鳴る。


    「ふざけないで！」


    「くく、己の事であろう？　己で考えるのが筋だと思うがな。だが理屈など知らずとも汝が触れることで因子が目覚めたという事実だけで、《群れクラウド》がどう動くのかくらい分かろうに」


    「……完全に覚かく醒せいさせるために、もう一度あたしに……接触させたのね」


    　苦々しくアリッサが呟つぶやく。


    「くく、くくくくくくっ……把は握あくできたか、今の状況を。《群れクラウド》の計画は順調に進み、天使が現れるのも時間の問題。汝が影響を与えずとも間もなくだろう。あの娘の体はもう耐えられまい。さあ、どうする？　このままでは《方はこ舟ぶね》は滅びるぞ？」


    「どうするって……」


    「今ならまだ間に合う。汝の望みを叶える機会は残されている」


    「機会？」


    「分からぬ振りをするでない。そのための方法を既に汝は思いついておろう」


    　笑いながらくるくると体を回転させる偽アリッサ。


    「――っ！」


    　その方法に考えが至った僕は我慢できずに口を挟はさむ。


    「やめろ！　アリッサに何をさせる気だ！」


    「我は何も強制せぬよ。望みを叶える機会を与えているだけだ」


    　飄ひよう々ひようと答える相手に苛いら立だつ。


    「第一……どうしてそんなことを僕らに教える？　お前は《群れクラウド》じゃないのか？」


    「我は望み、欲する者の味方だ。ゆえに《群れクラウド》の願いにも応じる。だが娘の願いにも、等しく機会を与える。ただそれだけだ」


    「まるで……神様気取りだな」


    　僕がそう嫌味を言うと、偽アリッサは目を丸くした。


    「くくくくっ、そうか、そうか、神気取りか、それは悪いことをした」


    　心底可お笑かしいというように一ひと頻しきり笑った偽アリッサは、オウルが去った方向を見て呟く。


    「では、そろそろ失礼させてもらおうか。あまり語りすぎると不公平になる。しかしまだ汝なんじらが不利かの。ならば最後に一つだけ助言をしよう、覚かく醒せいした因子は運命を停めている。滅ぼしたければ、終わりに導みちびくしかなかろう――」


    　偽アリッサはそう告げると、トンッと軽くジャンプしながら短い単語を呟つぶやく。


    「――影歩きシヤドウバイパス」


    　ほんの十センチ程度の跳躍だったが、その足が地に着くことはなかった。まるで影が底なしの穴になってしまったかのように、偽アリッサは自分の影の中に落ちていった。


    「なっ!?」


    　僕らは驚いて駆け寄るが、本体が消えると同時に影も失われ、なにもなくなった地面を呆ぼう然ぜんと見つめる。


    「今のは――《求めし愚者》の魔術……」


    　アリッサが小さく呟く。


    　求めし愚者――ジンが力を借りていた高次存在だ。


    　そういえば前に使った捕ほ縛ばく魔術もジンが使っていた気がする。


    　いったい何がどうなってる……ジンは完全に滅んだ。魔術組織には僕らのことがバレてしまったが、魔術の流出は防いだはずなのに。


    　だが理解が追いつかないことばかりの中、一番不安に思うのは――何かを思いつめているかのようなアリッサの横顔だった。
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    　薄暗い部屋の中、ベッドに寝ている少女を男が見下ろしていた。


    　少女は病的なほど痩やせている。いや、それがまさしく病やまいのせいであると男は知っていた。眠りながらも苦痛を感じているのか、顔をしかめる少女を眺めて、男は拳を握り締める。


    「発作ではない――《孵ふ化か》しようとしている……間に合う……か？」


    　男の心は千ち千ぢに乱れていた。だがふと、疑問が生まれる。


    　私は……このような人間だっただろうか？


    　娘を想い、組織を裏切ってまで救おうとする情の厚い人間だっただろうか？


    　かつての自分を思い出そうとする。だが頭に浮かぶのは少女と親子として暮らした三年間の情景ばかり。


    　おかしい。そう思いながらも男は考えるのをやめる。


    「十分ではないか、それだけで」


    　父としての想いが本物ならば、何を迷うことがあるだろう。


    　己の胸に手を当てて呟つぶやく。


    「私に――加護を」


    　自分は娘と運命を共にしている。


    　ならば決して負けるはずはなかった。


    「だが……」


    《彼》の暗い笑みを思い出す。何故あの場に現れたのか想像はつく。《彼》は助力をしても決して味方ではない。


    「今度は私たちが、狩られる番……か」


    　低く呟いて、男は部屋を見回す。


    「ならば待ち受ければいいが――透とう子こはここに置いておけんな」


    　決然とした眼まな差ざしで少女を見ると、男は行動を開始した。
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    第四章　譲らぬ拳、砕く絶望
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    　あたしは、選び続けてきた。


    　何かを拾うために、他のものを捨ててきた。


    　ケースケは言う。あたしはすごいやつだと。自分のできることを迷いなく実行し、危険も顧かえりみず他人を助けられる人間だと。


    　だけど、違う。あたしはそんなんじゃない。


    　覚えている。暗い水底に沈んでいく、たくさんの腕。だけどあたしは一人。


    　だから選んだ。助ける人間を選んだ。選ばれなかった人間は闇に飲まれた。


    　どんなに頑張っても、どんなに望んでも、救いきれないものがある。だったら選ばなくていいときは、躊ちゆう躇ちよなどしないのは当たり前だ。ただそれだけ。


    『――ありがとう、アリッサ』


    　だからお礼など言わない欲しい。あたしはこれからも選ぶのだから。


    　捨てたくないものでさえも、何かと比べて捨ててしまうのだから。


    　とりとめもなく、過去の場面が目の前に現れる。


    　今、自分は夢を見ているのだと、朧おぼろ気げに悟った。


    『――よぉ、追ってきたのかよ、お嬢様』


    　ふと気づけば、いつの間にかあたしは暗い倉庫に立っていた。目の前には廃はい材ざいの上に腰掛ける黒こく衣いの男。


    『ジン、とうとう見つけたわよ！』


    　夢の中のあたしがそう叫ぶ。ああそうか、これは方はこ舟ぶねから出たあたしが、初めてジンに追いついたときの記憶だ。


    『まったく呆あきれるほどしつけぇな。困ったお嬢様だ』


    　ジンはうんざりしたように呟きながらも、楽しそうに笑った。そういえば、このときはまだ……昔のような表情を見せてくれていた。


    『――なあ、アリッサ』


    『え？』


    　かつて一度だけだ。ジンがあたしを名前で呼んだのは、この時だけだった。


    『一緒に来ねぇか？』


    　心臓が跳ねた。顔が熱くなるのがわかる。


    　あの時のあたしは、ただ滅茶苦茶なことを言い出すジンに怒りを覚えたのだと思っていた。だけど今から考えれば――嬉うれしかったのかもしれない。


    『……ダメよ』


    　しかし、あたしは選んだ。《方はこ舟ぶね》を。


    　家族を危険に晒さらした罪を償つぐなうために、大切な人を敵に回す選択をした。


    　戦うことを選び、殺し合う道を進んだ。


    　そして――ジンは死んだ。


    　そう……あたしはもう選んでしまっているのだ。


    　あたしの中には既に動かすことのできない優先順位が存在している。


    　これを裏切ることは、かつての選択を否定すること。


    　だから……だから……だから、ごめんね。


    　トウコ――。


    



    
      １

    


    



    　何か、悲しい夢を見た気がした。


    　頬が冷たい、水で濡れているように。泣いて――いた？


    　目を開くと涙で滲にじんだ視界にアリッサの顔が映った。あれ……ここはどこだ？


    　あ、そうか、自分の部屋じゃないか。偽アリッサにとんでもない話を聞かされた後、何をすればいいのか分からずに、ふらふらと寮りようへ戻ってきたのだ。


    　帰り道、考え事をしているうちにアリッサは姿を消していた。おかげで話し合うこともできなかった。そして急激な眠気に襲われて、ベッドへ倒れこんだのだ。


    「――アリッサ？」


    　ベッドの脇に立ち、僕を見下ろす彼女に呼びかける。


    「ケースケ……おはよ」


    「あ、ああ。でもおはよって……もう朝か？」


    「違うわ。まだ日が沈んだばかりよ。一、二時間しか寝てないわ」


    　そう答えて手を伸ばし、僕の涙を優しく拭ぬぐうアリッサ。そこでようやく視界が晴れた。


    「え――」


    　だが僕はくっきりと焦点を結んだアリッサの顔を見て驚く。


    「何で……アリッサまで泣きそうな顔をしてるんだ？」


    「そう見える？」


    　苦笑いを浮かべるアリッサ。僕は喩たとえようのない不安に襲われ、体を起こそうとする。


    「あ、れ――？」


    　だが力が入らない。体を起こすどころか、腕すら動かない。


    「無理よ。今のケースケは指一本動かすのも難しいはずだわ」


    「アリッサ、何をしたんだ？　これは魔術、か？」


    　そういえば口を開くのも億おつ劫くうなほど体が重い。


    「違うわ。単にケースケから限界ギリギリまで精神力を貰もらったの。ほら、いつもあたしが魔術を使うとケースケ疲れるでしょ？　あれと同じ」


    「そんなに……消耗してたのか？」


    　魔術を何度も使ったし、白い光に弾かれてダメージも受けていた。それならば仕方ないのかも……。


    「ううん。消耗したのは本当だけど、ここまでする必要はなかったわ。充じゆう填てん率りつは二〇〇%って感じかしら」


    「って……取りすぎだろ。何でそんなこと……」


    「だって――ケースケはきっとあたしを止めるもの」


    　アリッサは微ほほ笑えみ、僕の頬を撫なでる。


    「まさか……」


    　偽アリッサの話を聞いたときに頭に浮かんだ不吉な想像が蘇よみがえる。


    「あたし――トウコを殺しにいくわ」


    「お前、本気かっ!?」


    　僕はアリッサの正気を疑い、叫ぶ。確かにあいつはそれを示し唆さした。だがアリッサが本当にそんな手段を選ぶなどとは思っていなかったし……信じたくもなかった。


    「本気でそんなことを……言っているのか？」


    　あの子と話していたときのアリッサは本当に楽しそうだった。笑って、怯えて、喜んで、怒って、心配していた。友とも月づきと話している時とはまた違う表情を見せていた。


    　たぶんあの子はアリッサにとって初めての《友達》なのだと思う。


    　きっと僕とも違う、特別な存在であるはずなのだ。なのにっ！


    「だって……こうするしか、ないんだもの」


    　アリッサは諦あきらめたような表情で肯定した。


    「アリッサが、そんなこと言うなよ！　お前ならもっと別の方法だって！」


    「考えたわよ！　ケースケが思いつかないことまで……いっぱい、いっぱい！　だけど《方はこ舟ぶね》を守るためには、これしかないの！」


    「美み澄すみさんは、友達じゃないのかよ！　《方舟》がいくら大事だろうと、比べられるものなのか!?」


    　その言葉に、アリッサは肩を震わせる。


    「――比べられる、ものよ。あたしが一番に守らなきゃいけないのは《方舟》なの。それにこのまま放っておいても、たぶんあの子は助からない。だったら……せめて」


    「……っ！」


    　頬を叩いて目を覚まさせてやりたかった。だが体は動かず、自分の無力さに歯は噛がみする。


    「わかってるわ。あたしのすることをケースケが許さないことぐらい。きっとあたしがケースケに触れていいのは、これが最後。だから――」


    　アリッサの顔が近づく。そして頬に感じた温かく柔らかな感触に心臓が跳ねた。


    「じゃあね、ケースケ」


    　耳元でアリッサは囁ささやき、頬にわずかな体温だけを残して視界から消える。


    「行くな、アリッサ！」


    　我に返り、慌あわてて叫ぶが返答はない。


    　ガララララ。


    　ベランダの窓が開く音。風が流れ込むのを肌で感じる。


    「お前は、そんなことしちゃいけないんだ！」


    　ピシャリ。


    　だが僕の声は窓が閉じた音に遮さえぎられ、部屋からアリッサの気配は――消えた。
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    　くそっ……！


    　ベッドに横たわりながら、胸の内で毒づく。
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    　アリッサを追いかけなければならないのに、体は言うことを聞かない。肉体的に疲労しているわけではないはずなのに……。


    　心と体が結びついていないような感覚。


    　どうにか……ならないのか？


    　僕は必死で体の動く箇か所しよを探る。まず、まぶたと口。指もわずかに曲げる程度ならできる。だがこれではベッドから降りることすらままならない。


    「頼む……頼むから……動いてくれ！」


    　悔しくてシーツを握り締める。


    　あれ……握り締めた？


    　何故か右手だけ、先程より動くようになっている。ほんの少しなら腕自体を持ち上げることもできるほどだ。


    　何で……。


    『お兄ちゃん――』


    　僕しかいないはずの部屋に声が響いた。そして右手を誰かが掴つかむ感触。


    「由ゆ衣い、か？」


    　忘れるはずのない声音。顔を動かすことができなかったが、確かに――いる。


    『うん』


    「――何度も、魔術を使うたび……牙きばの門を見るたびに、お前の声が聞こえた。姿が見えた。あれは……幻じゃなかったのか？　これは……夢じゃないのか？」


    　半信半疑で問いかける。


    『あたしは幻だよ、お兄ちゃん。あたしは、あたしじゃないから。あたしはたぶん――別のもの。別のものだけど、あたしになったの。お兄ちゃんが起こしてくれた』


    「どういう……意味だ？」


    『あはは、なんて言えばいいのかなあ……わかんないの。だけど、自分が何をできるかは知ってるよ。あたしはお兄ちゃんを助けてあげられる』


    「え……？」


    『繋つないで――あげられるの』


    　右手が突然熱くなり、力が満ちてくる。熱さは肩から胸へ、胸から腹へと全身へ行き渡った。徐々に体と意識が繋つながり、言うことを聞くようになる。


    「由衣、これはお前が……」


    　頭を起こして、右手の方を見る。だがそこに想像していた妹の姿はない。ただ白い壁があるだけ。感触は今もあるのに、誰も……いない。


    『早く、行って。お兄ちゃん、急いでいるんでしょう？』


    「ああ……」


    　何もない空間から聞こえた声に僕は頷うなずく。だが動けるようになったことで、アリッサを止めに行って何をすればいいんだという思いが、今更湧き上がる。


    　アリッサの邪魔をするということは、すなわち《群れクラウド》の計画を助けるということ。《方はこ舟ぶね》を脅おびやかす敵になるということだ。それで……本当にいいのか？


    『お兄ちゃん、むずかしいこと考えなくていいんだよ？』


    　右手が強く握られる。姿はないがそれを感じる。


    『お兄ちゃんが一番願っていることは何？』


    「あ――」


    　その言葉で、僕は見失いかけていた思いを取り戻す。僕はただ、アリッサに友達を殺すなんてことさせたくないだけだ。他のことはあの馬鹿を止めてから考えればいい。


    「そうだな……ありがとう由ゆ衣い」


    『うん！』


    　そして右手から感触が消えた。


    　僕は心の中でもう一度礼を言うと、アリッサを追いかけるため部屋を飛び出した。


    



    　向かったのは美み澄すみ透とう子こと会った公園だ。その近くに住んでいると彼女は言っていた。手がかりはそれしかなかったが、足で探すしかない。


    　アリッサはもう、彼女を見つけてしまっただろうか。いや、条件は同じのはず。


    　気配を探るが、全く居場所が掴つかめない。まるで弾かれているようだ。何も感じない訳ではなく、拒絶される感覚がある。


    　アリッサは僕が追いかけてくるなんて考えていないはずだ。要するにこれがあいつの精神状態なんだろう。おかげでどこにいるのか見当もつかない。ゆえに目的地を探るしかなかった。


    「――すみません、この辺りで最近引っ越してきたっていう親子を知りませんか？　たぶん大男と病弱そうな女の子の二人暮らしだと思うんですが……」


    　まだ日が沈んで間もないため道を行きかう人は多く、手当たり次第に尋ねてみる。僕は彼等の苗みよう字じすら知らないため、こうするしか手はない。美澄というのは旧姓らしいので表札には出ていないだろう。


    　かなり怪しそうにじろじろ眺められもしたが、四人目の噂うわさ好ずきそうに見えるおばさんが僕の知りたいことを教えてくれた。


    「ああ、そこのアパートに引っ越してきた人たちのことよね。李りーさんっていったかしら。娘さんの方はよく見かけるわよ。ただ平日の昼間にも出歩いているから、学校どうしてるのかしら……あなた知ってる？」


    　根掘り葉掘り聞かれそうになり、僕は慌あわててその場所だけを聞くと礼を言って駆け出す。


    　おばさんの言った通り、アパートは公園からすぐの所にあった。セキュリティロックなどない、一昔前の匂いがする築二十年は超えていそうな建物だ。二階建てで部屋は十室ほど。僕は表札を調べていく。


    　目的の《李りー》という文字は、二階の一番端で見つかった。これがオウルの姓なのだろうか。


    　どうする……？


    　迷いながらも、ごくりと唾つばを飲み込みチャイムを鳴らした。正攻法で行こう。ドアをぶち破るわけにもいかない。


    　だが、いくら待っても部屋の中からは物音一つしない。試しにドアノブを掴つかんで廻してみる。抵抗はない。鍵かぎが開いている。思い切ってそのままドアを引いてみた。


    　キィ。


    　開いた。


    　暗い玄関には靴くつがなく、奥の部屋は真っ暗で見通せない。


    　どうやら留守のようだ。アリッサが先に来たということはないと思う。だったら部屋は荒れているだろう。


    　躊ちゆう躇ちよしながらも、僕は中に入る。扉を閉めると完全な暗闇に包まれてしまった。


    「不法侵入だな……」


    　独ひとり言ごとを呟つぶやきながら電球のスイッチを探る。


    　いないならいないで、何か手がかりを得なくてはならない。ここしか当てはないのだ。


    　パチッと壁を彷徨さまよっていた指がスイッチに当たり、明かりが生まれる。


    「え――」


    　僕の前に大きな胸板が見えた。


    　しまったと思ったときは遅かった。見上げる暇ひまもなく、ドンっと強い衝撃が首筋に加わる。


    「ぐ……」


    　そして僕はわずかな抵抗もできず、意識を刈り取られ――玄関に倒れた。
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    　低い駆く動どう音おんと、小刻みな振動。


    　後頭部ににぶい痛みを覚え、僕は目を開けた。目に映ったのは狭い室内と窓の外を猛スピードで過ぎていく景色。ここは……車の中？


    　やけに息苦しいなと思ったところで、口にガムテープが張られていることに気づく。手と足もロープのようなもので縛しばられ身動きが取れない。そんな状態で車の後部座席に転がされていることを理解する。


    「う～～～～」


    　呻うめきながら体を転がす。すると前の助手席から声が聞こえた。


    「――よかった、気が付かれたんですね」


    　そう言って顔を出したのは美み澄すみ透とう子こだった。まだ体調が悪いのか、顔色は良くない。


    「ごめんなさい、お父さんが乱暴なことをして……私、止めたんですが、聞いてくれなくて……」


    「透子、ちゃんと座りなさい」


    　運転席からオウルの声。


    「お父さん！　いい加減話してください。彼をこんな目に遭あわせて、何をしようとしてるんですか？」


    「――その少年は万が一の人質だ。使えるかどうかは知らんが……心配しなくても用が済めば解放する」


    「人質？　何でそんなものが必要なの!?」


    「……透子を守るためだ。透子を殺しに来る相手から守るためだ」


    「私を――殺しに？」


    　信じられないという風に呟つぶやく彼女。


    「ああ。そうだろう少年、君もそのために来たのだろう？」


    　バックミラー越しに僕へ視線を向けるオウル。だが僕は全力で首を振った。


    「ほう、違うと言うのか。だが《彼女》の方はどうだね？」


    「…………」


    　その問いには反応を返せなかった。オウルは頷うなずく。


    「やはりか。透子――そういうことだよ」


    「彼女？　まさか……アリッサのことを言っているんですか？」


    「その通りだ」


    「アリッサが私、を……」


    　彼女は呆ぼう然ぜんとオウルを見つめたが、やがて首を縦に振った。


    　ぐっと細い腕に力を込めて、小さな拳を握り締め「そっか」と呟く。


    　そして凍り付いていた表情をぎこちなく解きほぐして、はかなく壊れそうな笑みを浮かべた。


    「ああ――やっぱりアリッサは、私に終わりを持ってきてくれたんですね」


    　まるで納得するかのような言葉。


    　受け入れることなどできないはずの出来事を静かに肯定した彼女に、オウルは戸惑いを見せる。


    「透子……？　何を言っている？」


    　僕も話すことができれば同じことを問うただろう。


    「ねえ、お父さん。昼間アリッサと戦っていたことも、こうして彼を人質にしていることも、それが原因なんですね？」


    　ひどく落ち着いた口調で彼女は尋ねる。


    「あ、ああ」


    「ならもう、こんなことは止めてください。私はもう、とっくにそんなことは受け入れているんです」


    　オウルは当惑し、言葉を失う。


    「気づいていましたよ、私。アリッサと触れる度、止まっていた時間が動き出すこと。最初アリッサと再会したときに、私は思いました。きっと彼女は、終わりを告げにきたんだって。海の底から救われて、燃え尽きる寸前だった命は何な故ぜかまだ続いています。この三年間があったこと自体が奇跡です。だから私はアリッサに感謝しています。アリッサが私を殺すというのなら、それはタイムリミットです。決して拒みはしません」


    　彼女の言葉は、一切の淀よどみがなかった。まるで何度も心の中で反はん芻すうした台詞せりふを口に出しているかのようだった。


    　天使の事など知らずとも、彼女は彼女なりに自分の身に起きている何かを悟っていたのだろう。


    「だからお父さん、もういいんです。ありがとう……そしてごめんなさい」


    　オウルに向けて彼女は頭を下げる。


    「いい加減にしろ!!」


    　だが車内にオウルの一いつ喝かつが響き渡る。


    「お、お父さん？」


    「透とう子こ……お前は死にたいと思っているのか？」


    「それは……でも、アリッサがそれを望むなら――」


    「その程度の理由で、命を捨てられると言うのか？」


    「だって……今のあたしがあるのは奇跡で……この奇跡はアリッサのおかげだから……」


    　オウルがぎりっと歯を噛かみ締めた。


    「透子、私はな、死ぬのが怖くないかと聞いているんだ!!」


    　びくんと全身を硬直させる彼女。


    「お前は一度、私に事故の話をしてくれた。その時お前は、間近に死が迫ってとても怖かったと言った。助かって本当に嬉うれしかったと言った。あれは嘘うそか!?」


    　彼女は、ふるふると首を横に振る。


    「なら――怖いなら死を受け入れるな。誰のおかげだろうが、お前の命はお前のものだ」


    　彼女の口から小さな泣き声が漏れ出す。


    「っく……ひどいよ……お父さん。私、せっかく覚悟できてたのに……」


    「透子、それは覚悟ではない。諦あきらめだ。大丈夫――私が、守ってやる」


    　僕はオウルが本当に彼女を想っていることを知る。ただ彼女を助けるためだけに、《群れクラウド》の命令に背そむいて、彼女の毒となるアリッサを狙ったのだろう。


    　そういえばアリッサはどうしてるんだ？　あれからどのくらい時間が経った？


    　窓から見える景色では単に夜ということしか分からない。左右は暗い森で、ずいぶん郊外の道路を走っているようだ。他に行き交う車もない。


    　この様子ではオウルたちはアリッサに見つかる前にあの家を出たのだろう。恐らくその直前に僕が部屋に来てしまったのだ。


    　仮にその後アリッサが来ても、もぬけのから。となれば、もうアリッサに手がかりはない。オウルたちを発見することはほぼ不可能だ。


    　いや、もしもアリッサが諦あきらめて一度寮りようの部屋に戻ったら、僕がいないことに気づく。そうしたら――。


    　僕は慌あわててアリッサの気配を探る。先程は拒絶されたように何も分からなかったが、今回は手ごたえがあった。まずい！


    「うー、うー！」


    　ガムテープ越しに僕は叫ぶ。オウルは僕等が互いに居場所を感じ取れることを知らない。


    　それにこんな状態では、アリッサを止めるどころではない。


    「うるさいぞ、黙っていろ」


    　だがオウルはそう一いつ蹴しゆうし、僕を見ようともしない。


    「うー、うー、うー！」


    　引き下がるわけにもいかず、僕は呻うめき続ける。アリッサの気配はどんどん近づいてきていた。


    「ねえ、お父さん……何か話したいことがあるみたいです。せめてガムテープだけでも……」


    「ダメだ。そいつを喋しやべれるようにしたら何をするか分からん。放っておけ」


    　オウルは僕が魔術を使うことを警戒しているようで、彼女の提案を却きやつ下かする。


    　くそ、そんなこと言ってる場合じゃ。


    「うー、うー、うー、うーっ！」


    　僕はじたばたと体も動かしてアピールする。もう、すぐ傍そばまで来てる――。


    「でも……本当に必死な様子ですよ。ちょっとだけでもダメですか？」


    「仕方ない……耳みみ障ざわりだしな。ほんの少しだけだ。ただし変な様子を見せたら、すぐに塞ふさぎなさい」


    　ようやく許可が下り、彼女がこちらに身を乗り出してガムテープをピリピリと剥はがす。


    「ぷはっ！」


    「それで、何が言いたい？」


    　口の自由を取り戻した僕にオウルが尋ねる。


    「――アリッサが来るぞ！」
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    　ドンッ！


    



    　僕がそう叫んだ瞬間、車の天井から鈍い音が響く。


    「くうっ……」


    　それと同時に美み澄すみさんが胸を押さえて苦しみだした。


    「な――まさか!?」


    　オウルは動どう揺ようを見せながらも、ハンドルを大きく切り、車体を揺さぶる。当然シートベルトなどせず転がされている僕はあちこちに体をぶつけた。


    　天井に着地したらしきアリッサも耐え切れなかったのか、気配が車から離れる。


    　ザンッ！


    　だが突然、車の天井が鋭利な刃に切り飛ばされたかのように、宙へ舞った。


    　一瞬にしてオープンカーに様変わりした車内に勢いよく風が吹き込む。強風に目を細めながらも、車の上空にアリッサがいるのを見つけた。飛行呪文で車と並走している。


    「ケースケ――」


    　アリッサは風の衣を纏まとっており、実際に声は届かなかったが、口の動きでそう言ったのが分かった。


    　瞳が揺れるが、すぐに覚悟を決めた眼まな差ざしに変わる。そして片手をこちらに翳かざした。


    　アリッサの口元が動く。


    　ヒュオンと風の音が通り過ぎた。ちょうど座席の前と後ろを分けるように。


    　冗談のように、車が真っ二つに割れる。前部分と僕のいる後部座席は次第に距離が離れ――同時にバランスを崩くずした。


    「うわぁぁぁっ！」


    　縛しばられている僕は斜めになった座席から道路に転がり落ちそうになるが、その寸前で襟えり首くびをアリッサに掴つかまれ、引き上げられる。


    　だが車の前半分にいた二人は、とっさに脱出できるはずもなく、くるくると独こ楽まのように火花を上げて回る車体と共に森へ突っ込んだ。


    　爆炎が上がり、夜を赤く染め上げる。


    　アリッサに地面へ降ろされた僕は、彼女に叫んだ。


    「おい！　あそこには美澄さんが――！」


    　しかしアリッサは冷たい眼差しを燃える車体に向けた。


    「わかってるわ。言ったはずよ、あたしはトウコを殺しに来たの。でも、この程度じゃ……無理みたいね」


    　その言葉どおり炎の中から二つの人影が歩き出る。無傷だ――二人とも。


    「――でもケースケ、何であんたがここにいるの？」


    　オウルたちに視線を向けたまま、アリッサが固い声で尋ねる。


    「そんなのアリッサを止めに来たに決まってるだろう！」


    「縛しばられてるくせに？」


    「これは……ちょっと油断しただけだ」


    「そ、捕まったんだ……だけどよく動けたものね。まあ、おかげでトウコを見つけることができたわ。助かったけど――それでも来て欲しくはなかった。トウコを殺すところなんて、見られたくなかったから」


    　そう言ってオウルたちの方へアリッサは歩き出す。


    「待て！　アリッサも美み澄すみさんを殺したくなんかないんだろ？　だったら止めてくれ！」


    「これは――あたしの気持ちで決めていいことじゃないのよ。ケースケ、動けないならちょうどいいわ。全部終わるまで……待ってなさい。できれば、目を閉じていて」


    　アリッサはそう告げると僕から遠ざかり、美澄さんを庇かばう様にして立つオウルと対たい峙じした。


    「――アリッサ」


    　オウルの後ろから美澄さんが顔を覗のぞかせて名前を呼ぶ。


    「トウコ……ごめん。あたし、あなたを殺さなくちゃいけない」


    「いいんです。謝らなくて。私も、ごめんなさい。この命はアリッサに貰もらったものなのに、それを素直に返すことができません。覚悟をしていたつもりだったけど、私やっぱり怖い」


    「そう、だったらお互い様ね」


    　少し笑みを含んだ口調でアリッサが呟つぶやいた。


    「はい」


    「――ありがとう」


    　アリッサはわずかに泣き声を滲にじませた。


    「礼を言うのは早いぞ。お前には透とう子こを殺せん。私に滅ぼされるのだから」


    　腕に美澄さんを後ろに退かせ、オウルが前に出る。先程の爆発で服はぼろぼろになっており、それを煩わずらわしげに破り捨てた。


    「何……それ？」


    　アリッサが戸惑うように尋ねる。


    　もちろんオウルの肉体にはかすり傷一つなかった。だが代わりに、左胸の上に異様な物体が埋め込まれているのを見つける。


    　灰色の――人形？


    　目もなければ、鼻も口もない。わら人形のように簡素な、灰色の糸をより合わせて強引に人の形に見せているヒトガタ。


    「これは《絆きずな》だよ。私と娘のな」


    「きず、な？」


    「呪い人形というものがあるだろう？　髪の毛などを織り込み、相手に見立て、代わりに呪いを掛けるというあれだ。すなわちその人形は相手の分身でもある。分かるか？　私はそれなのだよ」


    　まさか……その人形の色。火事の後、髪を切ってもらったという美み澄すみさん――。つまりは……。


    「トウコの髪、なのね。そんな魔術を聞いたことがあるわ。《求めし愚者》系統の《翳る姿見プロテア》。何が加護よ、やっぱり魔術だったんじゃない」


    「分かっておらんな。これは単に私を娘の写し身とするものでしかない。私を厄やく災さいから守るのは、娘の――透とう子この加護だ」


    「そういうこと……要するに今まで攻撃を防いでいたあの白い光は、トウコのものだったのね？　いいのかしら、そんなにベラベラ喋しやべっても」


    「構わぬさ。知ったところで何も変わらん。貴様は私にも娘にも、傷一つ負わせることはできんと伝えたまでだ。それでも歯向かうか？」


    「当然――よ」


    　腕を翳かざすアリッサ。


    「そうか……だが最後にもう一度だけ尋ねたい。娘を友と言うならば、娘のことを想うならば、大人しく死んでくれぬか？　そうすれば天使も孵ふ化かすることはない」
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    　拳を構えつつもオウルは尋ねる。


    「――そんな保証ないでしょう？　この前みたいな暴走が起きた以上、あたしがいなくなっても止まらないかもしれない。だけど、あんたの言う通り……そうじゃない可能性もある。あたしさえいなくなれば全て解決するのなら、それに懸かけていいかもって考えたわ」


    「ならば……」


    「でもまだ、あたしは死ぬわけにはいかないのよ。あたしの体を無断拝はい借しやくした誰かや、あんたが使っている《求めし愚者》の魔術……それを考えるときっとこれだけじゃ終わらない。《方はこ舟ぶね》を守るためには、今ここで倒れるわけにはいかないの！」


    「やはり、互いに譲ゆずれぬか」


    「――ええ」


    　会話が終わり、二人の間に緊迫した空気が流れる。


    　やばい、早く止めないと！


    　だが両手両足を縛しばられている状態では、すぐに割って入ることもできない。


    　僕は二人に聞こえないよう、静かに呪文を唱え始めた。しかし一節も言い終わらないうちにオウルが開戦の火ひ蓋ぶたを切る。


    　ドンッ！


    　凄すさまじい踏み込みによる、愚直なまでの突撃。


    　アリッサはそれを鋭い一言で迎え撃つ。


    「阻めぬ嵐デイザスター！」


    　凄まじい風が吹き荒れる。一点への攻撃ではなく、全てをなぎ払うような風の津波だ。


    　突進していたオウルもこの嵐には抗あらがえずに、まるで軽い木の葉のように高く宙へ舞い上げられた。


    「やっぱりね――《逆らえぬ波濤ダイダルウエイブ》をまともに喰らったとき、気づいたわよ。あんたの加護は確実に命を脅かす事象にしか働かない。それ以外の危機は《偶然》という名の運命が守っているみたいだけど、それは拒絶じゃない。生きている以上、完全に止まってしまうなんて不可能。ある程度の変化は受け入れざるを得ないのよね？」


    「ふん、だからどうした。とどめを刺せない時点で、貴様の負けは決まっている」


    　空中で回転しつつ、バランスを取り戻したオウルは落下しながらそう答えた。


    「笑わせないで、そんな手品が通じるのは初戦だけよ。手の内を読まれた時点で、あんたの勝ちはないわ」


    　アリッサは不敵に告げると、オウルが着地する前に二つ目の魔術を放つ。


    「触れえぬ光域ダイアンサス！」


    　オウルを中心に半球状の光膜が生まれ、ゆっくりと全方位を包み込んでいく。


    「っ！　こんなもので――」


    　空中にいたため避けることができなかったオウルは、自分を囲んだ光の膜まくを苦々しげに見回した。


    「いいえ、これで終わりよ。それは拘こう束そく魔術じゃなく隔かく離り結けつ界かい。あんたはもうそこから出られないわ」


    「戯ざれ言ごとを！」


    　オウルは結界に向けて拳を振るう。だがぐにゃんと光の膜はゴムのように伸びて、拳の威力を吸収した。


    「な――」


    「わかった？　《隔離》結界の意味が。それは内側のものを傷つけるように出来ていない。自分の体へ負担が掛かる《攻撃》にならなければ、加護は働かないのよね？」


    　アリッサはそうして自分の勝利を告げる。


    「あんたの負けよ」


    　あまりにあっけなく勝負がつき、僕は呆ぼう然ぜんとする。


    「くっ……だが、それでどうする？　私の動きを封じたとはいえ、倒したわけではない」


    「あんたさえ邪魔に入らなければ、高位魔術を唱える時間も作れるわ。そうすれば、あたしには停止した運命さえ終わりに導く術がある」


    　アリッサはそう言って、戦いを見守っていた美み澄すみさんに向き直る。


    「トウコ……あんたの盾はなくなったわ」


    　棒立ちになっている彼女に向けて両手を翳かざすアリッサ。


    「やめろっ!!」


    　叫ぶオウルの声。しかしもうアリッサは意にも介かいさない。


    



    「貪れ魔狼デイバウアー!!」


    



    　だから、僕が叫んだ。詠えい唱しようの終わっていた呪文を、声の限りに。アリッサの耳に届くように。


    　右腕が影によって膨ぼう張ちようし、縛しばっていた縄なわを引きちぎる。そして僕は足の縄も解き、ゆっくりと立ち上がる。


    「ケースケ……」


    　震える声でアリッサが僕の名を呼ぶ。こちらを見る瞳は怯えるように揺れていた。


    「その腕で、トウコを守るの？　《方はこ舟ぶね》の敵になるの？　あたしと……戦うの？　やめてよ……そうしたらケースケまで、あたしは――」


    「アリッサは、僕を殺したいか？」


    「そんなわけないでしょう！」


    　怒気を孕はらんで叫ぶアリッサ。


    「僕も同じだ。アリッサをこの腕で喰らうつもりなんてない。僕はただ、アリッサを止めたいだけ。だから――勝負しろ。殺し合いじゃない。ただの勝負をだ」


    　そう言って僕は、せっかく生み出した陽かげ炎ろうの腕を消し去る。


    「勝負、ですって？」


    「ああ、ただし素手と素手でだ。どうせ僕にはフェンリルがある。下手に魔術は使えない。だったら直接、僕をボコボコにするぐらいしか手はないだろう？」


    　その提案にアリッサは顔をしかめる。


    「それじゃあケースケに勝ち目なんてないわよ。訓練で一度だって私に勝てなかったこと、忘れたわけじゃあないでしょうね？」


    「覚えてるよ。だからこそ、もし僕が一本取れれば無茶な要求を飲んでもらう。アリッサに止とどまってもらう！」


    　僕の言葉を思案するように聞いていたアリッサだったが、しばらくして頷うなずく。


    「――わかったわ。つまりケースケが負ければ、もう邪魔はしないってことよね？」


    「ああ」


    「そう、なら文句はないわ。すぐに気絶させてあげる。目が覚めたときには――きっと全部終わってるから」


    　諦あきらめたような微笑を浮かべると、アリッサは僕に向かって駆けてくる。


    　頭の中が灼しやく熱ねつする。これは怒りだ。僕はアリッサがあんな表情を浮かべることが許せない。


    　目を覚まさせてやる！


    　僕も駆け出す。


    　先手は――アリッサに取られた。まだ遠い間合いから跳躍し、空中で体を捻ひねったアリッサは、遠心力を乗せた回し蹴げりを繰り出した。


    「くっ」


    　スライディングするような形でアリッサの下を潜くぐり抜け、それを回避する。だが僕の後方に着地したアリッサは、間かん髪はつなく中段蹴りを放つ。振り向いて体勢を整えようとしていた僕にはこの一撃を避ける暇ひまはなかった。


    　いつもならこれをガードして吹っ飛ばされ、とどめの一撃で終わりだったろう。僕はアリッサの攻撃を三手以上凌しのいだことはない。


    　けれど――今の僕には自分の身を守るという発想はなかった。


    　ドンッと胸に重い衝撃を感じながらも踏みとどまる。飛ばされなかった理由は簡単。僕がアリッサの足を掴つかんでいたから。


    「なっ！」


    　驚くアリッサに、僕はにやりと笑い返すとそのまま力ずくで投げ飛ばす。


    　受身も取れずごろごろと転がるアリッサ。僕はそれを追いかけ、起き上がろうとしたところに拳を振り下ろした。


    　ブンッと空振り。さすがというべきかアリッサはとっさに真横へもう一度転がり、僕の攻撃を躱かわしていた。


    「やるじゃないケースケ……訓練のときはやっぱり本気を出してなかったってわけ？」


    　仕切りなおしとばかりに向かい合い隙を窺うかがっていると、アリッサがそう尋ねてきた。


    「――そういえばさ、僕は小さな頃、空手を習ってたんだ」


    　その問いに答える代わりに、僕は思い出話を口にする。


    「カラテ？」


    　アリッサは疑問を顔に浮かべた。


    「格闘技の一つだよ」


    「何よ、その実力ってわけ？」


    「違うさ。僕はめちゃくちゃ弱くて、練習試合ですら勝ったことはなかった。第一そんな昔に習ったことなんて、もうほとんど覚えてない。だけど、試合じゃなくて喧けん嘩かなら一度だけ勝ったんだ」


    「喧嘩……で？」


    「ああ、僕があんまり弱いから道場に迎えに来た妹がそのことで苛いじめられたんだよ。それで頭に血が上って……気がつくと苛めてた奴らは全員伸びてた。その日で空手はやめたよ。だって気づいたんだ。格闘技どころか勝負事全般の才能がないんだって。だって僕は怒りくるわなきゃ本気になれないんだから」


    　アリッサを射抜くように睨にらみ付けて、僕は告げる。


    「つまり……今のケースケは怒ってるってこと？」


    「そうだ。もう頭の中が煮えくり返ってる」


    　僕が頷うなずくと、アリッサはキッと目を鋭くした。


    「何でよ……何でそこまで――あたしはこうするしかないっていうのに!!」


    「お前が諦あきらめてるからだ！　選びたくないことなら、意地でも選ぶな！」


    「だったらケースケは、どうしろっていうの!!」


    「知るか!!」


    　その答えに、アリッサは怒りで顔を赤くする。


    「は、はぁ!?　あんた、ふざけるのもいい加減にしなさいよ……言うだけ言って無責任にもほどがあるわ！」


    「ふざけてなんかない、何もかも上う手まく収められる策があるなら、こんなことになってないだろうが。僕はな、まだ考える時間があるってのに、安易な方法に走るなって言ってるんだ。そんなのアリッサらしくない！」


    「あたしらしくって何よ！　ケースケはあたしのことなんて全然分かってない。なのにそんなの決め付けないで！」


    「自分のことが分かってないのはアリッサの方だ。お前、自分が美み澄すみさんといるとき、どれだけ楽しそうにしてたか知らないだろ！　どれだけ嬉うれしそうだったか気づいてないだろ！　そんな相手を殺すだって？　ふざけてるのはお前の方だ!!」


    「……っ」


    　アリッサは唇を噛かみ締める。


    「黙りなさい……黙りなさいよ。それでもあたしはっ――」


    　涙を浮かべながら、アリッサが地を蹴けった。


    　速い！


    　繰り出されるのは一切の手加減のない本気の拳。喰らえばただでは済まない。本能が体を後ろに逃がそうとする。だが僕の中で渦うず巻まく怒りはそれを拒絶した。


    「ああああああぁっ!!」


    　声を上げながら、自ら拳に向かう。目を見開き、軌道を見極め、紙かみ一ひと重えで頭を逸そらす。


    　ヂッ！


    　風を裂さく音が耳元を過ぎ、わずかに拳と触れた頬が裂けた。


    　だが僕は止まらない。そのままアリッサの胸元に潜もぐり込むとグッと襟元を掴つかみ上げ、突っ込んできたアリッサの勢いを利用して背負い投げる。


    「きゃああっ！」


    　そして僕は地面に倒れたアリッサの上へ馬乗りになり、眼前に拳を突きつけた。


    「あ――」


    　そよ風が吹き、わずかに木々がざわめいた。


    　ぽかんとした表情で僕を見上げるアリッサ。いつもの訓練とは逆の構図。


    「僕の勝ちだな、アリッサ」


    　大きく息を吐き呼吸を整えてから、僕は静かに宣言した。


    「あたしが……負けたの？」


    　アリッサは信じられないように呟つぶやく。


    「ああ、約束は守ってもらうぞ」


    　僕がそう言うと、アリッサは全身から力を抜いた。


    「強いのね……ケースケ。あたしなんかより、本当はずっと――」


    　そう言って微ほほ笑えむ。諦あきらめたような笑みではなく、ただ嬉うれしそうに。


    「わかったわ――わかったわよ！　あんたより弱いなんて癪しやくだから、あたしも強くなってあげる。ぎりぎりまで頑張ってみせるわよ。もしどうにもならなくて天使が生まれても、あたしが倒してやるわ！　おじいさまが苦戦したような、勝ち目のない相手でもどうにかしてみせるわよ。そのときはあんたも責任取りなさいよ！」


    　倒れたまま強気な口調で命令するアリッサに、僕は苦笑する。


    「ああ、わかったよ」


    　そう言って立ち上がり、僕はアリッサに左手を差し出した。


    



    「うぅっ！　あぁぁぁぁぁっ！」


    



    　しかし和なごやかになりかけた空気を高い悲鳴が引き裂いた。


    「透とう子こ！」


    　結界に閉じ込められているオウルが血相を変える。


    　見れば美み澄すみさんの全身を白い光が覆おおっている。アリッサが近くにいたことによって、とうとう限界を超えたのかもしれない。


    「お、おい、やばいぞアリッサ！」


    「ええ――どうやらいきなりぎりぎりまでって時が来ちゃったみたいね」


    　アリッサはやけに冷静な口調で呟く。


    「どうするつもりだ？」


    「決まってるわ。さっきケースケに覚悟を決めさせられちゃったからね。あたしは――最後まで諦あきらめない」


    　決然と告げたアリッサは美澄さんへ近づいていく。


    「なっ――近づいたら余計に！」


    「いいのよ。こうなったら生まれさせる。あまりに運次第で、不確定な要素も多くて、失敗したら《方はこ舟ぶね》もトウコも守れない馬鹿馬鹿しい方法をさっき思いついたわ。ケースケにぶん投げられたときにね」


    「は？　何言って――」


    　しかしアリッサは僕の声を無視してさらに歩を進める。


    「聞こえる？　トウコ！」


    　大声で叫ぶアリッサ。


    「ぐっ……うっ……うぅ？」


    　胸を押さえてうずくまっていた彼女が顔を上げる。


    「よく聞きなさい！　今からあたしはもっとトウコに近づくわ。そしたら今より更に苦しくなって、その白い光がトウコを壊して溢あふれ出ようとする筈はずよ。だけどトウコはそれを耐えるの。苦痛に耐えて、溢れる光に飲まれることに耐えなさい！　そして自分の内側にあるものを全て外に出すの。できる!?」


    「そ、そんなこと……」


    「死にたくないんでしょ！　あたしが最後まで諦あきらめないんだから、トウコも最後まで諦めないで！」


    　その叫びに、美み澄すみさんの目に光が戻る。


    「アリ……ッサ？」


    「ごめんね。あたし、《方はこ舟ぶね》と――ううん、家族とトウコを比べた。それで家族を選んで、トウコを……捨てた。だけど、やっぱり諦めない。だって、だって……あたしトウコとずっと友達でいたいから！」


    「私……も、アリッサと……友達で、いたい……です」


    　苦しみながらも、唇の端に美澄さんが笑みを浮かべる。


    「トウコ――」


    「うん……私、頑張り……ます。諦めない……です！」


    　強い光を瞳に宿して美澄さんが叫んだ。


    「ありがとう……トウコ！」


    　アリッサは頷うなずくと僕を振り向く。


    「ケースケ、あたしは今から天使だけを――滅ぼす」


    「そんなことできるのか？」


    「流る転てんを司つかさどる星せい竜りゆうには、運命さえも終わりに導みちびける高位魔術がある。あの停止していた運命が天使の因子そのものだったとしたら、この魔術で滅ぼせるはずよ。もっともおじいさまが苦戦した以上、顕けん現げんしてからじゃ遅いと思う。だから完全にトウコから出てしまう前に魔術を打ち込むの。そしてその効果がトウコに及ぶ直前に、繋つながっている部分をケースケが断ち切って」


    「な……」


    　あまりに無茶苦茶な作戦に、言葉をなくす。


    「何よ？　あんた責任取るって言ったでしょ！」


    「――そういや……そうだったな。仕方ない、それに乗ってやる！」


    「オーケー、じゃあ行くわよ！」


    　僕は手早く呪文を唱えると陽かげ炎ろうの巨腕を具ぐ現げん化する。そしてアリッサの前に立つと美澄さんから吹き付ける衝撃波の盾となった。


    



    「――願うは流転。暗き蒼の海、流れし光の連なり。遠き宙そら駆ける星の竜」


    



    　アリッサが詠えい唱しようしながら前進するのに合わせて、僕も腕を掲げながら進んでいく。一歩近づくごとに美澄さんを包む光は強くなり、バチバチと弾ける白い電光が僕らに襲い掛かる。


    



    「――たゆたい、泳ぎ、止まることを忘れし、永久に巡り巡る者」


    



    　光は圧力を伴って僕らを吹き飛ばそうとするが、踏ん張って前に進む。


    　美み澄すみさんの背中からは大きな光の帯が伸び始める。


    



    「――輪転せし命。回り続け、向かうのは、星々の果て」


    



    　悲鳴が大きくなり、光の帯がさらにもう一条空へ伸びる。


    「くっ！」


    　あまりの眩まぶしさに目を細める。一いつ対ついの翼になった光は羽ばたくように波打つ。


    



    「――始まりのための終わり。拒むことなく、逆らうことなく、受け入れよ！」


    



    　アリッサの呪文が完成する。それと同時に、美澄さんの体から脱皮するかのごとく白く輝くマネキンのようなシルエットが別わかたれ、一気に巨大化する。


    　生まれる！


    



    「終わりの閃きレヴアークラスト！」


    



    　だが無機質な天使の全身が美澄さんから抜け出る寸前、アリッサの魔術が放たれた。


    　金色の矢が白びやつ光こうを貫つらぬき、天使の胸に突き刺さる。


    『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァ』


    　天使の声だろうか。超音波のような甲かん高だかい悲鳴が鳴り響いた。


    「ケースケ早く!!」


    　後ろからアリッサが叫び、僕は白い電光の中を駆け抜け、腕を振り上げる。


    　天使は矢が刺さった場所から徐々に金色の光に侵おかされていく。胸から腹へ、腹から足へ――。


    　間に合え！


    　僕は美澄さんと繋つながっている天使の足へ向けて牙を振り下ろした。


    　バチィィィィッ!!


    　だが天使に噛み付いた陽かげ炎ろうの腕の前に、拒絶の白光が立ちはだかる。


    　くそ――牙が……通らない!?


    　金の侵食が進むごとに白い光は抵抗を弱めるが、消えるのを待っていては手遅れになる。


    　無理……なの、か？


    　やはり魔術では力不足なのかと、絶望が心に生まれかける。


    



    「お願いケースケ!!　トウコを助けてぇっ!!」


    



    　だが――泣き叫ぶようなアリッサの声が、僕の弱気を駆く逐ちくした。


    　何……やってるんだよ。あいつに偉そうなことを言ったのは誰だよ。諦あきらめるなって言ったのは誰だよ！


    　白光に弾かれそうになっていた腕に残り全ての力を込める。


    　しかしそれでも足りない。足りないんだっ！　だから――。


    「もっと――もっと力を寄越せ！　《天牢ウオルフ＝ライエ》!!」


    　動けなくなっていた体を回復させたときのように、《道パス》から直接力を引き上げる。熱さが右手に満ちてくる。


    　半透明だった陽かげ炎ろうの腕が、黒く染まった。まるで――実体を得たかのように。


    「こんのぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」


    　何もかもを絞しぼり出すかのように叫ぶ。


    　ビシッと牙が天使に食い込む。均きん衡こうは崩くずれ、そして――。


    



    　バギィィィィィィィィイン！


    



    　僕の右腕は天使の足を食い破り、抉えぐり取った。それと同時に限界を超えた陽炎の腕は消滅する。


    　力尽きて膝をつきながらも、僕は美み澄すみさんから生まれ出ようとしていた天使を見上げる。


    　白かった天使はほぼ金色に染まっていた。僕が抉り取った断面に侵食が到達し、支えを失いながらも宙に浮いていた天使の周りから、白い電光が消失する。


    　ただのモノになってしまったかのような天使は、ぐらっとバランスを崩くずすと地面に落ち――金色の光になって砕けた。


    　ガシャアアアアンとガラスが砕けるような音と共に、光の粒が舞い上がる。


    　蛍ほたる火びのような輝きが、天高く昇っていった。まるで夜空の星が何倍にも増えたかのような光景に息を呑のむ。


    「あ――」


    　美澄さんが小さく声を上げ、崩れ落ちた。僕は我に返ると慌あわてて彼女を抱きとめる。


    「つっ！」


    　右手に痛みが走る。見てみると、手のひらに走った傷から血が流れ出ていた。無理をしすぎた……のか？


    「トウコ！　ケースケ！」


    　顔を蒼白にしたアリッサがこちらに駆け寄り、名前を呼ぶ。僕は今にも泣き出しそうなアリッサに余計な心配を掛けたくなくて、右手を握り締め出血を隠した。


    「アリ……ッサ？　どう……なりました？」


    　声はか細かったが、意識ははっきりしているようで、美み澄すみさんはそう訊たずねる。それを見たアリッサは表情を緩ゆるませた。


    「上う手まく……全部上手くいったわ！　ね、ねえ、あたしが近づいても――苦しくない？」


    　そう問われ、彼女は胸に手を当てる。


    「はい――大丈夫です」


    　その答えに、僕らは笑みを交わし合った。


    



    「大丈夫なものか!!」


    



    　だが突然、思わぬ方向から怒号が轟とどろく。


    「お父さん……」


    　それは結界に閉じ込められたままのオウルだった。


    「天使を滅ぼせた……それは貴様らにとってはよかっただろうな。だが透とう子こはどうなる？　天使の加護を失くしたその子はあと半年足らずで命を落とすのだぞ！」


    　僕らはその言葉に目を伏せる。


    「いいんです――お父さん」


    　しかしオウルの糾きゆう弾だんを遮さえぎったのは、美澄さんだった。


    「これでよかったんです。私は今までズルをしていました。これが正しい状態なんです。たとえあと少しでも、これが私の命なんです！」


    「やめろっ！　私は透子に、そんな諦あきらめたような顔をさせたくなかったのだ！」


    　そう言って顔を背けるオウルに彼女は近づき、光の膜まくごしに手を重ねる。


    「お父さん、ちゃんと私の顔を見ていますか？　私は諦めてなんかいません。私の命だから諦めるつもりはありません。三年は長いです、医学の進歩は早いと聞きます。もしかしたら今なら私の病気が治る可能性もあるかもしれません。わずかな希望ですけど、私は最後までそれを捨てません」


    「透子……」


    　娘の目を真正面から見つめたオウルは、涙を流しながら崩れ落ちる。


    　アリッサが無言で手を翳かざし、魔術を解いた。


    　美澄さんはこちらを向いて、ぺこりと頭を下げる。


    　そして――労いたわるように父親を抱きしめた。


    



    
      ＊

    


    



    「――なかなか、楽しい見世物であったな」


    　夜天の高みから、全てを見ていた少女が呟つぶやく。


    「あのまま《片天使ジヤオエル》が顕けん現げんしていれば、なお愉快であったが……まあよい、どうせ力足らずであったろう。やはり《天使王ミトロン》でなければ意味がない」


    　目を細め、下界を見下ろし少女は笑う。


    「くくっ、だが停滞していた因子はこれで片付いた。あとは時間の問題。さあ、もうすぐ世界は変わる。世界は戻る！　壁などない本来の姿に！」


    　少女は夜を優雅に舞いながら、高らかに叫び、星を仰いだ。そこにパタパタと一匹の蝙こう蝠もりが近づく。


    『――遊びもほどほどになされませ。目的は達せられましたが、《群れクラウド》は有能な幹部を一人、失ったのですぞ』


    　蝙蝠から聞こえた声に少女は眉を寄せる。


    「その声は《鸚鵡パラツト》か？　何用だ、興きようが削がれたではないか」


    『……党首からの言こと伝づてです』


    「ふむ、用があるなら直接《式》を放てばいいものを……」


    『生あい憎にくと党首はあなたの力をお使いにはなりません。《梟オウル》のように弄もてあそばれてはかなわぬと仰おつしやっておられます』


    　少女はその言葉に肩を竦すくめる。


    「ふん、愚者にはならぬと言うか。それに心外だな。我は《梟オウル》を玩具おもちやにしたつもりはないぞ。内に眠る欲望を開放してやっただけだ。あやつはとても美しく強い願いを秘めていた。その隠された輝きを見ることができたのは――まあ確かに満足ではあったがな。その点……汝なんじはつまらぬ。他人の言葉を繰り返すだけの鸚鵡おうむだ。自己というものがない」


    『私は党首に仕えるだけの存在ですので。それゆえに、この役を与えられております』


    「食えぬやつだ。して、言伝とは？」


    『《鐘楼》にお戻りください。ここにいて万が一のことがあれば――』


    「断る」


    　取り付く島もなく、切って捨てる少女。蝙蝠は黙り込む。


    「我は我の望むことをする。知っているだろう？　我にとって他人の願いは等価だが、己の欲望は何よりも優先されるのだと。我の願いは誰にも阻めぬ。危険があろうと関係ない。我は求め続ける愚か者なのだから」


    　少女は両手を広げ、朗々と言葉を続ける。


    「我が名は《求めし愚者》ホリィ＝ライト！　賢さかしい助言などいらぬ。さっさと失せるがいい！」


    　諦あきらめたように遠ざかる蝙こう蝠もりを嘲ちよう笑しようしながら、少女は眼下の景色に目を向ける。いや、見つめているのはただ一人――自分と同じ姿をした彼女だけ。


    　少女は唇を歪ゆがめ、小さく呟つぶやく。


    「これからもっと楽しくなろう。我はそれを特等席から眺めるのだよ。さあ、もうすぐだ。汝なんじが世界を戻すのだ。我が《娘》よ――」
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    終章


    



    『三番線に電車が参ります――』


    　駅の構内にアナウンスが響いた。


    　ああ――そろそろお別れの時間だ。


    　今日は彼女たちが旅立つ日。僕らはそれを見送りに来ていた。


    「本当に――ありがとうございました」


    「礼を言おう」


    　深々とお辞じ儀ぎをする美み澄すみ透とう子ことオウル。


    「いえ、あの、私は少し、お手伝いをしただけで……」


    　慌あわてたように手を振ったのは友とも月づき未み由ゆ。事件の後、事情を知った彼女は、美澄さんの病気の試験的な治療法を行っている海外の病院を見つけ、アポを取ってくれたのだ。


    　もちろんまだ確立されていない治療法だ。本当に治るかは分からない。


    　それでも可能性が生まれたのは大きな前進だった。


    「アリッサ、私、元気になって絶対この街に戻ってきます」


    「うん――待ってる」


    　握手を交わし、二人は笑い合う。


    「少年」


    　するとオウルは僕に向かって手を差し出してきた。少し戸惑いながらも握り返す。


    「細い腕だ。だがなかなかに力強い。この手ならばきっと望むものを掴つかめよう」


    「は、はあ……」


    　一応褒ほめられたのだろうと、曖あい昧まいな笑顔を返す。


    「それと――組織のことを何も語れず、すまない。本当に思い出せんのだ」


    「ああ、それなら気にしないでくれって。あんたともう戦わずに済むだけで十分だ」


    　僕は首を横に振った。


    　オウルは事件の後、組織で活動していた自分のことを思い出せないようになっていたらしい。僕らと闘っていた間もその兆候はあったらしく、いつからこうなってしまったのかも分からないそうだ。まるで心をいじられたかのようだとオウルは語っていた。


    「そう言ってもらえて助かる――実を言えば思い出せないことに、本当は安あん堵どを覚えているのだよ。恐らく私は、決して抜け出せないはずの暗闇にいたはずなのだから」


    　ガタンゴトンと電車が近づく音が聞こえ、僕らは手を離す。


    「それではな、少年。そこの姫君をやり込めたときは胸が空いたぞ。あまり尻に敷かれぬようにな」


    「なっ！」


    　ホームに滑り込んできた電車の音に間切れるように、オウルは最後にそう囁ささやくと荷物を持ち上げ、美澄さんを促した。


    　まだ手を握り合っていた二人は名な残ごり惜しそうに指を解く。


    「またね、トウコ」


    「またね――アリッサ」


    　そして彼女たちは電車に乗り込み、窓越しに手を振りながら遠ざかっていった。


    　アリッサは電車が見えなくなるまで手を振っていたが、やがてぱたりと手を下ろした。


    「本当に――また会えるかしら」


    「ああ、アリッサが信じなくてどうする」


    「うん――そうね」


    　アリッサは頷うなずき「次、会えるのが楽しみだわ」と微ほほ笑えんだ。


    



    
      ＊

    


    



    「はぁ……」


    　駅からの帰り道、友とも月づきが大きな溜ため息いきをついた。


    「どうしたんだ？」


    　僕がそう尋ねると、彼女は肩を落として呟く。


    「だって……陽ひ名なさんに連絡貰もらって、焦あせって帰ってきたら全部終わってて……何も力になれなかったから――」
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    「いや、友とも月づきには本当に感謝してるって。友月がいなかったら、美み澄すみさんの病気を治せる病院なんて見つからなかったんだからさ」


    　それにアリッサも同意する。


    「そうよ、ミユのおかげで、トウコは治るかもしれないんだもの。本当にありがとう！」


    　アリッサのストレートな感謝に友月は戸惑ったように僕を見た。


    「な、なんか、アリッサさん……変わった？」


    「うーん……まあ色々あったからなぁ」


    「む……」


    　その言葉に何な故ぜか友月はむくれる。小さく「私も、大変だったんだから……」と呟つぶやいたのが聞こえた。


    「どうしたんだよ？」


    「――なんでもない」


    　僕は困って少し前を歩くアリッサに話題を振ってみる。


    「おーいアリッサ、お前なんか変わったか？」


    「え？」


    　アリッサは振り返ると少し考えるようなそぶりを見せて「あ」と声を上げる。


    「あのね、前にトウコがあたしに言ったことがあるの。そのときは分からなかったけど、今はそうかもしれないって思う。それに気づいたことが変化といえば変化かしら」


    「何のことだ？」


    　僕の言葉にアリッサはくるんと振り返り、まばゆい笑顔を浮かべながら――とんでもない爆弾を投下した。


    



    「あたし――ケースケのことが好きなのよ、きっとね」

  



  
    あとがき


    



    　こんにちは、ツカサです。早いものでもう三巻です。あとがきも三回目。毎回ページ数が違うせいか未だに慣れません。それも今回は一ページなのでなかなか手強いです。スペースが限られているため前置きはここまでにして、まずは今巻について。


    　三巻は前回の予告（？）通りアリッサ中心のお話になりました。これで頭上に浮いている（かもしれない）全透明少女に殴られることはなくなったので一安心です。この巻で物語は大きく動き出します。次は色々と波乱の展開になると思われますがお付き合いいただければ嬉しいです。


    　そして近この衛え乙おと嗣つぐさん、またまた素晴らしいイラストを描いて下さりありがとうございます。特にオウルが圧巻です。二巻の挿絵でも凄まじい存在感を放っていましたが今回はそれ以上でした。というかめっちゃ怖いです。睨にらまれただけで私なら逃げ出します。


    　うわ、いつの間にか残り行数が……という訳で慌てて謝辞を。担当のＭさん、今回もお手間をお掛けしました。それと実は奥付に編集さんの名前が書いてあってイニシャルにする必要がないと気づいたのですが今更なのでこのままで（笑）。


    　最後にこの本を手に取ってくれた方々に心からの感謝を。ほんまにありがとう！


    　それでは、また。

  



  
    ツカサ


    Tsukasa


    



    昭和の終わり頃、お盆ど真ん中の８月15日に生を受ける。以来、迷わず真っ直ぐに歩こうとはしているが、いつの間にか遠回りな道を行く人生の方向オンチ。
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